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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本書内に記載されている商品情報は底本発行時のものとなります。既に入手困難なものもございますがご了承下さい。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















イラスト：猫猫 猫、石田ヒロユキ、いろは楓、佐々木あかね、


四季童子、渋沢佳奈、ヤトアキラ、hu-ko
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まえがき






　皆さんこんにちは、田中信二たなか・しんじです。

　既き刊かんをお読みの方、いつもありがとうございます。

　初めての方は初めまして。私わたしは本書の著ちよ者しやであり、ＴＲＰＧというゲームを題材にした冒ぼう険けん物語の語り手でもあります。

　ここでは本ほん格かく的てきに本書の内ない容ようを楽しむ前に、このゲームや物語についての基き礎そ知ち識しきを解かい説せつさせていただきます。




　本書はテーブルトークＲＰＧ『アリアンロッドＲＰＧ』のリプレイで、『アリアンロッド・サガ』のリプレイとしては四番目のシリーズ『デスマーチ』の最さい終しゆう巻かんです。

　ＴＲＰＧとは〝テーブルトークＲＰＧ〟の略りやく称しようで、ゲームマスター（以下、ＧＭ）と呼よばれる進行役ひとりと、複ふく数すう人のプレイヤーで行なう遊びです。プレイヤーは各自ひとりのキャラクターを担たん当とうし、ＧＭの管理のもとに冒険へと旅立ちます。コンピューターゲームのＲＰＧを、人間同士が会話しつつルールブックを参照しながら進めるようなゲーム、というとイメージできますでしょうか？

　リプレイとは、ＴＲＰＧを遊んでいる様子を読み物として書き起こしたものです。

　本書で使用しているのは『アリアンロッドＲＰＧ　２Ｅ』というファンタジーを題だい材ざいにしたＴＲＰＧです。

　本書の舞ぶ台たいは〝アルディオン大陸〟。〝戦せん乱らんの大陸〟という別名を持つ土地です。女王ピアニィによる大陸の統とう一いつ目前で生じた大だい異い変へんにより、よりいっそう不ふ穏おんな情じよう勢せいとなっています。詳しよう細さいは本ほん編ぺんおよび以い降こうの記事を読んで、ご堪たん能のうください。

　菊きく池ちたけしの無む茶ちや振ぶりから始まり、多くの方々の応おう援えんを得て続いてきた『デスマーチ』シリーズ。シリーズ開始から三年の時を経へて、ついに本ほん巻かんで完結となります。どうか最後までおつき合いください。




　前ぜん述じゆつのとおり『アリアンロッド・サガ』は『デスマーチ』以外にもいくつものシリーズが展てん開かいされています。それらのサガシリーズについて興きよう味みのある方は富ふ士じ見み書しよ房ぼうのウェブサイト（http://www.fujimishobo.co.jp/game/arian/）などでご確かく認にんください。

　次じ頁こうの「前ぜん巻かんのあらすじ」は『デスマーチ』九巻のエピソードを解説しています。また第一五話冒ぼう頭とうの「早わかり『アリアンロッド・サガ』」は他シリーズとの流れを含ふくめて、本書の情勢に至いたるまでの経けい緯いが解説されています。

　そのあたりの知識は大だい丈じよう夫ぶ、という方はそのまま本編に進んでもＯＫです。











前巻のあらすじ






　帝てい紀き八一五年一一月。秘ひ密みつ結社バルムンク・ノヴァの幹かん部ぶ〝仮面マスク〟のグリンダによって勃ぼつ発ぱつした誅ちゆう罰ばつ戦争を止めたアキナたちは、事じ件けんの後あと処しよ理りに追われていた。そんな中、フェリタニア第一の騎き士しであるアキナに、レイウォール中央政せい権けんから縁えん談だんが持もち込こまれる。両国の友好のため、エンジェルファイヤーはレイウォール王国の首都ノルドグラムへ向かう。

　赴おもむいた先でつつがなく予定をこなすアキナたちだったが、その途と中ちゆう、ノルドグラムで起きている奇き妙みような事じ件けん―――原げん因いん不明の体調不良者が増ふえていることを知る。

　その裏うらに不穏な気配を感じ取ったエンジェルファイヤーは、調ちよう査さに乗り出し、背はい後ごに隠かくされた〝仮面〟のグリンダによる陰いん謀ぼうを暴あばき出だす。計画の名は〝鎮魂曲計画オペレーシヨン・レクイエム〟―――古代兵器〝嘆きの一撃ドウラーレスストロークス〟の力でピアニィを抹まつ殺さつする恐おそるべき企たくらみだ。

　互たがいに譲ゆずれぬもののため、刃やいばを交えるエンジェルファイヤーとグリンダ。激げき戦せんを制せいしたのはエンジェルファイヤーだった。しかし勝利を喜ぶ暇ひまもなく、アベルの陰謀が動き出す。彼かれは配下にグリンダのとどめを刺ささせると、エンジェルファイヤーを抹殺せんと焰えん硝しよう石せき爆ばく弾だんを起き爆ばくする。この窮きゆう地ちを、アキナたちはオーレリーの助力を得てからくも脱だつ出しゆつした。

　ひとつの戦いに終しゆう止し符ふが打たれ、物語はついに最終章を迎むかえる。











早わかり『アリアンロッド・サガ』






●大崩壊後のアルディオン大陸

　帝紀八一四年に生じた大崩壊グレートデイストラクシヨンはアルディオン大陸に大きな変化をもたらした。

　審しん判ぱんの国エストネル王国の滅めつ亡ぼう。エル・ウォーデンの死し亡ぼう。統一帝アルドワルダピアニィの失しつ踪そう。

　加えて、以前は大陸で観かん測そくできなかった妖よう魔またちも出しゆつ没ぼつし、人々の生活に悪あく影えい響きようをもたらしている。

　これらの出来事が重なり、エストネル王国が保ほ障しようしてきた大陸の旧きゆう体たい制せいは終しゆう焉えんを迎えた。

　大陸に覇はを唱えたフェリタニア合がつ衆しゆう国こくは大きく勢せい力りよくを減げんじた。合衆国参加国はそれぞれの国内事じ情じようにより合衆国から距きよ離りを置きつつある。ピアニィの不ふ在ざいにより、フェリタニア政権はその流れに歯止めをかけられない。その結果、現げん在ざいの合衆国の実じつ効こう支し配はい地ち域いきはアヴェルシアと、イザベラの元からの領りよう地ちであるノルウィッチ伯はく領りようまで狭せばまった。

　東西の大国、レイウォールとグラスウェルズもそれぞれ複数の勢力に分ぶん裂れつした。

　その一方、南方の軍事国家ラングエンドの勢いきおいは増ますばかり。その他にもいくつもの新勢力が出しゆつ現げんし、大陸はこれまで以上に混こん沌とんとした状じよう況きようが続いている。

　エストネル、そして王おう威いの竜りゆう輝き石せきの権けん威いが通用しなくなった大陸で、各勢力は独どく自じに新しい秩ちつ序じよを模も索さくして活動している。今後、主しゆ導どう権けんを握にぎる勢力がどこになるのかは、ようとして知れない。




▼大崩壊以後に出現した主な新勢力

レイウォール中央政権：レイウォール王国の保ほ守しゆ的てき勢力。行方ゆくえ不明の女王ステラの帰き還かんを待っている。

レイウォールアライアンス：〝幸運軍ぐん師し〟ミック・ヴィルナーが立ち上げた新勢力。周辺のレイウォール軍をまとめあげ、南方に大勢力を作り上げた。

バウエス公こう領りよう：バウエス公リディルの領りよう土ど。ベルフト王子の従い兄と妹こリディルが統とう治ちする地域である。現げん状じようは静観を通している。

アガルタ公国：メルトランド王家の遺い児じロッシュが興おこした国。メルトランドとグラスウェルズにまたがる、リド・エマルム地方に割かつ拠きよしている。

神しん聖せいアンリ帝てい国こく：グラスウェルズの王族アンリの帝国。アンリはグラスウェルズ戦せん役えきで死んだものと思われていたが、突とつ如じよ強力な軍隊を率ひきいて、グラスウェルズ南方を占せん拠きよした。

クレスト諸しよ島とう独どく立りつ政権：クレスト諸島はグラスウェルズとレイウォールによる争そう奪だつ戦せんが繰くり広ひろげられていた地であった。代表のメアリ・クレストらの長年の運動の結果、新たに独立を宣せん言げんするに至った。
















●混こん乱らん続くアルディオン大陸

　混こん迷めい深まるアルディオン大陸で起きた事件の中でも、特に大きなものを記しておく。




▼アガルタ公国包囲戦

　帝紀八一五年八月にはノルウィッチで焰硝石爆弾の盗とう難なん事件が発生。盗ぬすみ出だされた焰硝石爆弾はビルベリに持ち込まれ、あわや都市壊かい滅めつという事じ態たいに発はつ展てんしかけた。

　続いて起きたのが、帰還したピアニィ（〝仮面〟のグリンダの変へん装そう。政せい治じ家かアベルの協力でフェリタニア中ちゆう枢すうに潜もぐり込こんだ）が、傘さん下かに入ることを拒きよ否ひしたアガルタ公国を滅ほろぼそうとした誅罰戦争だ。事件後に、反はん逆ぎやく者しやとなったアベルが焰硝石爆弾によるビルベリとノルウィッチの破は壊かい計画を実行するなど、多くの危き機きが立て続けに生じた。

　いずれの事件もエンジェルファイヤーとゲッタウェイの活かつ躍やくにより解かい決けつしている。

▼ピアニィとヒューバードの対決

　新たな時代の担にない手てが奮ふん戦せんする一方、歴史の陰かげでは世界の命運をかけた戦いが起きる。

　ピアニィとその兄ヒューバードの対決だ。戦場は旧きゆうエストネル王国首都エル・ウィン・フリットの地下遺い跡せき。遺跡の最さい奥おうには、大陸を世界から切きり離はなすための魔ま術じゆつ装そう置ちにつながれたステラがいた。犠ぎ牲せいを是ぜとするヒューバードと否ひとするピアニィ。ふたつの意い志しの激げき突とつは、ピアニィの勝利で終わりを告げた……と思われた直後、事態は急転する。

　統一帝皇こう妃ひフェリタニアを名乗る女じよ性せいが現あらわれ、魔術装置を起動したのだ。しかし、ピアニィは己おのれの持つすべての力でアルディオン大陸を世界につなぎ止め、最悪の事態は回かい避ひされた。

▼フィリップ王暗殺未み遂すい事件と魔族の暗あん躍やく

　帝紀八一五年一〇月。グラスウェルズ王国で起きた内ない乱らんによる隙すきを狙ねらい、フィリップ王暗殺計画が実行される。暗殺者たちはグラスウェルズの王威の竜輝石を返へん還かんしにきたビルベリの使し節せつ団だんを装よそおうも、フィリップ王はこれを看かん破ぱ。あわやというところで、ビルベリの領りよう主しゆヒルダを代表とする本物の使節団が駆かけつけ、暗殺者を撃げき退たいした。

　その数日後、イルシールで人々が次々と妖よう魔まと化すという事件が発生したが、謁えつ見けん後にイルシールを訪おとずれていたヒルダたちによって、事件は無事鎮ちん圧あつされた。

　このふたつの事件に魔族が関かかわっていることを知るものは少ない。混乱する大陸情勢の中、それに乗じるように、魔族たちの動きも活発になってきているようだ。

▼〝鎮魂曲計画〟

　帝紀八一五年一一月。ノルドグラムで原因不明の体調不良が頻ひん発ぱつする事件が発生。その裏には、ノルドグラムの人々の生命力をエネルギー源げんに古代兵器〝嘆きの一撃〟を起動し、アルディオン大陸を世界につなぎ止めているピアニィを抹殺する恐るべき計画があった。しかし、この陰謀は、公こう務むでノルドグラムを訪れたエンジェルファイヤーによって阻そ止しされる。敗北したグリンダは死亡し、エンジェルファイヤーとの長き因いん縁ねんに決着をつけることとなった。




●新たなレイウォール王の誕たん生じよう

　帝紀八一五年一二月。国王ステラの不在が続くレイウォール王国は、内部分裂したまま統とう制せいを取れずにいた。これ以上の国王不在は危き険けんと判はん断だんしたレイウィール大だい神しん殿でんは、国内の有力者を召しよう集しゆうし、新国王を選出することを決める。会議は紛ふん糾きゆうするも、行方不明になっていたレイウォール王国王子ベルフトの登場で新たな展開を見せる。彼は国王候こう補ほ者しやたちに告げた。王おう座ざに就きたくば自分を倒たおして見せよ、と。

　この一言で辞じ退たい者しやが続出し、国王候補者は三名にまで絞しぼられる。その中にはベルフトの従い兄と妹こであり、現げんバウエス家当主リディルの姿すがたもあった。

　そして、ヘクスフォードで王位継けい承しよう戦が行なわれる。この時、王都ノルドグラムの守りが薄うすくなった隙を狙って〝幸運軍師〟ミックが軍を動かすも、彼の策さく謀ぼうに気づいたリディルがこれを阻止。その活躍をもって、彼かの女じよは新たなレイウォール王となったのであった。




▼キーワード

リディル・バウエス：バウエス家当主だった少女。王位継承戦を勝かち抜ぬき、新たな王となる。

ベルフト・バウエス・レイウォール：大陸最強の武ぶ人じんであり、リディルの従兄妹。リディルが新国王に就ついたあと、再ふたたび姿を消した。

ミック・ヴィルナー：元竜りゆう炎えん三二将しよう。レイウォールアライアンスの盟めい主しゆ。




●妖魔鎮圧への動き

　帝紀八一五年一二月。

　大崩壊以後、問もん題だい視しされながらも混乱する情勢の中で放置されてきた旧エストネル王国を中心に活動する妖魔たち。その脅きよう威いを打うち払はらうための討とう伐ばつ活動が行なわれた。

　討伐を提案したのは、ビルベリの代表ヒルダ。彼女の呼びかけに応こたえ、七つの国家―――レイウォール王国、グラスウェルズ王国、アガルタ公国、ゴルフォード王国、ベルリール王国、アヴェルシア王国、フェリタニア合衆国―――が作戦に参加することとなった。

　この作戦のために、ビルベリは都市を移い動どう要よう塞さい化した。そして、妖魔の巣そう窟くつである大崩壊の爆ばく心しん地ちを目指し、先せん陣じんを切って突とつ撃げき。その獅し子し奮ふん迅じんの活躍を追うように各国も軍を投入し、大陸の歴史でも例のない大規模な作戦が展開されることになった。
















▼キーワード

妖魔：アルディオン大陸には存そん在ざいしないと言われていた邪じや悪あくな存在。大崩壊以後、旧エストネル王国を中心に、大量発生した。

ビルベリ：古代の巨きよ大だいゴーレム兵器の上に建つ都市。

レイウォール王国：武人の国として知られる、アルディオン大陸の二大強国のひとつ。赤せき竜りゆう王国とも呼ばれる。現在は内部分裂を起こしており、往おう年ねんほどの国力はない。

グラスウェルズ王国：レイウォールと双そう璧へきをなす二大強国のひとつ。白はく竜りゆう王国とも呼ばれる。

アガルタ公国：大崩壊後に建国された国。公主はかつてグラスウェルズ王国のフィリップ王の世話役を務つとめていたロッシュ・アガルタ。

ゴルフォード王国：大陸随ずい一いちの錬れん金きん技ぎ術じゆつを保ほ有ゆうする王国。

ベルリール王国：過か去こに滅亡した七王国のひとつ。最近になり、フェリタニア合衆国の協力のもとで復ふつ興こうを遂とげた。

アヴェルシア王国：フェリタニア合衆国に属ぞくする王国。旧エストネル王国と接せつしていることから、対妖魔の最前線となっている。

フェリタニア合衆国：大陸統一を目前に崩壊した国家。アキナたち、エンジェルファイヤーの活躍もあり、徐じよ々じよに国力を取とり戻もどしつつある。
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◆Preplay 01◆そして終しゆう幕まくへ……




「終わるなぁ……かわたな」

「終わりますねぇ……菊池さん」

「………はにゃあ、前回の出だしとまったく同じです」

「「あっ！」」




　というわけで、例によって場所は東京秋葉原にあるＦ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]会議室。

　そこに打ち合わせのために集つどったメンバーを紹しよう介かいしよう。




田中信二

　通つう称しよう〝かわたな〟、私のことである。本作『デスマーチ』シリーズの著者を務めている。『アリアンロッド・サガ・リプレイ』（以下、『無印』）シリーズの制せい作さく進行役も担当。




藤井忍ふじい・しのぶ

　フリーの女性ライター。『アリアンロッド・サガ・リプレイ・メイビー』のリディルなど、様々なリプレイのプレイヤーとしても活躍している。先月完結した『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ』（以下、『ゲッタウェイ』）シリーズの著者。

　時々、何かの拍ひよう子しに「はにゃあ」と鳴いたりする。

　藤井忍公式サイト「時の研究所」http://sin05.gonna.jp/




菊きく池ちたけし

　通称〝きくたけ〟。『アリアンロッドＲＰＧ　２Ｅ』（以下、『ＡＲ２Ｅ』）のゲームデザイナーであり、『無印』シリーズの著者でもある。現在、『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・シュヴァルツ』シリーズも佳か境きように入っている。『デスマーチ』では、ドラン・ベレレンを演えんじている。




かわたな：物事の終わりといえば……。

きくたけ：終わりと言えば？

かわたな：わたくし、その昔〝ＧＦコン〟というイベントで司会をやっておりまして。

藤井：〝ゲーマーズ・フィールド・コンベンション〟ですね。




　ゲーマーズ・フィールド・コンベンション（ＧＦコン）というのは東京秋葉原でほぼ毎月一回行なっているＦ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]主しゆ催さいのコンベンションのこと。詳くわしいことはあとがきに書いておきますので、そちらを参照してください。




かわたな：そう。そのＧＦコンで初めての司会をやったときの話です。

藤井：はにゃぁ。ずいぶん前の話ですね。

かわたな：わたくし、初めての司会役に大変緊きん張ちようしておりまして、コンベンションの……イベント開始の挨あい拶さつの際の第一声が……。

藤井：第一声が？

かわたな：「これをもちまして……」だったんですよね。

一同：最初から終わってどうする！（笑）




　ちなみに実話です。

　おかげで一〇年以上たった今でもネタに使わせていただいております（笑）。




きくたけ：その面おも白しろ話はさておき、今回の件とどう関わるんだ？

かわたな：それはですね……何ごとも終わらせるのは難むずかしいなあ、と。

きくたけ：司会の話は、物事を終わらせる話じゃないじゃん！




　……そういやそうか。




かわたな：じゃあ、何ごとも初めてというのは難しいなあ、ってことで。

きくたけ：「じゃあ」って何だよ！　話をひっくり返せばいいってもんじゃないよ！　やっぱり話がつながらないよ!?

かわたな：ならどう言えばいいんですか！（怒）

きくたけ：逆ぎやくギレすんなよ！　そもそも何が言いたいんだよ！

藤井：あははははは（笑）！

きくたけ：藤井さんも笑ってる場合じゃないよ!?

藤井：はにゃあ！　すみません。




　とりあえず、気を取りなおして……。




かわたな：つまり、「こんなに長いシリーズを終わらせるのは初めてなので、粗そ相そうをしないか心配なのです」ってことでどうだ!?

きくたけ：「どうだ!?」じゃねー！（笑）　……でもやっと言いたいことは伝わった。

藤井：つまり、不安なんですね？




　さすがは藤井さん。よくお分かりで（笑）。




藤井：私も『ゲッタウェイ』を締しめるので、同じような気分になりましたから。

かわたな：おお！　同志よ!!

藤井：『デスマーチ』の場合『ゲッタウェイ』の倍の一〇巻ですから、苦労は倍じゃすまないですよね。

かわたな：だと思います。

藤井：宿しゆく敵てきのグリンダは九巻で倒しちゃったし。

かわたな：……そうなんですよねぇ。




『デスマーチ』三巻以来の宿敵、グリンダとの決着は前の巻でつきました。




藤井：世界各国の軍ぐん勢ぜいは『ゲッタウェイ』で動員しちゃいますし。

かわたな：おっしゃるとおりですね。

藤井：しかも、この後『無印』のエンディングが待ってますし。

かわたな：…………ですよねぇ。

きくたけ：……条じよう件けんがタイトっていうかシビアっていうか。大変だな（笑）。

かわたな：まあ、大変なんですが。でも今回はやることは決めてあるんですよ。

きくたけ：……ほほう？　参考までに何をするのか聞かせてくれないか？　いや、疑うたがってるわけじゃないよ？

藤井：（ぼそっと）疑ってますよね……。

かわたな：実は……この打ち合わせに臨のぞむために、『デスマーチ』を読み返しまして。

藤井：一巻からですか？

かわたな：いえーす！　そうすることで『デスマーチ』の真の敵とでも言うべき存在を発見したのですよ！

一同：真の敵!?

きくたけ：「真の敵」とはまた大きく出たなあ。

かわたな：実は『ゲッタウェイ』の敵、〝血の螺旋ダーインスレイブ〟。『無印』の敵〝あの御お方かた〟みたいな敵がいないか、これまでのリプレイやサプリメントをひっくり返して検けん討とうしまして……。

きくたけ：そういえば『デスマーチ』にはそういうわかりやすい敵がいなかったな。

かわたな：でも、他シリーズに匹ひつ敵てきする強きよう敵てきを……見つけました！

一同：おお！

きくたけ：ちなみにどんなヤツ？

かわたな：それを言うとネタバレになるので、ここでは言えません。

きくたけ：取りあえずハッタリをかましてるだけじゃないよな？

かわたな：…………。

一同：…………。

きくたけ：……おいっ！

かわたな：ハッハッハ。ジョークですよ。小こ粋いきなジョーク。ちゃんと考えてますって。

きくたけ：ならいいが……何か俺おれの方が不安になってきたよ。

かわたな：逆に私は自信がわいてきましたよ！（笑）　心配事は他人に任まかせるに限かぎりますね！（笑）

きくたけ：……不安だ。




　とまあ、そんな感じで準じゆん備びを進め……。

　ついに最終回の収しゆう録ろく日びを迎えたのだった。







◆Preplay 02◆これが最後のデスマーチ！




　そしてとうとう、『デスマーチ』シリーズ最後の収録日がやって来た。

　Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の会議室に集まったのは、毎度お馴染みの四人だ。




酒井香奈子さかい・かなこ

　株かぶ式しき会社尾お木ぎプロ THE NEXT に所しよ属ぞくする女性声せい優ゆうさん。とある飲み会で菊池たけしと知り合い、その面白さを見いだされた。声優としての活動は『神次元ゲイム ネプテューヌ』のコンパ役、『地じ獄ごく少女　三みつ鼎がなえ』のきくり役、『波なみ打うち際ぎわのむろみさん』のハーピー役など。

『デスマーチ』では、快かい活かつな少女騎士、アキナ・ブルックスを演じる。




たのあきら

　Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の制せい作さく部長兼けん営えい業ぎよう部長であり、かわたなの直ちよく属ぞくの上司。

『アリアンロッド・サガ』では、かわたなと分ぶん担たんして『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス』（以下、『アクロス』）シリーズのプロジェクトリーダーを務めていた。

『アリアンロッド・サガ・リプレイ・イフ』『アリアンロッド・サガ・リプレイ・メイビー』の著者でもある。

『デスマーチ』では、冷静沈ちん着ちやくな〝裏うら目め軍ぐん師し〟、マルセル・ベルトランを演じる。




鈴吹太郎すずふき・たろう

　Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の代表取とり締しまり役やく。名作ＲＰＧ『トーキョーＮ◎ＶＡ THE AXLERATION』のゲームデザイナーだ。『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』（以下、『ブレイク』）シリーズ、『アリアンロッド・サガ・リプレイ・イェーガー』の著者でもある。『無印』シリーズでは、軍師ナヴァールとして参加している。

『デスマーチ』では、飄ひよう々ひようとした盗とう賊ぞくのギィを演じる。




菊池たけし

　既に紹しよう介かい済ずみなので、割かつ愛あい。




ＧＭ：それでは、『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』第一五話……最終セッションを開始いたします！

一同：わーっ（拍はく手しゆ）。

酒井：最終セッションだって！　うわーおっ！（←テンションが上がっている）

たの：酒井さん、やる気ですね（笑）。

酒井：いろんなこと思い出しちゃって、ちょっと寂さびしい気持ちもあるんですけど……それ以上に、アキナとして、ちゃんと使命を果たさなくちゃって思って！

ＧＭ：これは頼たのもしいお言葉。最後までよろしくお願いいたします。

酒井：はいっ！　最終回、お願いしますっ！

鈴吹：それにしても、ついに最終回かー。長かったような、短かったような。

きくたけ：一巻だけの予定だったのが、まさか一〇巻まで続くとはなぁ……（しみじみ）。

ＧＭ：それもこれも、読者の皆みな様さまの応援のおかげです。本当にありがとうございます。

酒井：ありがとうございまーす！

ＧＭ：それでは早さつ速そく、今回予告を読んでいきましょう！




●今回予告とハンドアウト




▼今回予告

　帝紀八一五年一二月。

　エストネルの地で、アルディオン大陸を世界につなぎ止めている元統一帝ピアニィを巡めぐり、人類の運命を決する戦いが始まろうとしていた。

　その陰で暗躍する〝救世主〟アベル。

　バルムンクを掌しよう握あくした彼は、組そ織しきの総そう力りよくを結集し、起死回生の作戦に打って出る。

　その鍵かぎを握るのは、死んだはずの〝仮面の魔ま女じよ〟!?

　果たしてアルディオン大陸の未来は？




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』

　第一五話「永えい遠えんのデスマーチ」




　―――人々の祈いのりと願いを胸むねに――今、最さい終しゆう決けつ戦せんの時は来た。




酒井：（ドスの利きいた声）はぁっ!?　仮面の魔女ぉ!?　何だってぇ～っ!?（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：何ですか、今のドスの利いた声はっ!?（笑）

酒井：だって！　仮面の魔女って言ったらグリンダじゃないですか!!　前回死んじゃったのに、また出てくるんですか～っ!?　何で何でぇ～っ!?（一同笑）

たの：まあまあ、それはきっとシナリオを進めればわかりますよ（笑）。




〝仮面マスク〟のグリンダ

　バルムンクの幹部のひとり。変装を得意とし、潜せん入にゆう工作や情じよう報ほう収しゆう集しゆう・攪かく乱らんを得意とする。その正体は、ピアニィ・クローンのひとり。




[image: ]




酒井：っていうか、「永遠のデスマーチ」って、もうホントやばいですよね!?（一同爆笑）

きくたけ：あまりうれしくないタイトルだなぁ（笑）。

鈴吹：永遠にデスマーチか……ちょっとやばいよな（笑）。

酒井：つらいですよね！　まとまる感なしですよね！（笑）

ＧＭ：そのリアクションを期待して、タイトルをつけました（笑）。さて、それでは、今回のハンドアウトを読み上げます！




▼アキナ・ブルックス（酒井香奈子）用ハンドアウト

コネクション：フェリタニア合衆国　　　関係：守しゆ護ご

　キミに国の後事を託たくしたピアニィは、アルディオン大陸をつなぎ止めるべく力を振ふり絞しぼっている。今は廃はい墟きよとなったエストネルで、氷の中に自らを封ふうじながらも――。

　彼女を支ささえる戦いに参加すべく、様々な国家も動きだそうとしている。人間の未来をかけた決戦を前に、キミは自分の使命の重さを痛つう感かんしていた。




酒井（以下、アキナ）：確たしか、ピアニィ様は今、力を解かい放ほうして大陸をつないでるんですよね。

ＧＭ：はい。そのため、エストネルから動くことができません。

きくたけ：『無印』の一一巻で、そのあたりの詳細が決まってね。なんと、ピアニィは自分を氷漬づけにして、世界の割われ目めを凍こおらせてつなぎ止めているんだよ（笑）。

アキナ：すごい！　自分も氷漬けになって、物理的に止めてるんですね!?

ＧＭ：そんなことになりました（笑）。

アキナ：すごくピアニィさんらしいです！

きくたけ：そ、そーか？（笑）

アキナ：そーなんです！

ＧＭ：ともあれ、最終決戦も近いですよ、というハンドアウトですね。

アキナ：（しみじみと）最終決戦かぁ……。はいっ、最後までがんばりますっ！




▼マルセル・ベルトラン（たのあきら）用ハンドアウト

コネクション：ナヴァール　　　関係：ライバル

　キミにフェリタニア合衆国を丸投げしたナヴァールは、ピアニィとともに、アルディオン大陸の破は滅めつを食い止めるべく戦っている。

　それはキミたちの手の届とどかない領りよう域いきでの戦いのようだが、自分たちにもやれることはあるはずだ。何より、あの男に委ゆだねられた合衆国を自分が護まもれないなど、あっていいはずがない。




たの（以下、マルセル）：おい、今「丸投げ」って言ったぞ。

ＧＭ：しょうがないじゃないですか、本当に丸投げされたんだから（笑）。

アキナ：あははー（笑）。

鈴吹：それにしても、これ、ラスボスはどう考えてもナヴァールだよなぁ。

ＧＭ：ナヴァール超こえが、マルセルのキャンペーンクエストみたいなものだと、個こ人じん的てきには思っていますので、ある意味正しいですね。

マルセル：……ふん、まあいい。ここまで来てしまった以上、最後まで責せき任にんを果たす。別にナヴァールがどう、というわけではないぞ！

ドラン：ホント素直じゃないナリ！（一同爆笑）




▼ドラン・ベレレン（菊池たけし）用ハンドアウト

コネクション：アベル　　　関係：宿敵

　グリンダなど大幹部を失ったが、アベルに掌握されたバルムンクは、未いまだ無む視しできない勢力を保ほ持じしている。

　そんな中、ドランのもとに、バルムンクの有力なアジトの情報がもたらされた。部下とともに、キミは急ぎその地へと向かったのだが……。




きくたけ（以下、ドラン）：いったい何が起こるというナリか！　というか、何ナリか、この意味ありげな「……」は!?（笑）

ＧＭ：余よ韻いんがほしかったのでつけました。

ドラン：そんな理由ナリか!?（笑）

ＧＭ：それはさておき、ドランはバルムンクのアジトをつきとめ、部下たちと一いつ緒しよにその場所に向かう、というところから始まると思ってください。

ドラン：うむ、了りよう解かいナリ。

マルセル：それにしても、アベルにバルムンクが掌握されているのか。

ドラン：嫌いやな予感しかしないナリ……（笑）。




▼ギィ（鈴吹太郎）用ハンドアウト

コネクション：マム　　　関係：家族

　グリンダの決戦の後、消息の途と絶だえたマムを捜さがして、そしてアベルの動向を摑つかむため、キミはバルムンクに対する諜ちよう報ほう活動に没ぼつ頭とうしていた。

　そんな中、キミは意外な人物と遭そう遇ぐうすることになる。




鈴吹（以下、ギィ）：オレは最後までコネクションがマムだったなぁ……（笑）。

アキナ：仲良しですもんね♪

ギィ：まぁ、もう、ここまで来たらどうにでもなれって感じだよ（笑）。それにしても、意外な人物ねぇ……いったい誰だれなんだろうな。

ＧＭ：それは本編が始まってからのお楽しみ――ということで！




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：さて、今回予告と全ハンドアウトの配はい布ふが終わりましたので、レベルアップを行ないましょう。

一同：はーいっ！




　あれやこれやと相談し、盛もり上あがりながら、レベルアップ作業は進む。

　そしてしばしの後、さらに成長を遂げた、四人のＰＣの姿があった！




●キャラクターの成長報ほう告こく




▼アキナ・ブルックス（レベル19）の場合

ＧＭ：では、成長報告をお願いします。まずはアキナから。

アキナ：はーい！　アキナ、またちゃんと鍛きたえましたよっ！　レベルが19になりました！

ギィ：ついにここまで来たかー。

ドラン：神喚者ヴアリエンスも目前ナリね！

アキナ：スキルは、《ストームアタック》と《グレートバースト》のレベルを上げましたっ。さらに一般スキル《ストライダー》を取得。離脱判定に＋１Ｄできます。

マルセル：着実にパワーアップしつつ、間合いをとる技術も上達したという感じだな。

アキナ：そうですね～。戦いの経験が活きてきたって感じでしょうか（笑）。それから、フェイトを２点上げています。

ＧＭ：おっ？　フェイトを上げたんですか？

アキナ：あの、ほら、あたし……（自信なさそうに）……ダイス目悪いから……（一同笑）。

ドラン：振ふり直し対策は、超ちよう重じゆう要ようナリ（笑）。

アキナ：装そう備びは、鎧よろいを剛ごう神しんの鎧に変へん更こうしました。以上です！
















▼マルセル・ベルトラン（レベル19）の場合

ＧＭ：次はマルセルの成長報告です。

マルセル：わかった。レベルは19。スキルは《メンターアーツ》のレベルを３に上げ、新たに《ポストヘイスト》《トランセンド》を取得した。

ギィ：おおっ！　ついに《ポストヘイスト》か！

ＧＭ：範囲（選択）の対象の行動値に＋２Ｄですと！　こ、高速機動すぎる！（一同笑）

マルセル：《トランセンド》は、シーンに一回、自分の判はん定てい以外のあらゆる判定の達たつ成せい値ちに＋３できる。タイミングは判定の直後だな。

ＧＭ：なかなか便利なものを取りましたね。

マルセル：装備は、杖つえをケセドの杖に変更した。《プロテクション》や《シーリィ》などの効こう果かに＋10できるぞ。

一同：おおおーっ！

ＧＭ：守りが堅かたくなった上に《シーリィ》も強化された!?

ギィ：（感慨深げに）マルセルもついにケセドの杖になったか。

マルセル：さらに、一いつ般ぱんスキルで《アイテムマスタリー》を取得し、ケセドの杖を使う際さいのコストを下げてある。私の成長報告は以上だ。
















▼ドラン・ベレレン（レベル19）の場合

ＧＭ：さて、次はドランの成長報告です。

ドラン：ワタシもレベルが19になったナリ。メンターのスキルの《アレンジ》を取得して、《モータルマジック》のレベルを上げたナリ。クリティカルすると、ダメージがなんと＋40になるナリよ！

ＧＭ：げぇっ!?　ますますクリティカルするとダメージがあがるように！（笑）

ドラン：そしてさらに、新しく《デスブロウ》を取得したナリ。クリティカルした攻こう撃げきのダメージロール直前に使用すると、シーンに一回だけダメージがさらに＋10するナリ。

ＧＭ：ひいっ、たたみかけてくる！（笑）

ドラン：ついでに、一般スキルで《アイテムマスタリー》を取ったナリよ。これで、おしゃれの盾たてにつけた真理の書を使うとき、コストが１点になるナリ。

ギィ：コストが軽くなった分だけ使いやすくなったな。スキルでダイスの数を増やし、さらに真理の書でダイスを増やし……涙なみだぐましい努力がにじむなぁ（笑）。

ドラン：クリティカルしてなんぼ――のエンジェルファイヤーナリ（笑）。

ＧＭ：…………。これは私もクリティカルで対抗せねば！

ドラン：（素に戻って）やめろ！　お前のクリティカルはしゃれにならん！（一同爆笑）装そう備び品ひんは、補ほ助じよ防ぼう具ぐが月光の腕うで輪わに変わったナリ。ワタシは以上ナリよ。
















▼ギィ（レベル19）の場合

ギィ：オレもレベル19になったぜ。特に転てん職しよくもなくここまで来たな。スキルは、まず《ディフェンストリック》のレベルを上げて、ダメージ軽けい減げんの量が増えた。それから新しく《クイックアクション》と《クイックエイド》を取得したぜ。

ＧＭ：ムーブアクションで、マイナーアクションのスキルを使用できるようになった、と。

ギィ：まあ、《クイックエイド》を使って回かい復ふくするときだけなんだけどな（笑）。これで今までよりは持つようになったはず。もしかしたら、戦せん闘とうに最後まで立っていられるかもしれない！（一同笑）

ＧＭ：…………。ギィの耐久性が上がったわけですね。

アキナ：あたしの《セルフヒーリング》と同じなんですね。

ギィ：そういうこと。しかもオレ、【ＨＰ】[image: 157]点しかないのに、[image: 190]点も治るんだぜ！（笑）

アキナ：全回復だぁ！　すごーい！

ＧＭ：鼻血出る勢いですね（笑）。

ギィ：すげぇいいわ、これ（笑）。で、今いま更さら一般スキルで《トレーニング：敏びん捷しよう》を取ってみた。装備品は、装そう身しん具ぐの天の瞳ひとみを買った。20メートル以上離はなれている相手への射しや撃げき攻撃の場合、ダメージが＋２Ｄされるぜ。ま、こんなところかな。
















　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：続いてギルドサポートの決定です。残念ながら、今回はレベルが上がりません。

アキナ：前回は《高機動部隊》をもう一個こ取ったんですよね。今回はどうします？

ドラン：えーと、全部で23レベルナリな。４レベル置いていかないといけないナリ。

アキナ：《蘇そ生せい》と《祝福》はほしいですね。

マルセル：さすがに《目め利きき》はいらないだろう。

ギィ：だな。あとは《偽ぎ装そう情報》と《天てん啓けい》あたりをどうするかってところか……あと１レベル落とさないといけない。

アキナ：せっかく《高機動部隊》をふたつ取ったんだから、持って行きたいです！（笑）

マルセル：じゃあ、そうしよう（笑）。《最後の力》《結束》はまず置いていけない。《再さい行こう動どう》も必要だな。《突撃部隊》は落とす候補にしてもいいだろう。

アキナ：ハンドアウトでグリンダらしき存在が出てたんで、《天啓》はいるかも。

ギィ：ああ。逆に《偽装情報》は不要だ。もう隠れたり誤魔化したりしなくていいし（笑）。

マルセル：では、《目利き》《突撃部隊》《偽装情報》を落とし、残りをすべて持っていくということで。

ＧＭ：では、ギルドサポートも決定したところで、プリプレイを終しゆう了りようしましょう！




















ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ









◆Opening 01◆胃い痛つうの日々




　フェリタニア合衆国の軍師マルセルは浮うかない顔をしていた。

　激はげしく移うつり変かわる国こく際さい情勢。妖よう魔ま・魔ま族ぞくの跳ちよう梁りよう。〝救世主〟アベルの動向。

　問題の種はつきない。

　だが、彼の最大の懸けん案あん事じ項こうは、また別のところにあった……。




ＧＭ：それではオープニングフェイズの最初のシーンはマスターシーンです。

一同：おや!?

ＧＭ：まず、『デスマーチ』九巻が終わったあとから、今までの間に何が起こったのかを、解説させていただきます。

アキナ：はいっ！

ＧＭ：まず、『デスマーチ』の九巻で、グリンダの作った〝嘆きの一撃ドウラーレスストロークス〟という砲ほう台だいを破壊する、というミッションを無事クリアした皆みなさんでしたが、アベルが突如横やりを入れてきて、グリンダにとどめを刺し、そこに仕し掛かけてあった焰えん硝しよう石せき爆弾を爆ばく破は。その大だい爆ばく発はつから、皆さんはかろうじて逃にげ出だしてきた、といったところで、九巻は終わっています。

アキナ：アーベールー！　本当に困った人です!!（笑）




アベル・クリード

（二四歳さい／男／ヒューリン　投稿者：岐阜県　木方優太さん）

　メルトランドの王族。ただし、男だん性せいなので王位継けい承しよう権けんがなく、そのせいで反はん乱らんを起こした。『デスマーチ』九巻で、アルディオン大陸と人々を救うべく救世主として姿を現わした。




[image: ]




ＧＭ：その過か程ていで、ギィの師し匠しようであり、義ぎ理りの母であるマム……オーレリー・カルマンが、姿を消してしまいました。実じつ際さいにどうなったのかは……現げん時じ点てんでは分かりません。




オーレリー・カルマン

　グラスウェルズの犯はん罪ざい組織王おう蛇じや会かいの首しゆ領りようを務めるフィルボルの女性。敬けい意いと畏い怖ふを込こめて「マム」と呼ばれる。『デスマーチ』九巻でギィたちを救い、現在は行方不明となっている。
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ギィ：アベルのいた場所にいる、というところまでは見てるんだよな。

アキナ：確か、設せつ置ちされてた画面に映うつってたんだよね。

ドラン：マムがアベルを刺したら、みるみるうちに傷きずが再さい生せいしていたナリ！「救世主は誰にも殺せない」とか言っていたナリな。

ＧＭ：そのとおり。その後アベルは、傷ついた民みん衆しゆうの怪け我がを治したり、死んだ人間を生き返らせたり、といった奇き跡せきを見せて、徐々に支し持じを得ていきました。

マルセル：〝救世主〟と呼ばれたのは、そのためだな。

ＧＭ：そういうことです。そして彼は、「ピアニィたち各国の重じゆう鎮ちんたちは、神々や魔の存在を隠して教えず、世界の人々を支配していた。上じよう層そう部ぶは信用できない、ゆえに僕ぼくが人間たちの世界を作るのだ」と主しゆ張ちようし、自分の勢力……信者たちを増やそうとしているわけです。

アキナ：あっ、そういえば前回の最後で、そんなことを言ってました！

ギィ：で、それを全世界にばらしちまったわけだ。

ＧＭ：しかし、そんなある日、とあるニュースが飛とび込こんできます。




　真実を隠し続けた上層部を激しく非ひ難なんし、人々の救世を唱えるアベル。

　しかし、そんな彼自身が、もともとメルトランド王族――つまり、彼の言う「真実を隠していた上層部の人間」であることが、ニュースによって世間に知らされたのだ。




アキナ：アベルが言ってたこと、ぜーんぶ自分に跳はね返かえっちゃったんですね！

ＧＭ：その結果、〝救世主〟アベルの人気が急きゆう上じよう昇しようすることもなく、彼が最初に考えていたような「世界をひっくり返す」という事態にはなっていない……ように見えます。

ドラン：表向きはちょっと騒さわぎになって、そのあとはスルーされているナリな。

マルセル：それでも、民衆の不安は完全にはぬぐい去れない。

ギィ：何となく嫌いやな感じってのは残る、ってわけだな。

アキナ：（真剣な顔で）となると、いつまでもアベルを放ってはおけませんね！

ＧＭ：そういうことですが。アベルが今回どうあばれるかは、また後ほど。

アキナ：うううぅ～っ！（笑）

ＧＭ：ともあれ、そういうわけで、社会情勢は現在も非ひ常じように不安定になっております。そんな中、ピアニィはエストネルのかつての王都、エル・ウィン・フリットに降おり立たち、力を解放するために氷ひよう柱ちゆうに自らを封じ、世界と大陸の亀き裂れつを氷でつなぎ止めました。

アキナ：今のピアニィさんの力、すごすぎです！（笑）

ドラン：『無印』一一巻で、そういう展開になったナリ（←『無印』のＧＭ）。

ＧＭ：この情報は、ベネットによって教えられます。さらにベネットは、マルセルの気になるであろう情報も持ってきていました。

マルセル：……ほう？

ＧＭ：レイウォールの王女であり、後に女王を務め、〝大崩壊〟後に行方不明となった、ステラという女性を憶おぼえていますね？




ステラ・ヴェレンガリア・レイウォール

　ピアニィの姉で多くの武ぶ勲くんを上げた優ゆう秀しゆうな軍師。先代の王オーギュストの長女で、ピアニィに代わってレイウォールの女王になった。〝大崩壊〟以後行方不明になっていた。
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アキナ：はい憶えてます。ピアニィさんのお姉様ですよね。

ＧＭ：そのとおり。ステラは現在、世界を切り離そうと企む、フェリタニアという伝説上の女王のもとに囚とらわれています。ベネットはその事実をマルセルにだけ伝え、「このことをレイウォールの人々には伝えるな」と言うわけです。

ギィ：ナヴァールが使者のベネットに、そう言いい含ふくめたんだよ。

アキナ：え？　どうしてですか？

ドラン：アキナさんが不思議に思うのも無理はないナリ。

ＧＭ：実は、マルセルは、『無印』九巻でナヴァールにステラの捜索を頼まれたという経緯がありました。こんなふうに……（と『無印』九巻の該当箇所を見せる）。




ナヴァール：……あとのことは、頼んだぞマルセル。

ＧＭ：「―――承知した」　そう言いながら、マルセルはナヴァールに握あく手しゆを求めた。そして小声で……「ステラ様は、必ずや我々の手で捜し出す」

ナヴァール：「信頼している。―――頼む」


――『アリアンロッド・サガ・リプレイ』九巻より引用






アキナ：……そういうことがあったんですよね。
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ギィ：理由は簡かん単たんでな。それで混乱すると困こまるのさ。ステラを助けるために何ができるかと言っても、空の上を飛ぶ城塞にいる敵――フェリタニアと一緒にいることが分かったんで、オレたちは手も足も出ないんだよ。

アキナ：あ、そっか！

ギィ：だからナヴァールは、「民に真相を伝えて、混乱させるなよ。必ずステラは助けるから、それ以外のことをよろしく頼む」とマルセルに伝えたわけ。

アキナ：つまり、ステラさんのことに関しては、あたしたちは知らないんですね。

ドラン：うむ、マルセル以外は知らないナリな。

ギィ：マルセルが教えてくれない限りはな。

マルセル：民に何も伝えるな、か。……これは、事実の半分しか言っていないな。

アキナ：そうなんですか？

マルセル：ああ。ナヴァールの狙いは、「ステラ様の次の王が決まるまで、事実を黙だまっていること」だ。私に「口をつぐめ」と言っているのには、そういう意味がある。

ギィ：うん、実はその意図もある。

マルセル：ようするに、なぜ私に伝えたのかというと、ナヴァールが「ステラのことを頼む」と言い残して去った矢先に、行った先で見つけたからだな（一同笑）。

ギィ：そうそう。「見つけたから心配しなくていいよー」って言ってるわけだ（笑）。




　よくよく考えるといいシーンが台なしになったという話である。




アキナ：なるほどー（笑）。理り解かいしました。

マルセル：ちなみに、ナヴァールからの伝言内容を〝エンジェルファイヤー〟のメンバーに隠しておくかどうかについては、また別の話だ。

ドラン：うむ？　なぜナリか？

マルセル：このことをスリス陛へい下かに言わないのは問題だ。

ギィ：主君だから報告の義務はあるな。

マルセル：しかし、このことが国外にまで広まれば、レイウォール国内でステラ様救出を主張する者が現われ、国内はさらに混乱するだろう。

アキナ：自分の国の女王様を助けたいって気持ちはわかるけど……。

ドラン：ただでさえ世界情勢が不安定ナリ、最悪、国がさらに分裂する恐れもあるナリよ。

マルセル：そんな事態は避さけたいが、どこまで話すか……胃の痛いたい話だ。というわけで、悩みを抱え込んで、胃を痛めて最近食しよく欲よくがないとか、そんな感じにする（笑）。

ＧＭ：は、わかりました（笑）。

ドラン：マルセルはどこまでも苦労性ナリな……（笑）。

マルセル：ほっとけ！（笑）

ギィ：それじゃ、食欲がないマルセルの前で、もぐもぐサンドイッチ食いながら、「マルセル最近食欲ねーなぁ？」とか言おうっと（笑）。

アキナ：マルセルしゃん、食べないんれふか～？（もぐもぐ）

マルセル：……いや、少々食欲がな……（笑）。

アキナ：もぐもぐ、ごくんっ。あ！　もしかして、また胃痛ですか!?

ドラン：胃痛持ちは大変ナリなぁ。ぐびぐび、ぷはー。オイルがうまいナリ！（笑）

マルセル：お前ら少しは気を遣えよっ!?　いや、それもこれもあいつのせいか……おのれナヴァールッ!!（一同爆笑）
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　ご愁しゆう傷しよう様さまです、マルセルさん。




ＧＭ：とまあ、そんなこんながありまして、物語は始まります。ここでシーンを区切って、次に移うつります。







◆Opening 02◆最終決戦のために




　フェリタニア合衆国の首都ノルウィッチ。

　その郊こう外がいに、今は停止している巨大なゴーレムがあった。

　その名をビルベリという。

　フェリタニアの軍師マルセルにとっては因縁浅からぬ相手だ。

　その彼らが重大な用よう件けんがあると呼よび出だしをかけてきた。

　果たしてその重大な用件とは？




ＧＭ：では、オープニングを始めます。場所は帝紀八一五年一一月下旬のノルウィッチです。

一同：はーい。

ＧＭ：シーンプレイヤーはアキナ、全員登場してください。

アキナ：はいっ。

マルセル：わかった。

ドラン：了解ナリ～。

ギィ：やれやれ、用件はなんだ？

ＧＭ：さて場所はノルウィッチ王宮にある王の謁見の間。そこにゲッタウェイチームからの呼び出しがあったということで、皆さんが呼ばれたわけです。

ドラン：これは……あれナリね。

ＧＭ：ご名答。あれです。

アキナ：……おふたりで分かられてもあたしたちには伝わんないんですけど？（笑）

ＧＭ：あ、すみません。なぜ、ドラン……というか菊池さんが分かるのかというと、実は既にこのシーンを体験済みだからです。

ギィ：……あ、『ゲッタウェイ』五巻に同じシーンがあるんだな？

ＧＭ：そうです。『ゲッタウェイ』のギデオンとして菊池さんはこのシーンを体験済みというわけです。

アキナ：それで、どんなシーンなんですか？

ＧＭ：それを説明するためには、まず『ゲッタウェイ』四巻の話からせねばなりません……。




　グラスウェルズの竜輝石の返還と、ビルベリの制せい御ぎよユニットとして作られたエクスマキナの少女アンバーをビルベリから自立させるため、グラスウェルズに向かったゲッタウェイ一行。だが、〝始祖の四人Four Deadly Swords〟のひとり、〝血の螺旋ダーインスレイブ〟のマーリンにより、一行のいた都市の人間が丸ごと邪悪化させられそうになってしまった！




ＧＭ：そこはゲッタウェイ一行のがんばりと、リージュが持っていた〝もうひとつの石〟という竜輝石の力で解決したのですが……。

ドラン：その後に、意外な人物が現あらわれたナリ。




　なんとか事態を解決したゲッタウェイ一行の前に現われたのは……。

　行方不明になっていたナヴァールだったのだ！




ナヴァール

　ドラゴネットの男性でピアニィの軍師。ピアニィとともに、行方不明となっていたが、現在は神喚者となったピアニィを支えている。『無印』シリーズのＰＣで、プレイヤーは鈴吹太郎。
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アキナ：ええええええええええ！　ナヴァールさんがなぜそんなところに!?

ＧＭ：既に述べたのとおり『デスマーチ』九巻で、ベネットを使者としてエンジェルファイヤーの元に送り、事情をつたえる一方、ナヴァール自身は〝ゲッタウェイ〟とコンタクトを取っていたのです。

アキナ：ナヴァールさんとベネットさんが……。じゃあアル兄様もどこかに行ったんですか？

ＧＭ：実は、その頃はピアニィが引ひき離はなされつつあるこの世界――エリン――とアルディオン大陸をつなぎ止めるために、自身を氷漬けにしていた時期でして。アルはピアニィの護衛として彼女の元に張り付いていました。

アキナ：なるほど……。その頃の話なんですね。




　ちなみにそれが具体的に判はん明めいしたのは『無印』一一巻の中でです。




ギィ：そうそう。で、ナヴァールはピアニィを自由にするための方法を求めて、ゲッタウェイ一行の前に現われたんだよな。

アキナ：自由にする方法？　それはどんな？

ＧＭ：それは、リージュの持つ〝もうひとつの石〟の力を使うことです。

ドラン：〝もうひとつの石〟を使えば、アルディオン大陸をエリンにつなぎ止めることができる、って話だったナリ。

アキナ：やった！　じゃあ、もうピアニィ様は自由の身！

ＧＭ：ところがリージュが〝もうひとつの石〟を『ゲッタウェイ』四巻で使用した結果、エネルギー切れになってしまいました。

アキナ：ダメじゃないですか！




　はい、ダメだったんです。




アキナ：それで、いったいどうなったんですか!?

ギィ：まあ、その辺の話をしに、今回ゲッタウェイ一行がやってくる、と。

ドラン：そういう話ナリ。

アキナ：あ、なるほどー。ようやく分かりました！

ＧＭ：というわけで、話を進めますね。




　　　　＊　　　＊　　　＊
















ＧＭ：ノルウィッチの会議室に、皆さんとスリス、イザベラ、それからゲッタウェイの一行が集まっています。広い会議室の長いテーブルの上かみ座ざにスリスが。スリスから見て右に『ゲッタウェイ』の面々。左側に皆さんが並ならんでいます。

ドラン：『ゲッタウェイ』ではアキナは剣けんを持ってスリスの後ろに立っていたナリ。

マルセル：一いち応おう外部の者を招まねいているからな。実際に危険はないだろうが、警けい戒かいしているという形式は整えないとな。

アキナ：じゃあ、スリス様を守りますね。ギロギロ（←睨にらみを利かせているらしい）。

ＧＭ：そんな感じですね（笑）。……ゲッタウェイ一行はグラスウェルズでの出来事を報告し、やがて話題がナヴァールのことに及およびます。

マルセル：とにかく、ナヴァールがなんと言ったかを知りたい。なるべく正せい確かくに答えてもらうように頼む。

ＧＭ：では、リージュが「エル・ウルフリック・ミンスターに〝偉い大だいなるヒース〟を植えると、アルディオンがエリンに固定される」とナヴァールが言っていたと答えます。

一同：〝偉大なるヒース〟か！




〝偉大なるヒース〟

　人々がアルディオン大陸に渡わたっている以前から生えていた聖樹。メルトランドの王族と契けい約やくし、様々な託たく宣せんをしていた。『ブレイク』一巻のエピソードで枯かれてしまったのだが、その後なぜか『ゲッタウェイ』シリーズのＰＣであるチコの頭上に芽が生えた。




マルセル：なるほど……まあイメージしやすい話だ。

ギィ：根っ子が生えてつなぎ止める、というイメージだからな。分かりやすいよな（笑）。

アキナ：それで、どうやって〝偉大なるヒース〟を植えるんですか？

ドラン：穴あなを掘ほってチコごと埋うめるナリ。

アキナ：えぇっ!?　生き埋めですか！
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ドラン：……というギャグが『ゲッタウェイ』五巻では繰くり返かえされたとさ（笑）。

アキナ：ジョークなんですよね？　ああ、よかった（笑）。

ＧＭ：実は植える方法は、チコが「ここに植えたい」と思うだけで良いそうです。

アキナ：なーんだ。もっと難しい条件がつくのかと思ってました。

マルセル：問題は……場所だな。

アキナ：場所？

マルセル：エル・ウルフリック・ミンスターといえば、〝大崩壊〟の中心地。つまり……。

ドラン：いまや妖魔がうようよ湧わいている場所ナリ。

アキナ：えーっ！　そんなところに行かないといけないんですか!?

ＧＭ：さらにそこに追い打ちをかけるように情報が飛び込んできます。




「アヴェルシアより伝令！　各地に散らばっていた妖魔たちが、エストネルに集結してきているようです。国境線沿ぞいでの戦闘が激げき化かしているとの報告あり！」




一同：なんだと！

ＧＭ：ちなみに、伝えてくれたのはイムイムでした。




イムイム・キャリー（一八歳／女／ヴァーナ（猫族） 投稿者：群馬県　青鬼さん）

　読者の皆さんにもお馴な染じみの、フェリタニアが誇ほこる伝令。『無印』『デスマーチ』を中心に活躍している。
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アキナ：イムイムさん、いつもありがとうございます。

ギィ：いや、のんきに挨拶してる場合じゃなくてだな……。

ＧＭ：イムイムの報告によると、どうやら、エストネル国内で妖魔の動きが活発化、加えて秩序だった行動を取り始め、近きん隣りん諸しよ国こくの脅威になっているそうです。

一同：…………。

ＧＭ：さらに、予言者マーリンと名乗る人物が、「簡単には突とつ破ぱさせないよ」と言って回っているとか……。

マルセル：ＧＭに質しつ問もんだ。『ゲッタウェイ』四巻の直後だと、我われ々われは予言者マーリンの正体が〝血の螺旋〟だと知らないよな？

ＧＭ：はい。でも、この場でヒルダに教えてもらえます。「実は予言者マーリンとは〝血の螺旋〟のことだったんだよ！」

アキナ：……えーっと。つまりどういうことなんでしょう？

マルセル：つまり、妖魔や魔族の中の偉えらいヤツが、妖魔の軍ぐん団だんを指し揮きしているということだ。

アキナ：……もう少し嚙かみ砕くだくと？

ギィ：敵は〝偉大なるヒース〟を植えるのを妨ぼう害がいする気満々、ってこった。

アキナ：……それって一大事じゃないですか！
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マルセル：そのとおり！　一大事だ!!
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ドラン：マルセルがうろたえるとは珍めずらしいナリ（笑）。

ＧＭ：まあまあ。マルセルは『ゲッタウェイ』五巻ではこんな風に描えがかれるそうなんで、落ち着いてください。




ＧＭ：報告に驚おどろいていたマルセルでしたが、落ち着きを取り戻し、みなさんの発言の方に興味が移ったようです。


――『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ』五巻より引用






マルセル：む、そうか。ならば落ち着こう。

一同：早っ!?（一同爆笑）

ＧＭ：なお、ゲッタウェイ一行の話はこう続きます……。




ヒルダ：じゃあ、我われ々われと〝血の螺旋〟のマーリンの関係を説明しよう。……かくかくしかじかと、『ゲッタウェイ』シリーズのこれまでのお話を語ります。

チコ：特に今回重要な、「マーリンが〝偉大なるヒース〟のことを目の敵にしている」ことを強調するっす。

ＧＭ：みなさんの話を聞くと、マルセルは「なんということだ……」と言って黙だまり込こみます。その外のフェリタニアの面々もシーンとなります。


――『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ』五巻より引用






マルセル：じゃあ、言っておこう……（シリアスに）。「なんということだ……」

一同：「「「シーン」」」




　ノリの良すぎるエンジェルファイヤーであった。




ＧＭ：そこまで再さい現げんしなくてもけっこうですから！（一同爆笑）　このとき、ゲッタウェイ一行が説明してくれたことをまとめると、次のとおりです。




・ゲッタウェイ一行は、〝大崩壊〟以前から予言者を名のるマーリンという人物から、様々なアドバイスを受けていた。

・だが、マーリンの正体は〝血の螺旋〟という〝始祖の四人〟のひとりに数えられる強力な魔族である。

・実はマーリンの予言は魔族を有利にするか、ゲッタウェイ一行を危機に陥おとしいれるためのものだった。

・マーリンは偉大なるヒースを目の敵にしていて、復ふつ活かつを妨害したがっている。




アキナ：なるほどー。

ドラン：ここでギデオンが「意い気き消しよう沈ちんしてる場合じゃないんだよ。チコもマルセルも軍師だろ？　なんか策さくを出だせよ、策を！」というナリ。

マルセル：策を出せと言われてもなあ……せいぜい敵の防ぼう御ぎよ網もうを突破するためには、全方位から包つつみ込こむように攻撃をすればいい、くらいしか思いつかない。

ＧＭ：まさにそれです！

マルセル：なにぃっ！

ＧＭ：『ゲッタウェイ』五巻のマルセルは、「多方向からの同時攻撃による陽動」を提てい案あんし、ふたつの障しよう害がいがあると答えています。

マルセル：ほう。……私はなんと言ったのだ？

ＧＭ：『ゲッタウェイ』五巻のマルセルは「第一にまとまった戦力をぶつけるだけの軍勢」と、敵はチコの侵しん入にゆうさえ防ふせげばいいので、「チコとそれを守る仲間を載のせて、高速で移動できる、妖魔の防ぼう御ぎよを踏ふみ越こえていけるような乗り物」のふたつが必要だと言います。

マルセル：なるほどさすが私マルセル、論ろん理り的てきだ。

ドラン：……シュールな会話ナリ。

ギィ：いやまったく（笑）。

ＧＭ：で、結けつ論ろんとしては、アルディオン各地の国々に協力を依い頼らいし、チコをビルベリに載せて特とつ攻こうしよう、という話になりました。

マルセル：そうか、ビルベリがあったか！

ドラン：用よう意い周しゆう到とうなことに、〝ゲッタウェイ〟の面々は、制御装置だったアンバー（ビルベリのアバター。エクスマキナの少女）をビルベリから切り離しておいたナリ（笑）。

アキナ：突撃しても大丈夫って感じですね！

ＧＭ：ということで、以降は出しゆつ撃げきのための準備や、〝ゲッタウェイ〟の面々が、各国に行って援えん軍ぐんの約束を取り付けてくれたりするわけです。フェリタニア側も、彼らに転送石を貸かして手伝ったりとか、積極的にビルベリの皆さんと協力をすることになりますね。

アキナ：なるほどー。

ドラン：ちなみにギデオンはアキナにゲオルグ宛ての紹しよう介かい状じようを書いてもらったナリ。

アキナ：そっか。あたしとゲオルグさんは知り合いですもんね。わかりました！　任せてください！　紹介状を書きますよ！

ドラン：（ギデオンになって）「へっへっへ！　さぁすがアキナさーん！」（笑）

アキナ：ちょっと待っててくださいね。今書いちゃいますから……。
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　と、ここで突とつ然ぜん動きを止めるアキナ。




ＧＭ：ど、どうされました？

アキナ：……今。

ＧＭ：はいっ？

アキナ：あたし今、国の偉い人なんだっ！　実感した!!

一同：今さらっ!?（笑）

マルセル：……ずいぶん前から偉い人だったぞ？

ギィ：実感なかったのか！（笑）

アキナ：えへへ、実は、どうしても「あたしなんかまだまだって感じが抜けなくて」（笑）。

マルセル：アキナらしい謙けん虚きよさだな。そのあたりも人徳だろう（笑）。

アキナ：そう言われると、照れますね（笑）。では早速、手紙を書きましょう！　「ゲオちゃん、よろしくっ♪」

ドラン：軽っ!?（笑）

アキナ：「アキナ」、っと♪　ハートもつけよう！（笑）

一同：フレンドリーだ!!（一同爆笑）

アキナ：って、すみません。実際には普ふ通つうに書きます（笑）。あ、でも、名前のあとにはハート、ちゃんとつけますよ！　このほうが本人っぽいからねっ！（一同笑）




　本人っぽさが重要らしい。




ドラン：（ギデオンになって）「へへー！　ありがたくお預あずかりします！」（笑）

ＧＭ：こうしてゲッタウェイ一行は、各国に散って協力要よう請せいを仰あおぐことになります。

アキナ：がんばってくださいね！




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：なお、『ゲッタウェイ』での結果を言っておくとグラスウェルズ、ゴルフォード、アガルタ公国、ベルリールに出された援軍要請はすべて受理され、フェリタニア合衆国を加えた七カ国の軍隊が出撃することになります。

ドラン：ベルリールは小国だから軍隊は出せないけど、優秀な傭よう兵へい部隊を派は遣けんしてたナリよ。

アキナ：えーと、いち、にー……あれひとつ国が足りてないのでは？

ギィ：……レイウォールが抜ぬけてるな。

ＧＭ：レイウォールについては次のシーンで取り上げます。とりあえずいったんシーンを区切りますね。







◆Opening 03◆赤き竜の復活




　アルディオン最強国家の地位を維い持じし続けた赤竜王国ことレイウォール。

　あろう事か、その王位の争そう奪だつが衆しゆう人じんの目前で決しようとしていた……。




ＧＭ：それでは次のシーン。シーンプレイヤーはマルセル、全員登場です。マルセルが痛む胃を押おさえて過すごす、そんなある日のこと。皆さんは〝エンジェルファイヤー〟の部室に集合し、設置された魔ま導どうスクリーンを見ています。

アキナ：何が映ってるんですかっ？

ＧＭ：レイウォールの時期王位継けい承しよう者しやを決めるトーナメントの様子です。

アキナ：えっ!?　次の王様をトーナメントで決めるんですか!?

ＧＭ：そのとおりです。

ギィ：それは『アリアンロッド・サガ・リプレイ・メイビー』のエピソードだな。




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・メイビー』（以後、『メイビー』）

　元レイウォールの北部バウエス公領を舞台にしたリプレイ。ＰＣは『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ＩＦ』に登場した、リディル、グレイ、バヤン、カルロスといった面々が再さい登とう場じようしている。




ＧＭ：これ以上国王不在では国がもたない、ということで新しいレイウォール王を決めることになりました。レイウォールの王族や貴き族ぞくたちが立りつ候こう補ほし、「我こそが王だ」と主張し合った結果、闘とう技ぎ大会にて王を決めることになったのです。

アキナ：なるほどー。

ＧＭ：そして、このトーナメントには、ベルフトの従兄妹で、バウエス公領の領主であるリディル・バウエスも参戦することになりました。

マルセル：まあ、リディルがもっとも有力な候補だからな。

ＧＭ：ところがここに、大陸最強の名をほしいままにしていた、ピアニィの二番目の兄であり、リディルの従い兄と妹こでもある、ベルフト・バウエスが参戦したのです。

アキナ：な、何だってー!?　です（笑）。

ＧＭ：その結果、王位継承をかけたこのトーナメントは、国中で大いに話題になっています。
















ギィ：こりゃ、ステラ陛下は事実上死んだって思われてるってことかねぇ……？　ちらっちらっとマルセルを見るぜ（一同笑）。

ドラン：なんでそんな意味深な視し線せんを投げるナリか！（笑）

マルセル：……すまん。それも大事だが。今その話はあとにしてくれ。

ギィ：何だと、マルセルがステラ様関係のことで食いついてこない!?（笑）

アキナ：マルセルさん、どうしたんですか？

マルセル：ここに出場しているリディルは、私の軍学校時代の後こう輩はいだ。彼女が、ベルフト殿でん下かと戦って大おお怪け我がでもしないかと気が気でなくてな……。

ドラン：普通に考えたら、ベルフト殿下は最強ナリからなぁ……（笑）。

マルセル：ああ。ベルフト殿下が負けるはずはないからな。

ギィ：おいマルセル……今なんて言った？

マルセル：うん？　戦いで、ベルフト殿下が負けるはずがないと……。

ギィ：ち、ちょっと待ってくれ……（電話をかける仕草をして）ベルフトに賭かけた分は全部引き上げろ！　その代わり、リディル・バウエスに全部だ!!（一同爆笑）

アキナ：トトカルチョしてたんですか！（笑）

ＧＭ：そういえば、ギィとドランはあの闘とう技ぎ場じようの人間と顔見知りでしたね（笑）。

ドラン：『アリアンロッド・サガ・リプレイ・レジェンド』の話ナリな（笑）。




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・レジェンド』

　エリンディル大陸からやってきた、貧びん乏ぼう姉妹こと、ギルド・コロローナ商会の活躍を描くリプレイ。著者丹藤武敏たんどう・たけとし。

『アリアンロッド・サガ・リプレイ・レジェンド』（以後、『レジェンド』）では、ギィとドランがバルムンク・ノヴァの陰謀を調査するため、闘技場に出入りしていたことがあるのだ。




ギィ：そうそう！　顔が利くんだよ！　だからこういうことも簡単にできる！（笑）

アキナ：あの～、ギィさん……あたしたちにも立場があるんですから、いろいろと気をつけてくださいね……？（一同笑）

ギィ：大丈夫大丈夫、プリペイド携けい帯たいで足はつかねーんだ（一同笑）。
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ドラン：よい子は真ま似ねしないでね。大人もダメ絶ぜつ対たいナリ。

ギィ：ま、中の人はグレイだから、結果も知ってるしね。ちょっとメタな遊びをしたかっただけさ（笑）。

ＧＭ：ともあれ、トーナメントでの戦いは熾し烈れつを極め、スクリーン内の闘技場も大いに沸わき立っています。

アキナ：あのっ、個人的なことを聞いてもいいですか？

ＧＭ：おお？　どうぞどうぞ。

アキナ：トーナメントで王様を決めるんですよね。これ、他の国の王様たちは、どんな風に感じてるんでしょう？

マルセル：お祭り騒ぎになってはいるが、一応国の王を決める儀ぎ式しきだ。外の国が口を出して邪じや魔ますると、内ない政せい干かん渉しようになってしまう。

アキナ：だから、周りは特にリアクションしないんですね。

ＧＭ：はい。そういうことです。

ギィ：ちなみに『メイビー』でも、他の国からの直ちよく接せつの干渉はなかったな。

ＧＭ：戦いはベルフトとリディルのギルド〝ドラゴンファイヤー〟が勝ち抜きます。

アキナ：おお～っ。リディルさん、強いんですね！　あたしとしては、他の人の戦っているところをじっくり見たことがないから、すごく一いつ生しよう懸けん命めい見てますよ！　じーっ。

マルセル：黙って見守る。内心ひやひやしているがな……（笑）。

ドラン：その間、コーヒーでも振ふる舞まうナリよ。ういーん。

ギィ：よしよし、リディル様～、あり金全部なんだ、勝ってくれよ～！（一同笑）

アキナ：もう～、ギィさんたら～（笑）。

ＧＭ：しかし、決勝戦が始まろうとした、その瞬しゆん間かん……モニターの中で異い変へんが起こります！




　轟ごう音おんとともにモニターが揺ゆれ、観客の悲鳴が次々と上がる。

　それと同時に展開されるのは、血の色の魔ま法ほう陣じん。そこから織おり上あげられた闇やみ色の結界は、あっという間に闘技場のアリーナを飲のみ込こんだ！
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一同：なんだってぇ――――っ!?

ＧＭ：「い、いったい何があったのでしょうか!?」と司会も困こん惑わくしてコメントします。

ギィ：実はこのとき、負けた連中が巻まき返かえしのためにコロシアムを襲しゆう撃げきしてきたんだよな。

アキナ：ええっ！

ＧＭ：しかし、その場にいたベルフトが武ぶ装そう勢力を次々となぎ倒していきます。

ドラン：さすがベルフト！

ＧＭ：そしてその日の夜、画面にテロップが流れて、「リディル・バウエス、王位継承決定」の知らせが入ります（一同笑）。

ギィ：「当選確かく実じつ」ってな（笑）。

アキナ：選挙速そく報ほうですか！（笑）　……一時はどうなることかと思いましたけど、決まってよかったですね。

マルセル：それはさておき……リディルが即そく位いすることが決まった時点で、すべきことができた。

一同：お？

マルセル：他の三人を呼び出そう。

アキナ：マルセルさーん、こんな夜よ更ふけに、どうかしたんですか？

マルセル：実は、伝えなければいけないことがある。……ステラ様は今、フェリタニアの元、彼女の空飛ぶ城塞の中に囚われている。

アキナ：居い場ば所しよがわかったんですか!?

マルセル：ああ。実は、ベネット殿に知らされていたのだが……今まで黙っていた。ようやく言えた……（一同笑）。

ＧＭ：マルセルの胃痛の原因がひとつ解かい明めいされました（笑）。

ギィ：しかしよぉ、何で今まで黙ってたんだ？

マルセル：レイウォールがどう動くか、読めなかったからだ。

ドラン：なるほど。新しい王が決まったから、話せるようになったナリな。

アキナ：いいえっ、教えてくれてありがとうございます！　きっと早い段だん階かいで知ってたら、「助けにいかなくちゃ！」って行けもしないのに、そわそわしちゃってましたね（笑）。

ギィ：アキナらしいな（笑）。

マルセル：それと、これでレイウォールからの援軍が来ることはほぼ確かく定ていだ。

アキナ：なぜですか？

マルセル：ゲッタウェイのメンバーはリディルと私し的てきに親しいからな。

アキナ：あ、そういえば一時期身を寄よせてたんでしたっけ。




『ゲッタウェイ』一巻から二巻にかけての話である。




マルセル：まあ、我々は〝ヒースの植樹〟を成功させ、ピアニィ陛下たちがステラ様の救出に行けるようにしよう。なにしろ、ステラ様が空の上では、我々には手をだせんからな。まあ、ナヴァールならなんとかするだろう。

アキナ：マルセルさん、ナヴァールさんを信頼してるんですね（笑）。

ギィ：（しみじみと）……お前ホント、クソまじめなやつだなぁ（笑）。

ドラン：一番助けに行きたいはずなのに、素す直なおじゃないナリなぁ～（笑）。

マルセル：……うるさい（笑）。

ＧＭ：と、マルセルの悩みがひとつ解決されたところで、このシーンを終了します（笑）。







◆Opening 04◆〝救世主〟と鋼こう鉄てつの船




　バルムンクの足取りを追って、とある山中を調査していたドランは、山やま肌はだに隠された何かが動くのを目もく撃げきする。土つち埃ぼこりを上げ、空に浮うかび上あがるのは、巨大な鉄の船――それこそがバルムンクの本ほん拠きよ地ちだったのだ！




ＧＭ：では、次のシーンです。シーンプレイヤーはドラン。

ドラン：ナリッ。

ＧＭ：時は前のシーンと前後する頃ころ合あい。決戦前に、アベルやバルムンクの詳細な動きを摑んでおこう、と調査をしていたところ、もっとも有力な基き地ちの情報が入手できました。

ドラン：それは朗ろう報ほうナリ。

ＧＭ：場所は、グラスウェルズとメルトランドの国こつ境きよう地帯の山中です。

ドラン：おお、早速部下の鋼鉄騎き士し団だんと一緒に向かうナリよ！

ＧＭ：なお、アキナやマルセルは、エストネルでの決戦準備があるので、ここにはいません。

ドラン：ギィも別行動ナリが、事情が事情ナリ。仕方がないナリな。

ＧＭ：さて山道をある程てい度ど進み、木々が深く生おい茂しげる獣けもの道みちに分け入ろうというところで、読者投稿キャラのバルムンクの工作員〝トラバサミ〟のキリトに襲撃を受けます。

ドラン：なんと！




〝トラバサミ〟のキリト（一九歳／女／ヒューリン　投稿者：青森県　アキヒロさん）

　女性だけで構こう成せいされる暗殺者集しゆう団だん――〝罠の姉妹トラツプシスターズ〟の一員。アルディオン各地で活動する彼女たちの共通点は、ふたつ名に「罠」の名が冠かんされること。

〝トラバサミ〟のキリトは単たん独どく行動を好む寡か黙もくなニンジャだ。優すぐれた罠作成技術で、狙った獲え物ものは逃にがさない執しゆう念ねん深ぶかさで有名。彼女の仲間には〝地雷マイン〟のイルヤンカ、〝モンスターゲート〟のイングリッド、〝プール〟のバーバラなどがいる。
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ＧＭ：キリトは「ここから先に通すわけにはいかん！」とドランに斬きりかかってきます。

ドラン：こんなところで死ねるかぁ――っ！　バーニアを吹ふかして大ジャンプ！　ムササビのように木の枝えだから枝へ、シュビビビと飛とび移うつって回避するナリ！

ＧＭ：「なんと奇き天て烈れつな!?」キリトは眼めを丸くします。

ギィ：まあ、気持ちは分かるぜ（笑）。

マルセル：ドランはファンタジーの常じよう識しきを超ちよう越えつしたエクスマキナだからな。

ドラン：細かいことは気にすんな！

ＧＭ：すると「将しよう軍ぐんを護れ！」と鋼鉄騎士団が、キリトに攻撃を集中。たまらずキリトは逃げ出します。「このまま無事に帰れると思うな！」と捨すて台詞ぜりふを残して……。

ドラン：おや、随ずい分ぶんあっさり逃げるナリね。

ＧＭ：実はここ最近、このようなバルムンクの襲撃は日にち常じよう茶さ飯はん事じのようにドランたちの身に降ふりかかっていると思ってください。

マルセル：バルムンクからすれば、我々は眼の上のこぶのような存在だろうからな。

ドラン：うざいナリ。とにかく進むナリ。

ＧＭ：すると、突然、前方が爆ばく発はつします。

ドラン：なにぃ――っ!?（笑）

ＧＭ：キリトが敷ふ設せつしたトラップが起動したようです。どうやらドランたちの前方はトラップまみれのようです。

ドラン：果てしなくうざいナリ――っ!!（一同爆笑）
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ギィ：なあ、ドラン。気にせず進め。この先には相当重要なものがあるぞ。じゃなきゃトラップなんかしかけねぇ。

ドラン：確かに……。こんなことなら、ギィも連れてくるんだったぁっ!!　仕方ない、鋼鉄騎士団、トラップに注意しつつ前進ナリィ――っ!!




　と、苦く心しん惨さん憺たんしてトラップを回避しつつ進むドランたち。

　やがて……。




ＧＭ：さて、そんなこんなでしばらく進むと、先行していた鋼鉄騎士団のひとりが「隊長！」と声を上げます。

ドラン：うむ？　どうかしたナリか？

ＧＭ：「前方右側に金きん属ぞく反はん応のうがあります！」

ドラン：なぬ！　金属反応？　こんな山中に人工的な反応がある、ということナリか!?

ＧＭ：前方右側を見てみると、なだらかな崖がけがあり、苔こけむした岩がいくつも転がっています。

ドラン：ふーむ。ぱっと見、人工物には見えないナリな？

ＧＭ：はい、見えませんね。しかし、金属反応はその崖から出ているようです。

ドラン：ふむむ。近づいて調べなければならないナリな。……おお、なぜワタシはこのタイミングでギィを連れてこなかったナリか……（笑）。

ギィ：オレはオレで別な情報を探さがしてるから、あきらめろ（笑）。

ドラン：仕方がない。探たん査さ能力のない我々にできることは……突撃ナリィ～！

一同：なぜ！（笑）

ドラン：目からビィームッ!?（一同爆笑）

ギィ：じゃあ、鋼鉄騎士団は手足を収しゆう納のうし、ロケットみたいな形けい態たいで突撃するんだな（笑）。

ドラン：うーむ、我わが部下ながらすごいナリ（笑）。




　鋼鉄騎士団の果か敢かんな肉弾攻撃であった。

　連続する衝撃に、岩いわ肌はだはがらがらとあっけなく崩くずれていく。

　その中から姿を現わしたのは――金属加工を施ほどこされた、滑なめらかな装そう甲こうだった。




ドラン：なんと!?　そ、装甲ナリかっ!?　こ、これはいったい……!?

ＧＭ：とつぶやくと同時に、〝ごごごごご……〟と振しん動どうが響き始めます。

ドラン：……よくないものを掘ほり当あててしまったような気がする、ナリ……（笑）。

ＧＭ：すると、なんということでしょう！　山肌全体が崩れていき、地じ滑すべりのように崖の上方から土ど砂しやが降ってきます！

ドラン：なっ……なっ、なっ!?　ぜ、ぜぜぜぜ全員退たい避ひぃーっ!!（一同爆笑）

ＧＭ：急いで退避をした結果、間かん一いつ髪ぱつで土砂に巻まき込こまれずに済みました。

ドラン：ふー……危あぶなかったナリィ……（笑）。

ＧＭ：さて、あなた方が先ほどまでいた場所は、無数の土砂で埋め尽つくされてしまいます。その代わり……金属の装甲は、岩肌が徐々に剝はがれ落おちることでその面積を増やしていき、最終的に頭上へ舞まい上あがっていきます。

ドラン：何ぃ!?　舞い上がるナリか!?

ＧＭ：はい。やがて、空中を飛行する巨大戦せん艦かんが出現します。三つの鋭するどい先端部を有する三首龍といった形状をしています。

一同：巨大戦艦!!


ドラン：飛行巨大戦艦？　そういえば、そんなものがあったような……。




　詳しくは『アリアンロッド・サガ・ノベル』三巻参照のこと。




ＧＭ：小説版三巻では、バルムンクの飛行する古代兵器が登場しましたね。

ドラン：その同類というわけか……ちなみにそいつは浮き上がるだけで、攻撃してくる様子はないナリか？

ＧＭ：現状ではありません。やがてそれは、ある程度の高さ、地上五〇〇メートルぐらいのところで滞たい空くうしたかと思うと、空中に立体映えい像ぞうを浮かび上がらせます。

ドラン：おおっ？

ＧＭ：そこに映うつし出だされたのは、あなたにもなじみのある顔。アベル・クリードです。

ドラン：何だってぇーっ!?

ギィ：立体映像で話しかけられるってか。なんて自じ己こ顕けん示じ欲よくの強いやつなんだ（笑）。

マルセル：もともと自己顕示欲は強いと思っていたが……ついにこじらせたな（一同笑）。

ドラン：それより、なぜこんなところに、アベルが!?

ＧＭ：「これはこれはドラン将軍ではないか。こんなところまで、ご苦労なことだな」

ドラン：「こんなところまで」ということは、アベルはこの飛行戦艦にいるナリか!?

ＧＭ：「いかにも。改めて紹介しよう。これはバルムンクの本ほん拠きよ、万ばん能のう戦艦トリシューラだ」
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ギィ：すげぇな、万能戦艦だとよ！　ずいぶんと大おお風ぶ呂ろ敷しきを広げたもんだなぁ（笑）。

ＧＭ：「この万能戦艦その名のとおり。攻撃してよし、防御してよし。このように空を飛ぶこともできるし、地中にも、海にだって潜もぐることができるのだ」

ドラン：なんと……まさに万能戦艦の名にふさわしいナリな。

ＧＭ：「そうそう。これから僕は世界の支し配はい者しやになるんだから、これぐらいのギミックは持っていてもいいんだよ。それはさておき、わざわざこの本拠を見つけ出したキミの手て際ぎわに敬意を表して、ひとつ宣言をしておこう」

ドラン：な……何ナリか？

ＧＭ：「グリンダを倒したことにより、僕はバルムンク、そしてバルムンク・ノヴァの双そう方ほうの力を手に入れ、ひとつにまとめあげることに成功した」

ドラン：ということは、今お前がバルムンク・ノヴァのトップ、ということナリか！

ＧＭ：「そう。僕はバルムンクの全すべてを手にしたのさ」
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ドラン：なんですとぉ――っ!?
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ＧＭ：「この力をもってすれば、この大陸を我が手にすることはたやすい！　僕が世界を救い、世界の導みちびき手になる日も近い、ということだ」

ドラン：お前のような者が救世を語るとは、傲ごう岸がん不ふ遜そんも甚はなはだしいナリ！

ＧＭ：「ふふふ、いくら吠ほえても、計画は着々と進行している。この世界を救うために、涙ぐましい努力をしているようだが、無む駄だなことはやめておくんだな」

ドラン：無駄なことではないナリ！　絶対に、アキナがお前たちの野望を打うち砕くだくナリっ!!

ＧＭ：「人ひと任まかせなのかよ！」（一同笑）

ドラン：お、おほん。もちろんワタシも戦うナリよ？（笑）

ＧＭ：「まあいい。無駄ではないと言うのなら、せいぜい最後の日が来るまであがき続けるがいい。それが徒と労ろうと知り、お前が後こう悔かいの涙を流す日を楽しみにしていよう！」

ドラン：……ワタシ、エクスマキナだから、涙を流せないナリ。

ＧＭ：…………。

ドラン：…………。

ＧＭ：「ごほん！　それでは、さらばだ！」アベルの哄こう笑しようとともに、万能戦艦はふわりと浮かび上がり、まるで周囲の青空に溶とけ込こむように消えてしまいます。

アキナ：あ、誤ご魔ま化かした！

ドラン：うーむ、スゴイ情報を入手してしまったナリよ。

ＧＭ：というわけで、アベルが恐るべき力を手にしたということが判明しました。

ドラン：この戦艦だけでも、十二分に厄やつ介かいすぎるナリ……何とか対たい策さくを練らなければ……。

ＧＭ：といったところで、このシーンは終了となります。







◆Opening 05◆白はく昼ちゆう夢む――過ぎ去りし過去




　バルムンクの動きを探さぐっていたギィは、バーランドの街中を歩いていた。

　方々を捜したが、マムの行方ゆくえはいまだ知れない。

　冬の風がことさら冷たく感じられる。ギィの表情は険しくなる一方だ。

　そんな彼の胸に去来するものは……。




ＧＭ：次はギィのオープニングシーンです。時期はさっきのドランのシーンと同じ頃。場所はバーランドのとある路上。バルムンクの動きを調査がてら、マムの行方を捜してあちこちを巡っているうちに、バーランドまでたどり着いた、というイメージです。

ギィ：なるほど。そろそろオレも成果が上がらずイライラし始めてくる頃だな。
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ＧＭ：ええ。八一五年の一二月の半ばを過ぎ、エストネルの決戦も近づいているので。

ギィ：やべぇ、ずいぶん時間たっちまってるんだな。じゃあ、バルムンクやマムの痕こん跡せきを追って歩いている最中に「今日も空振りか。……ったく！　くたばるようなタマじゃねえだろ」とつぶやく。

ドラン：確かに、殺しても死ななそうではあるナリ。

ギィ：そこで、ちょっと足を止めて、何となく思い出す。

ＧＭ：厳きびしい修しゆ行ぎようの思い出とか、どうでしょう。

ギィ：そうだな。んじゃ、ガキの頃のことでも回想しようか。

アキナ：おおっ！　ギィさんの過去が!?

ギィ：当時ストリートキッズだったオレは、悪いことばっかやってたんだよ。

ＧＭ：そんなギィを引き取って育ててくれたのが、マムだったわけですね。

ギィ：そういうこと。ちなみにあの頃から、マムは全然顔も背せも変わらなくて、当時のオレと年が変わらないように見えるんだけどな（笑）。

ＧＭ：では、そんな感じで（笑）。




　覚え立ての弓で矢を放てば、矢はすべて的の中央近くに命中する。

　教わったばかりでも、的に当てることができる。




　――幼おさないギィは、それが得意でならなかった。




ギィ：（ドヤ顔になって）どうだいマム！　ぜーんぶ的に当たったぜ！

ＧＭ：そうすると、マムは「ふん」と鼻を鳴らします。「まだまだだね」

ギィ：（不満そうに）えーっ！　でもちゃんと的に当たったじゃないか！

アキナ：小さいギィさん、かわいい～（笑）。

ギィ：で、文もん句くを言うオレに近ちか寄よって、マムはこう言うんだよ。「お前、ちょっと目がいいからって、その目に頼たよりすぎなんだよ」で、突然片かた目めを隠す眼がん帯たいをオレにつける！

ＧＭ：眼帯の秘密が今明らかにっ!?

アキナ：おお――っ！（←感心している）

ギィ：オレは「何すんだよ！　両目じゃないと距離がわからねぇって、いつも言ってたじゃねーか！」って暴あばれるけど、マムは笑ったまま「いいから、それで撃うちな。弓ってのは、目で撃つもんじゃない。心で撃つもんだ」って言うわけだ。
















　ギィはしぶしぶと片目を隠した状じよう態たいで射撃する。

　次々と放たれる矢は、吸い込まれるように、標的の中央に突き刺さっていく。

「す、すげぇ、ホントに全部、的の真ん中に当たった……」

　驚きを隠せないギィ。

　マムは不ふ敵てきな笑えみを浮かべて頷く。

「いいかい？　修行は繰り返すんだ。両目をつぶって当たるようになるまでね」

「わかったよ、マム！」

　義理の息むす子この返事に、マムは小さく肩かたをすくめ、笑みを深めた。

「いい子だ、ギィ」




ギィ：ってなところで、回想終了。眼帯を触さわって、そんなことを思い出す。

アキナ：かっこいいーっ！　すごーい！

ドラン：ギィがいつも左目を隠しているのは、そういう理由があったナリかっ！（笑）

ギィ：おう、実はずーっと「何でオレ片かた方ほう眼帯なんだろう」って考えてた結果だ（一同笑）。

ＧＭ：さて、そんなことを考えていると、突然ざわり、と心に波風が立ちます。

ギィ：うん？　何だ……？

ＧＭ：気配を探れば、ある一点から殺気が向けられていることがわかります。ギィは長年の経験により、瞬しゆん時じにそれを察知したわけです。

ギィ：素す早ばやく殺気を感じたほうを振ふり向むく！

ＧＭ：向かいの二階の建物の屋根上から、あなたを狙っている人物がいます。なお、こいつはエキストラなので、宣言をするだけで倒すことができます。

ギィ：クロスボウを抜いて、そいつが撃つ一いつ瞬しゆん前に射い貫ぬく！

ＧＭ：ギィの放った鋭するどい一撃は見事命中。相手は屋根から地面に落下し、動かなくなります。

ギィ：警戒して近寄るぜ。……なんだこいつ？

ＧＭ：仰あお向むけに倒れているのは、一見するとどこにでもいそうな老人です。しかし、その老人の顔がじわじわと仮面へ変わります。

ギィ：なに、仮面？

ＧＭ：そして仮面が外れ……その下から現われたのは、ピアニィとまったく同じ顔。

一同：何だって!?

ギィ：グリンダ!?　馬ば鹿かな、あいつは死んだはずだぞ!?　まさかあいつ、偽にせ物ものだったのか？

ＧＭ：仮面がはずれた女性はギィを見て、「オーレリー・カルマンを捜せば、お前には死が訪れるだろう……」と、にやりと笑って息いき絶たえます。

ギィ：やめろと言われて、はい、そうですかと引き下がれるかよ！　ま、どうやらバルムンクを追えばマムにはたどり着けそうだな。

マルセル：確保してないなら、わざわざ遠ざけるような台詞もいわないだろうからな。

ＧＭ：そして、刺客の体は黒い砂になってさらさらと消えてしまいます。跡あと形かたも残りません。

アキナ：こ、怖こわい……！

ギィ：……本物のグリンダならこんなに脆もろいワケがねえ。こいつは、いったいどういう魔法なんだ……？

ＧＭ：と、残された衣い装しようのポケットの中に、巧こう妙みように隠された地図に気がつきます。

ギィ：あん？　地図？　何の地図だ？

ＧＭ：どうやらこれは、バルムンクのアジトの場所を示しめしています。ひとつはレスノールに、ひとつはフェリストルにあるようです。

ギィ：ふむ。これで連中のアジトの場所が分かるわけだ。位置はどれぐらいの精度で分かるんだ？

ＧＭ：正確にどの建物――とまでは分かりませんが、それぞれの都市のどの地域にあるか……というところまで判明します。

ドラン：多少捜索が必要な感じナリな。

ギィ：じゃ、いつものように、場所を記き憶おくして火をつけるぜ。全部燃もえるまで確認したあと、すすを風に流す。

ＧＭ：そこでマムの「大事な情報は全部暗記しな」という言葉がよみがえります。

ギィ：……。さてと。ひとりで回るのも何だしな。とりあえず、戻もどってみんなに報告するか。

ＧＭ：ギィがきびすを返し、道を戻っていく……といったところで、シーンを終了します。











ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ









◆Middle 01◆〝救世主〟の陰いん謀ぼうを探さぐれ！




　芳ほう醇じゆんな茶の香こう気きが漂ただよう〝部室〟にエンジェルファイヤーが勢せいぞろいしていた。

　エストネルでの決戦に備そなえ、今後の行動を策さく定ていするための会合だ。

　だが、ギィとドランのもたらした情じよう報ほうが、一同の表ひよう情じようを険けわしいものに変えていく。

　一同の脳のう裏りに浮うかぶのは、〝救世主〟アベルの歪ゆがんだ笑えみだった。




ＧＭ：それでは、ミドルフェイズに入りましょう。シーンプレイヤーはマルセル、ＰＣは全員登場。場所は〝エンジェルファイヤー〟の部室です。

アキナ：わかりました！

ドラン：では、お茶でも用意するナリ！　給きゆう湯とう機き能のうスイッチオン！　入ったお茶をことりことりとみんなに配はい膳ぜんしよう。

アキナ：ありがとうございます！　ドランさんって気が利ききますね♪

ギィ：相変わらず便利なヤツ（笑）。

ＧＭ：ですね（笑）。で、このシーンはエストネルでの決戦も近づいてきた昨今。オープニングで収しゆう集しゆうした情報を共有し、今後の方ほう針しんを相談するシーンです。

マルセル：我われ々われの最大の目的は、エストネルでの決戦を成功させることだからな。それを忘わすれてはならない。

アキナ：エストネルでの決戦――。これに敗北すると、アルディオン大陸が世界から切きり離はなされて大だい惨さん事じになるんですよね。

ドラン：そういうことナリ。『無印』のピアニィの生死にも関かかわるので、がんばらないと行けないナリ（←『無印』のＧＭ）。

ギィ：メタ発言をさりげなく混まぜるなよ（笑）。

マルセル：では、各おの々おの調ちよう査さに向かったギィとドランから、報ほう告こくを聞かせてもらおう。

ギィ：ＯＫ。まずは俺おれから説明させてもらおう。




　ギィはバルムンクの調査の結果を報告した。

　バーランドの町中で、グリンダとそっくりの女じよ性せいからは攻こう撃げきを受けたこと。

　また、ギィはその女性を撃げき退たいし、彼かの女じよの遺い留りゆう品ひんからとある地図を入手したこと、どうやらマムがバルムンクに囚われていそうなこと、などがエンジェルファイヤーに周知された。




ギィ：……で、調査の結果判明したのがこの情報だ。……と、机つくえの上に新たな地図を広げ、暗記したふたつの都市にマークをつけるぜ。

アキナ：マークのある都市は……レスノールとフェリストル？
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ギィ：ああ。このレスノールと、フェリストルの二箇か所しよにバルムンクのアジトがあるようだ。

マルセル：レスノールはメルトランドの旧きゆう王おう都と、フェリストルはアヴェルシアの旧王都だな。

ドラン：（腕うで組ぐみをしながら）本当にバルムンクはいたるところに拠きよ点てんを作っていたナリな。

アキナ：なるほど。あと、ドランさんの調査の結果はどうでした？

ドラン：うむ……グラスウェルズとメルトランドの山中で、バルムンクの巨大飛行戦艦を発見したナリ！

アキナ：えっ！　き、巨大飛行戦艦!?

ギィ：ぶぅーっ！　とオレも飲んでたお茶を吹くぜ！




　ドランも任にん務むの結果を報告した。

　彼かれが調査に向かったバルムンクのアジトは実は巨大なる飛行戦艦だったのだ。それは万ばん能のう戦艦トリシューラという名の古代兵器である。

　それを起動させたのは〝救世主〟アベル。秘ひ密みつ結社バルムンクの掌しよう握あくを宣せん言げんした彼は、トリシューラに乗り、空中でかき消すように、いずこかへと去ったという。




アキナ：つまり、アベルがバルムンクの一番偉えらい人になったってことですか!?

ドラン：……あくまでも自じ称しようナリがな！

ＧＭ：〝自称〟ってつけたら、すごくダメな人みたいじゃないですか!?（一同爆ばく笑しよう）

ドラン：だって、あのアベルだよ？

ＧＭ：…………。

ギィ：確たしかに。どうやって古代兵器なんか入手したんだろうなぁ？（笑）

アキナ：あ、その古代兵器が気になります！　その万能戦艦トリシューラって、空に浮いて消えちゃったんですよね。

ＧＭ：何せ万能戦艦ですからね。飛行能のう力りよくもステルス機能……いえ、錬れん金きん迷めい彩さい機能も搭とう載さいしています。

ギィ：適てき当とうなこと言いやがって！（笑）

マルセル：（真ま面じ目めな顔で）ふむ。消えたまま移い動どうができるということは、どこに向かうかも、どこに現あらわれるかも、まったく予想ができんということだ。これは厄やつ介かいだな……。

アキナ：そうですね。それと……あたしとしては、ギィさんの話が気になります。

ギィ：オレを狙ねらってきた相手が、グリンダと同じ顔と能力を持っていた……って話だな。

アキナ：（頷うなずいて）はい！

ドラン：摩ま訶か不ふ思し議ぎとはこのこと……グリンダは、あの時、我々が倒たおしたはずナリよ!?

ギィ：だが、確かに顔はピアニィ様と同じだったし、あの仮か面めん……見み間ま違ちがえるはずがねぇ。

マルセル：ふむ……未知の魔ま術じゆつの結果かもしれないな。

アキナ：ギィさんが見たグリンダの死に方も普ふ通つうじゃなかったし。

ドラン：砂すなになって消えたって話ナリね。




　グリンダそっくりの女性は、ギィに倒された後「砂のように崩くずれて消えてしまう」という奇き妙みような死に方をしている。




ギィ：かもな。オレは魔術的なことは分からないから、何ともいえないが。

ドラン：（少し考えて）……元はといえば、グリンダもピアニィ様のクローンだったナリ。とすると、ギィを狙ってきたそいつも、クローン体であると推すい理りできるナリ。

アキナ：……なんだか、ちょっと複ふく雑ざつな気分です……。
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ドラン：グリンダとの因いん縁ねんは深かったナリね。

マルセル：アキナの気持ちも分かる。……だが、今は感かん傷しよう的てきになっている場合ではない。そのグリンダそっくりの女がギィを狙ってきたことには重要な意味がある。

ギィ：ああ。連中が、俺たちの動きを摑つかんでるってことだ。

アキナ：こちらの動きを……。

ドラン：組そ織しきの力がないとできないことナリ。アベルがバルムンクを掌しよう握あくしたという話は、あながち冗じよう談だんでも噓うそでもなさそうナリね。

アキナ：（考かんがえ込こんで）〝あのアベルが〟……とか言って侮あなどれないわけですね。

マルセル：トリシューラという古代兵器の存そん在ざいだけでも危き険けんなのは間ま違ちがいない。

ドラン：少々考えを改める必要があるナリな。

ギィ：で……ドラン。アベルは他に何か言っていたか？

ドラン：「計画を着々と進めている」と言っていたナリ。内ない容ようまではわからないナリが。

マルセル：アベルの計画か……。

ドラン：素す直なおな予よ測そくをすると、「ピアニィ陛へい下かの暗殺」「〝偉い大だいなる〟ヒースの植しよく樹じゆの妨ぼう害がい」あたりナリか。

ギィ：確かに、そのどちらかをやられると、合がつ衆しゆう国こく側……いや人類にとって大だい打だ撃げきだな。

アキナ：ピアニィさんが、どこにいるかはグリンダの件けんからもバルムンクは知ってると思うんですよ。アベルは〝ヒースの植樹〟の情報は知っているんでしょうか？

ＧＭ：〝ヒースの植樹〟に関しては現げん在ざい公開情報ではありません。人類側でその情報を知っているのは、各国の王とその周辺、と考えてください。

ギィ：人類側……か。

マルセル：恐おそらく、アベルは〝ヒースの植樹〟の情報は得ているだろうな。

アキナ：そうなんですか？

ドラン：バルムンクの組織を掌握した今、各国に放ったスパイから情報を得ていても不思議はないナリな。

マルセル：それに、ヒルダたちの話からすると、〝偉大なる〟ヒースを宿しゆく敵てきとする〝血のダーイン螺旋スレイブ〟のマーリンから、情報を得ていても不思議ではない。

アキナ：……マーリン。オープニングでも少し話題に出た人ですよね。




〝血の螺旋ダーインスレイブ〟のマーリン

〝始祖の四人Four Deadly Swords〟と呼よばれる強力な魔ま族ぞく。フェリタニアの部下で、秘密結社バルムンクの大幹かん部ぶ。これまで予言者マーリンと名乗り、〝ゲッタウェイ〟の動きに干かん渉しようしていた。
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ＧＭ：ええ。『ゲッタウェイ』シリーズのラスボスで、バルムンクの大幹部〝始祖の四人〟のひとりです。

アキナ：マーリン……そういえば、八巻で会った男の子ですよね!?

ＧＭ：そのとおり。予言者マーリンとは仮かりの姿すがただったのです。

アキナ：意外です。あの時は、あたしたちを助たすけてくれたのに……。

ＧＭ：彼がアキナにプラスになる行動をしたのは、当時、バルムンクとバルムンク・ノヴァが対立していたという事じ情じようがあります。

ドラン：八巻の事じ件けんの仕し掛かけけ人にんは、グリンダ……バルムンク・ノヴァの主しゆ導どうで、マーリンとは敵てき対たいする関係にあったナリな。

マルセル：だからこそ、ダーインスレイブは我々に有利な情報を流していたわけだ。

アキナ：マーリンはバルムンク側だったから、ですね。

マルセル：だが、『ゲッタウェイ』四巻によれば、その時も、我々が焰硝石爆弾の爆発に巻き込まれて死ねばいいと考えていたり、元もと味方とはいいがたい存在だったようだがな。

アキナ：そうだったんですか……。

ＧＭ：そして、ヒューバードとグリンダが倒れた今、バルムンク・ノヴァは事実上崩ほう壊かいしました。現在バルムンクを掌握しているアベル傘さん下かに入った者も少なくありません。

アキナ：マーリンとアベルは同じバルムンクだから協力しているんですよね。

ギィ：気になるのはそこだぜ。ヒースの植樹を妨害して、アルディオン大陸が飛んでいっちまったら、魔族の勝利となって、あいつの目的は果たせなくなるんじゃないのか？




　アベルは〝救世主〟として、アルディオン大陸を神や魔族に支し配はいされた状じよう態たいから解かい放ほうすることを標ひよう榜ぼうしている。
















マルセル：いや、むしろ目的にかなっているのかもしれん。

ドラン：似にたような目的で活動していたヒューバードも、アルディオン大陸のみを人間の理り想そう郷きようにしようとしていたナリな。

ギィ：だが、首しゆ尾び良くアルディオン大陸を切り離せたとして、フェリタニアやマーリンを出だし抜ぬいてアベル自身が大陸を支配できるもんかね？

マルセル：そこまではわからん。

アキナ：ですよねー（笑）。

マルセル：だが、アベルの唱える神と魔の排はい斥せきも本心からの発言かどうかすらわからない。裏うらでは、マーリンやフェリタニアとより親しん密みつな関係を結んでいる可か能のう性せいもある。
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アキナ：な、なるほど。どうなんですか、ＧＭ？

ＧＭ：秘密です。そのあたりは、調査などをしてシナリオを進めていただく必要があります。

アキナ：ですよね（笑）。となると手がかりがありそうな、バルムンクの基き地ちを調査する必要がありますね。

ギィ：ああ、そうだな。

アキナ：あちこちに移動できるアベルのことも、グリンダらしき人も気になるし……あたしたちでアジトを調査に行く、っていうのはどうですか？

ドラン：うむ。そこで情報を得るのが得とく策さくだと思うナリ。

ギィ：直ちよく接せつ確かく認にんするのが、早そうだ。

マルセル：シーンの頭で、エストネルの決戦が近いと言っていたが、ＧＭ、出しゆつ陣じんの日までは、時間はあるか？

ＧＭ：はい、あと数日はかかります。ぶっちゃけると、アジトへ向かった場合、出陣には間に合わないことになります。追いかければ、軍隊に合流できるでしょう。

アキナ：なるほど、わかりました！

ＧＭ：ただ、ふたつのアジトを一箇か所しよずつ順番に回ると、間違いなく決戦に間に合わなくなる、と思ってください。

アキナ：ということは……。

ドラン：二手に分かれるか、どちらかを選ぶかしかないナリな。

アキナ：ですねっ。

マルセル：そういえば、これから連合軍の出しゆつ撃げきがあるが、そのときに我々首しゆ脳のう陣じんが全員いなくなっても、軍の指し揮きを執とる者は残っているのか？

ＧＭ：はい。読者ＮＰＣのカーティス・アヴァロンには、軍を指揮できる能力がありますので、彼に一いち任にんしてしまっても問題ありません。




カーティス・アヴァロン

（二二歳さい／男／ヒューリン　投稿者：東京都　仁科二郎さん）

『デスマーチ』第三巻で登場した軍ぐん師し。派は手でな勝利より、まず敗北しないような堅けん実じつな作戦を立案することを好む。
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マルセル：了りよう解かいした。では、軍は彼に任まかせる前ぜん提ていで考えよう。

アキナ：あの、マルセルさん。両方とも調査する形でいきませんか？

マルセル：そうだな。二手に分かれて、両方の基地を調査しよう。

アキナ：はいっ！




　こうして、相談の結果、以下のチームで調査にあたることが決定した。

　レスノール：アキナ、マルセル

　フェリストル：ギィ、ドラン




マルセル：クラスのバランスを考えるとこうなるな。アキナと私わたし、ギィとドランか……。

アキナ：あたしはメルトランド、ドランさんはアヴェルシア出身ですしね。

ギィ：異い論ろんはないぜ。あ、そっちで捕まってるマムを見つけたら助けてやってくれ。

アキナ：わかりました。心配ですもんね！　それじゃあ、そんな感じでいきましょうか！

ＧＭ：では、基地の探たん索さくのため、〝エンジェルファイヤー〟は二手に分かれ、出撃。一方、ノルウィッチでは着々と、エストネルに向けて出撃する準じゆん備びが整ととのっていきます。

アキナ：よぉし……がんばろう！

一同：おうっ！

ＧＭ：といったところで、このシーンは終しゆう了りようとなります。







◆Middle 02◆救世主の手にしたもの




　レスノールはかつてのメルトランドの王都である。

　帝てい紀き八一二年に起きたメルトランド戦役、八一三年のベルフトの侵攻と、近年二度にわたって戦せん禍かをこうむった町である。

　そんな過去がありながらも、人々はたくましく、昨今の復ふつ興こうぶりは著いちじるしい。

　崩れた城壁は再建され、市いちは人で賑にぎわい、町はかつての姿を取り戻しつつあった。

　アキナたちがやって来たのは、そんな町にあって、今なおその爪痕が残る通りであった。




ＧＭ：それでは、次のシーンです。レスノールに向かったアキナたちの方から進めていきましょう。シーンプレイヤーはアキナ、マルセルも一いつ緒しよに登場してください。

アキナ：はい！

ＧＭ：メルトランドの旧王都レスノールは近年、戦争の被害を受けた町でした。しかし、その被ひ害がいを取り戻すかのように、復興が進み、町は活気を取り戻しています。

ドラン：商人が威い勢せい良く、客引きをしたり？

ギィ：子供たちが、通りで遊んでいたり？

ＧＭ：はい。そんな感じです。

アキナ：なるほど。みんながんばってるんですね。……せっかく、平和になってきた町に災厄をもたらそうとするバルムンクは許せませんね！

マルセル：そうだな、と頷こう。

ＧＭ：そんな思いを抱いだきつつ、レスノールの町を探索してしばらく。それらしき手がかりを摑つかんで、バルムンクのアジトらしき場所をふたりはつきとめます。

マルセル：ふむ。どんな場所なんだ。

ＧＭ：アジトらしき建物がある場所は、復興がまだ及んでいない、町の外縁部のある通りです。倒壊した建物が散見され、道ばたには通行の邪魔にならぬよう瓦礫が積まれていたり。

アキナ：隠かくれ潜ひそむにはもってこいな感じですね。

ＧＭ：はい。で、その通りの中でも、さほど被害を受けていない、茶色い煉れん瓦がづくりの家があります。それが、アジトと目される建物です。

アキナ：うーん。ギィさんもいないし、いきなり乗り込んじゃダメですよね。じゃあ、まずは物もの陰かげに隠れて、じーっと見てます！

マルセル：慎重だな。いい判断だ。

アキナ：ありがとうございます！　マルセルさん。

ＧＭ：ではここで、おふたりとも【感知】の判はん定ていをどうぞ。難なん易い度どは12です。

アキナ：３しかないけど……えい！（ダイスを振ふる）７だから、10！　失敗～！

マルセル：【感知】は４しかないが……ここで成功しないとまずそうだな。《トリビアリスト》を使う。これで判定を【知力】に変へん更こう、ファンブル以外で成功だ。

ギィ：前回のマルセルのダイス目は悲惨だったからなぁ……。

ドラン：（しみじみと）アレはひどかったナリ。

マルセル：…………。




『デスマーチ』第九巻の一一四ページを参照である。




マルセル：ええい、負けんぞ！　（ダイスを振る）……10、達たつ成せい値ち23で成功だな。

アキナ：さすがマルセルさん！

ＧＭ：では、マルセルは気づきます。その建物の裏口から、猫耳をぴんと立てた、ひとりの女性が、スタタタタッと逃にげ出だしいくのを……。

マルセル：ん？　猫耳？

ＧＭ：続いて、そのあとを猛もう然ぜんとエクスマキナが追いかけていきます。こちらはどうやらバルムンクの幹部のようですね。

アキナ：なんと！

ＧＭ：マルセルとアキナは分かりますが、逃走を図った女性は、ニャール・ラタン。フェリタニアに義ぎ勇ゆう軍ぐんとして参加した読者ＮＰＣの魔術師ですね。

ギィ：おっ、覚えてるぜ。第一巻に登場したＮＰＣだな。




ニャール・ラタン（一九歳／女／ヴァーナ　投稿者：レンさん）

　使い魔の黒くろ猫ねこ（名前はテップ）がトレードマークのネコミミ神官。《テレポート》の魔ま法ほうを得意としている。
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アキナ：あたしがピアニィさんの影かげ武む者しやをやった時に一緒に戦った人ですよね！

ギィ：そうそう！　死し霊りようがわらわらわいてきたときに、助けてもらったな。

ＧＭ：そう、その彼女です。ということで、すぐに動けば、彼女を助けることが可能です。なお、マルセルが判定に失敗していると、彼女は人ひと質じちになる展開でした。

アキナ：マルセルさん、気づいてよかったですねっ！　助けましょうっ！

マルセル：ああ！




　脱だつ兎とのごとく走り出したアキナとマルセル。ニャールと追っ手の間に割わって入り、迫せまる相手をにらみつける。

「アキナさん、ありがとうにゃ！」感謝の声をあげるニャールを後に庇いつつ、がっしゃがっしゃと音を立てて近づく追っ手を見れば、そこのいたのは……。

　細い手足の生えた、茶ちや筒づつのようなボディのエクスマキナだった。




アキナ：……茶筒のような。

マルセル：……細い手足のエクスマキナ？

一同：…………。

アキナ：…………えっとぉ。あのぅ……ドランさん。そうしてこんなとこに？

ドラン：これは奇き遇ぐう……って、んなワケないナリよぉ――っ！（一同爆笑）

アキナ：あはははー！（笑）

ＧＭ：「我が名はサルバドラン！　ドランなどではない！」と手を広げ、目をビカビカ光らせて追っ手のサルバドランは憤慨してみせます。なお、彼は読者投稿キャラです。




〝気化爆弾サーモバリックボム〟のサルバドラン

（？歳／男／エクスマキナ　投稿者：大阪府　狐狸騎瑠土さん）

　ドランに似たボディを持つエクスマキナ。爆ばく発はつに芸げい術じゆつ的てきな価か値ちを感じている。その欲よつ求きゆうを実じつ現げんするためにバルムンクに参加した。いかに美しい爆発を具ぐ現げん化かするかを日夜考えている。
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ギィ：ボディだけじゃなく、名前まで似たようなもんじゃねーかっ!?（笑）

ＧＭ：バルムンクはドラン型のエクスマキナを決戦兵器として量産してたんでしょうね。

マルセル：さらっと、テキトー言うな！（笑）

ＧＭ：はっはっは。さて、立ち塞ふさがったふたりに気づき、サルバドランは身み構がまえます。「ふっふっふ。この〝気化爆弾サーモバリックボム〟のサルバドラン様の行く手を阻はばむのは何者ダリか！」

一同：ダリ!?


ギィ：ダリって何だよ!?（笑）

ＧＭ：語ご尾びです。

ドラン：語尾かいっ！（笑）

マルセル：無理矢理なキャラ立てだなぁ（笑）。

ＧＭ：さて。このサルバドラン、明らかにドランと異ことなる特とく徴ちようがあります。それは顔のサイドにピンと張はり出だした――巨大な髭ひげ。

一同：髭ドラン!?（一同爆笑）

ドラン：色物を出だせばいいってもんじゃないナリぃ――っ!?





　アンタが言うか。




アキナ：とにかく、この場をなんとかしましょう！　油ゆ断だんなく剣を構えて言います。あたしはフェリタニア合衆国第一の騎き士し、アキナ・ブルックスです！

ＧＭ：「なに、あのアキナか!?」

アキナ：無駄な抵抗はやめ、投とう降こうしてください！

ＧＭ：「断るダリ」

アキナ：うぅ～やっぱり～。

ＧＭ：「ふっふっふ。フェリタニア第一の騎士にして、バルムンクの仇きゆう敵てきアキナ。せっかくの好機！　仲間たちの無念を晴らさせてもらうダリ！」

マルセル：戦いは避けられなさそうだな。

アキナ：しかたがありません。こちらも負けられないですから、全力で行きます！
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ＧＭ：さて、アキナとマルセルは一エンゲージです。10メートル離れた位置にサルバドランがいます。ニャールはいったん安全なとこまで後退してもらったということで、この戦せん闘とうには関与しません。

アキナ：了解です！

ＧＭ：それでは、戦闘を開始します！




●第一ラウンド

行動値

アキナ　　　　　　21

マルセル　　　　　20

サルバドラン　　　18
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ＧＭ：では第１ラウンド目のセットアッププロセスに参りましょう！　サルバドランの【行動値】は18です。……皆みなさんの方が……先に動けますね。

アキナ：はいっ！　あたしは21です！

マルセル：私は20。《ヘイスト》かける必要もないな（笑）。

ドラン：最初から先せん制せい状態ナリ。

ＧＭ：とほほ……《高機動部隊》の重ね取りは早いなぁ……。

アキナ：超ちよう高こう速そく機動部隊でーす（笑）。

ＧＭ：では、アキナから順番に宣言をお願いします。

アキナ：何もないですっ。

マルセル：私は、いつもの《マインドマスター》《コーデックス》《メンターアーツ》でアコライトのスキルのコストを低減する。さらに《アンパッサン》を使おう。……（ダイスを振る）……発動した。魔術でアキナを加速させ、即そく座ざに移動させるぞ。

アキナ：やったぁ！　サルバドランさんに接せつ敵てきです！

ＧＭ：放たれた弾丸の様な勢いで近づいてきたアキナに「馬ば鹿かなぁーっ!?　そんな重装甲で、この距きよ離りを詰めただとぉーっ!?　お、恐るべき相手ダリ!?」と驚きよう愕がくするサルバドラン。

マルセル：これで、こちらの体制は整ったな。

ＧＭ：うーん、いいようにやられているなぁ。続けて、サルバドランのセットアッププロセス。いきなり全力だな。《燃ねん料りよう展てん開かい》というオリジナルエネミースキルを使用します。

アキナ：《燃料展開》？




《燃料展開》

　オリジナルエネミースキル。セットアッププロセスで使用する。このエネミーと同一のエンゲージに、サルバドランの燃料子機を２グループ登場させる。




ＧＭ：サルバドランのボディの両サイドがパカリと開くと、中からサルバドランをミニサイズにしたような小型機がわらわらと飛び出し、サルバドランの周囲に展開します。

アキナ：なんか出てきた～!?

「ダリ！　ダリ！　ダリ！　ダリ！」

　サルバドランの両脇から、よく似た小型機が続々と出現。

　親ガモを取り巻く小ガモのようにフォーメーションを組んでいく。
















アキナ：ちょっとかわいい（笑）。

マルセル：この端末が燃料……？　ドラム缶型のボディに燃料がつまっているのか？

アキナ：そう言われてみると、イヤな予感しかしませんね（笑）。

ＧＭ：さて、どうでしょう？（笑）　以上でセットアッププロセスは終了。続いてイニシアチブプロセス。【行動値】が一番高いのは……アキナなんですよね。

アキナ：はーいっ！　わたしの行動からですね！　ムーブアクションで《ファストセット》＋《フルスイング》、マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションで《ストラグルクラッシュ》！　サルバドランさんを、ぐっと力を込こめて、剣で二回攻撃します！

ＧＭ：「ま、待て。我を殴ると怖ろしいことになるぞぉ――!!」

アキナ：もう止まりません！（笑）　（ダイスを振る）……達成値29です！

ＧＭ：「避よけてみせるダリッ!!」って、クリティカルを出さないと避けられないんですよね～。（ダイスを振る）……残念。６が一個出たがクリティカルせず！　24で命中！

アキナ：当たった！　《スラッシュブロウ》を使います！　ダメージが、19Ｄ＋[image: 126]点ですよ！

ＧＭ：改めて聞くとすごいダメージだ！（笑）

ドラン：本当にアキナさんは強くなったナリねえ……。

マルセル：《チェックメイト》だ。ケセドの杖つえの効こう果かを乗せるぞ。アキナの剣が魔ま力りよくを受けて一いつ瞬しゆんだけ輝かがやき、攻撃の威い力りよくを高める。

ＧＭ：何それぇーっ!?

マルセル：（ダイスを振る）……くっ、ダイス目が低いな。45点足してくれ。

アキナ：ありがとうございます！（ダイスを振る）　あまりいい目じゃなかったけど……合わせて[image: 236]点の物理ダメージ！

ＧＭ：ぐぇっ！　アキナの剣が光を曳ひきながら、サルバドランの胴どうにヒット。ガアンと激はげしい音がして、胴がべっこりとへこむ。だが、まだ何とか生きてます！

アキナ：続けて二発目っ！　当たれぇ！（ダイスを振る）　……出目が17。命中は31です！

ＧＭ：当たると死ぬって！（ダイスを振る）　…………ファンブル!!

一同：っしゃ――っ!!（一同爆笑）

ＧＭ：あふーん。慌てて避けようとしたところ、つるっと滑すべって逆に身をさらけ出すように転てん倒とう！　サルバドランは今まさに、まな板の上の鯉！　ダメージをどうぞ！

アキナ：今度は12Ｄ＋[image: 126]点ですね。がんばろー！　えーいっ！（ダイスを振る）　わっ、ダイス目が36点!?　低かったけど……[image: 162]点の物理ダメージですっ。

ＧＭ：ってわけで、サルバドランは倒たおれました。

一同：…………。

アキナ：早っ!?（一同爆笑）

マルセル：アキナが強くなったとはいえ、こいつ、何もしてないぞ。これは……変だ。




　サルバドランの隙すきを見み逃のがさず、アキナは横倒しになった身体に剣を叩たたき込む。

　それはこのエクスマキナの生命活動を断ち切る一撃となった。

　彼のその機械の眼から輝きが失せていく。

　しかし……。




ＧＭ：ふっふっふ。「見事だ。冥土の土産に我が美しき爆発をお見せするダリ」と、サルバドランが《サーモバリックボム》という、オリジナルエネミースキルを使用します！




《サーモバリックボム》

　オリジナルエネミースキル。このエネミーが死し亡ぼうした際さいに使用。「対象：範はん囲い」「射しや程てい：至し近きん」に特とく殊しゆ攻こう撃げきを行なう。リアクション不ふ可か。命中判定［４Ｄ＋９］、ダメージは、〈火〉属性魔法ダメージ［３Ｄ＋[image: 100]］。

アキナ：爆発っ!?

ギィ：つまり、こいつ自身が気化爆弾だったわけだ。

ＧＭ：そのとおりです。そして、サルバドランの燃料子機たちが、「親おや父じぃ～！　死なばもろともぉ～！」と言って、オリジナルエネミースキル《ブレビー》を使用。
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アキナ：ぶれびー？

ＧＭ：爆発現げん象しようの一種ですね。簡かん単たんに言えば水すい蒸じよう気き爆発みたいなもので、気き化か爆ばく弾だんはこの爆発現象を利用したものです。データ的には、《サーモバリックボム》のダメージを上げる効果です。小型機たちがポンっ！　と炸さく裂れつし、内部の液体燃料が気化してあたりに充じゆう満まんします。




《ブレビー》

　オリジナルエネミースキル。《サーモバリックボム》使用時に、使用。その特殊攻撃のダメージに燃料子機一体につき＋30。攻撃終了後、このエネミーは死亡する。




アキナ：なっ、なんとぉ～っ!?

ＧＭ：一体につきダメージが＋30上じよう昇しようしますので、＋60。《サーモバリックボム》のダメージは、３Ｄ＋[image: 100]。ということで、３Ｄ＋[image: 160]点の〈火〉属性魔法ダメージとなります！

ドラン：なんという一発芸のキャラナリか！（笑）

アキナ：笑い事じゃないですよ！

ＧＭ：カチッという音とともに、気化した燃料に着火！　周辺に強力な爆ばく風ふうが拡がります。対象はアキナのみ。命中判定はありますが、リアクション不可なので回かい避ひ判定ができません。

アキナ：ええー!?
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ＧＭ：命中判定、いきます。（ダイスを振る）…………ダイス目が１、１、２！（笑）

ドラン：ひ、ひどい!?　これはひどい!!（笑）

ギィ：今日はかわたなの目が悪いぞ！（笑）

ＧＭ：ぐぅ……ふぁ、ファンブルじゃなければ問題なし！　リアクションはないので、自動的に命中！　ダメージロールいきますよ!!

マルセル：待て、《リデュース》だ。神に祈って、アキナの前に防壁を展開する。ダメージロールにマイナス３Ｄ、最低１Ｄになるぞ。

ＧＭ：ぎゃー!?　１Ｄに減へった！（ダイスを振る）しかし出目は６！

アキナ：すごい！

ＧＭ：ダメージは[image: 166]点、〈火〉属性の魔法ダメージです。

マルセル：《プロテクション》だ。ケセドの杖の効果を乗せよう。これで７Ｄ＋50軽けい減げんだな。はっ！（ダイスを振る）……74点軽減。光の盾たてを張はって、爆風を遮さえぎるぞ。




　アキナの視し界かいが鮮あざやかな赤で埋うめ尽くされる。

　炎と風が荒あれ狂くるい、黒煙が噴き上がった。

　何者も生き残れるような紅ぐ蓮れんの地獄が止んだ後――。

　マルセルの展開した障しよう壁へきに護られたアキナが、熱波の残ざん滓しを払って無事な姿を見せた。





アキナ：（計算して）……ダメージが87点。立っています。ケホッケホッ！　と煙にまかれたので咳をします（笑）。
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マルセル：ふぅ。何とか無事だったな。

ＧＭ：残念。〝気化爆弾〟のサルバドランは倒れました。

アキナ：ふーっ！　倒せたぁ！

マルセル：まったくバルムンクは危険な連中ばかりだ。

ドラン：うむ。色物に見せて、物ぶつ騒そうなヤツだったナリ。

ＧＭ：さて。安全なところから様子を見ていたニャール・ラタンが駆かけ寄より、「危ないところを助けていただき、ありがとうございますにゃ！」と頭を下げます。

アキナ：お怪け我ががなくて良かったです！

ＧＭ：「それにしても、こんなところでアキナさんとマルセル殿どのに助けていただくとは、望外の幸運にゃ！」

アキナ：えへへ。そういえば、あなたはどうしてこんなところで追われていたの？

ＧＭ：「そのことにゃんですが……おふたりに、報告があるのですにゃ」と言っていると、アジトのほうからガタガタと物音がします。

アキナ：な、何でしょう？

ＧＭ：怒声や武装した兵士が迫る物音がします。アジトの中から、さらなる追っ手がきそうな気配です。「こ、ここは危険ですにゃ！　とにかく、安全な場所に避ひ難なんしましょう！」

マルセル：ニャールの言うとおりだな。別なところに移動しよう。

アキナ：は、はいっ！




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：ということで、三人はレスノールの街中にある宿屋に駆かけ込こみ、部屋を借りました。

アキナ：ここなら、とりあえず安全ですね。

マルセル：では、ニャールに話を聞こうか。

ＧＭ：「はい。……実はあたい、とある魔ま導どう書しよを探さがしているんですにゃ」

アキナ：魔導書？

ＧＭ：「そうなんですにゃ。実はあたいの個人的な目的として、今までずっと、とある邪じや神しんの秘密を探っていました。その過か程ていで、異い界かい祭さい祀し書しよというと呼ばれる魔導書の存在を知ったのですにゃ。それは、この大陸でもっとも強力な魔ま獣じゆうを召しよう喚かんすることが可か能のうな書物です」




・異界祭祀書

　とある魔族が書いたとされる魔導書。高度な召喚儀式が記述されていて、神殿からは禁書とされている。一〇〇年前にこれを用いた魔獣ナグルファルの召喚が行われ、当時のベルリール王国の崩壊を招いたとされる。




ギィ：ここで異界祭祀書か！

アキナ：魔獣を呼び出すための魔導書……。

ドラン：きっとクラーケンナリな。

ＧＭ：……は？

ドラン：〝イカい〟祭祀書だけに。

マルセル：…………く、苦しすぎるだろ!!（一同爆笑）

ＧＭ：冗談はさておき（笑）。「その足そく跡せきをたどっていった結果、あのバルムンクのアジトにたどり着いたのにゃ。そして……どうやらその書物、アベル・クリードが所持しているらしいのですにゃ！」

一同：何だってーっ!?

アキナ：つまり、危険な魔獣を呼よび出だす魔法を、アベルが持ってるってことですよね!?

ＧＭ：「そうにゃ。数年前、アキナさんの姉、エルザ殿たちが、この魔導書がらみの事件と関わったらしいと聞いておりますにゃ」




[image: ]




アキナ：エルザ姉様が!?

ギィ：確か、ベルリールでの事件だよな。

マルセル：一〇〇年前、非ひ常じように強力な魔獣が異い世せ界かいより呼び出され、ベルリールは廃はい墟きよと化した。そうした魔獣の召喚方法について記されたのが、異界祭祀書ということか。

ＧＭ：ご名答。この異界祭祀書により、ナグルファルのような、桁けた外はずれの魔獣を呼び出すことが可能になります。

マルセル：伝説によれば、ナグルファルは〝邪神の最終兵器〟と呼ばれる存在だったな。

ＧＭ：そのとおり。一説には、バルムンクの大幹部であり強大な魔族でもある血の螺旋ダーインスレイブや、レイウォールの守しゆ護ご竜りゆう、アイン・ソフをもしのぐ破は壊かい力りよくを持つ魔獣といわれています。

アキナ：ええっ!?　そ、そんなに強いの!?

マルセル：少なくとも、都の人間全員を生いけ贄にえにしなければ召喚できないほど強力な存在だ。

アキナ：み……都の人間全員を生け贄!?　……犠ぎ牲せいが大きすぎです！

ギィ：ま、代だい償しようが低けりゃ、誰だれだってほいほい呼び出せるしな。

ドラン：ちなみに、こいつを封ふう印いんしたのは、一〇〇年前の英えい雄ゆうたちナリ。

アキナ：そんなに危険な書物が、アベルのもとにあるんですね……。

ＧＭ：「ですにゃ。かように危険な異界祭祀書を、どうにか処しよ分ぶんしなければならないと感じたあたいは、アジトに内ない偵ていをかけ、アベルの恐るべき計画を知ったのですにゃ」

アキナ：恐るべき……計画？

ＧＭ：「ナグルファルに匹ひつ敵てきする邪神の最終兵器を、呼び出そうとしているのにゃ！」
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一同：な、何だってぇーっ!?

マルセル：ナグルファルに匹敵する邪神の最終兵器!?　そんなものがいるのか！

アキナ：ナグルファルって、『デスマーチ』九巻でちょっと話が出てましたよね。

マルセル：時間を止めるような強固な封印でようやく押さえ込めるほどの強力な魔獣だ。そいつと同格の魔獣を召喚する、だと？

ＧＭ：「そうですにゃ。その名をフィンブルヴェトル。〝冬の嵐あらし〟という意味ですにゃ」

アキナ：フィンブルヴェトル……ですか。

ＧＭ：「ですにゃ。そいつを呼び出す条じよう件けんは……英えい雄ゆう四人を生け贄に捧ささげること」

マルセル：……四人の英雄？

アキナ：英雄が生け贄にされるんですか!?

ＧＭ：「そうですにゃ。展開した召喚用魔ま法ほう陣じんの上で生け贄を捧げる、という制せい約やくこそつきますが、それさえクリアしてしまえば、フィンブルヴェトルが呼び出せるにゃ！」

マルセル：ナグルファルのように、街ひとつ分の生け贄ではなく、英雄四人だけで済すむのか。

ＧＭ：ちなみに、この二体は別な魔獣なので、召喚の方法は異なります。また一例ですが『アクロス』五巻でナグルファルが復活するときは以下のような形でした。




　ベルリールが魔獣召喚によって廃墟となった一〇〇年後。

『アクロス』の五巻では、封印された魔獣を復ふつ活かつさせるため、かつてナグルファルを封じた英雄たちのパーティ全員（本人でなく子孫でも可）を生け贄に捧げる必要があった。この時、バルムンクはその英雄のうちひとりの子孫の血を捧げることに成功している。その結果、ナグルファルは本来の四分の一未満の力で復活し、『アクロス』パーティと戦っている。




ＧＭ：ようするに儀式によって、生け贄に求められる魔力の量と質は変動するようです。

アキナ：なるほど。では、質問ですが、もう既に英雄は捕つかまっちゃってるんですか？

ＧＭ：「残念ながら、そこまでは分からなかったですにゃ。そもそも、〝英雄〟が誰だれを、何を示しめしているのかも不明ですにゃ……」

アキナ：そうですか……。

マルセル：しかし、アベルの目的はこれではっきりしたな。

アキナ：そうですねっ。とにかく、みんなに異界祭祀書のことを伝えなくちゃ！

ＧＭ：ということで、マルセルとアキナはニャールと別れ、ノルウィッチへと戻もどることになりました。といったところで、このシーンは終了となります。







◆Middle 03◆救世主の陰いん謀ぼう




　フェリストルのバルムンクのアジトは薄暗い地下遺跡であった。

　数々の障害を乗のり越こえたギィとドランは、その奥おくへと歩を進める。

　石作りの通路は人の気配もなく、乾かわいた空気で満ちていた。

　この先に、バルムンクの秘密の手がかりがあるはずなのだが……。




ＧＭ：次のシーンは、フェリストルに向かったギィとドランのシーンです。シーンプレイヤーはギィ。ドランは自動登場となります。

ドラン：今回はギィがいるから安心ナリ（笑）。

ギィ：おう、任せろ。

ＧＭ：さて、ふたりはアジトを発見し、潜入することに成功しました。

ドラン：潜入成功！　話が早くて助かるナリ！

ＧＭ：この歴史ある町、フェリストルには、複数の遺い跡せきが存在しておりまして――。ふたりが潜入したこのアジトは、そんな遺跡の中のひとつです。

ギィ：ふむ。オレたちは数々の罠を発見、華か麗れいに解かい除じよし、長い長い地下通路を抜ぬけ、厳げん重じゆうな扉とびらを突とつ破ぱし、邪魔する敵を蹴け散ちらし、ようやくここにたどり着いたんだよ！（笑）

アキナ：すっごい大だい冒ぼう険けんだー！（笑）

ドラン：ギィもマムのためなら、えんやこらナリな！

ギィ：う、うるさいぞ、ドラン！

ＧＭ：えー……では、そういうことで（笑）。

ギィ：いや、違うから！（一同爆笑）

ＧＭ：まあ、ツンデレのギィはおいておいて（笑）。ふたりはアジトの最深部へとやって来ました。

ドラン：で、このアジトではなにをやっていたナリ？　キュイーンとカメラを旋せん回かいさせて確認するナリ。

ＧＭ：まだ結論は出せませんが、研究所のような雰ふん囲い気きを感じます。

アキナ：なにを研究していたんでしょうね？

マルセル：さてな。ろくなことじゃねえのだけは確かだが。

ＧＭ：最深部を探たん索さくしていくと、今いる場所からさらに奥への扉が見えます。その扉を見た瞬しゆん間かん……ギィは妙みような胸むな騒さわぎを覚えます。

ギィ：……どうにも落ち着かねぇな。もっと奥へ行ってみようぜ。

ドラン：了解ナリ！




　胸むな騒さわぎにかられて、ギィたちはさらにアジトの奥を目指した。

　やがてふたりは、薄うす暗ぐらい通路に出た。鉄てつ格ごう子しのはめられた小さな部屋が、通路の両りよう脇わきに並んでいる。どうやらここは、地ち下か牢ろうのようだ。




ギィ：地下牢ねぇ。

ドラン：こうしてずらーっと並ならんでいると、妙に不気味ナリなぁ……。

ＧＭ：さて、ここで【感知】の判定をどうぞ。難なん易い度どは10です。

ドラン：おっ、10ならばファンブル以外は大丈夫ナリ。

ギィ：もちろん、オレもだぜ。オレたち、スパイ向き！　って感じだよなー（笑）。

ドラン：そうナリねー（笑）。では……とう！（ダイスを振る）10、19で成功ナリ。

ギィ：（ダイスを振る）オレも10だ。23で余よ裕ゆうの成功だぜ。

ＧＭ：お見事。では、地下牢の独どく房ぼうのひとつに、フィルボルの女性が横たわっているのに気づきます。

ギィ：ちなみに、地下牢に入れられているのは、そいつだけか？

ＧＭ：はい、それ以外に人の気配はありません。

ギィ：わかった。……で、独房に入ってる女はマムなんだな？

ＧＭ：はい。お察しのとおり、マムことオーレリー・カルマンです。

ドラン：おおっ!?　ギィ、早く助けないといかんナリよ！（笑）

ギィ：あーもう、わかってるよ！（笑）ま、特に焦あせらず、鍵かぎを開けるぜ。判定はいるのか？

ＧＭ：いえ、判定はいりません。ギィが宣言すれば、簡単に開きマムを救出できます。

ギィ：じゃあ、牢を開けるぜ……。ギー……（笑）。

ドラン：ダジャレか（笑）。

ＧＭ：鍵を開けると、「洒落しやれが得意だねぇ、ギィは」と、苦しげな表情ながらも、ニヤリと笑ってマムはつぶやきますよ（笑）。

ギィ：ったく！　そんなありさまでつっこみとかしてんなよ。

ＧＭ：瞳にはまた力はありますが。拷ごう問もんを受けたのか、体のあちこちに傷があります。先ほどの軽口も、やせ我が慢まんの現われと思ってください。

ギィ：けっ、相変わらずしぶといな。

ＧＭ：「あたしのかわいい馬ば鹿か息むす子こが、きっと助けに来てくれると思ってね？」

ギィ：助けに来たわけじゃねぇ。アベルの企みを探りに来たんだ。

ドラン：ツンデレナリね。

マルセル：ツンデレだな。

アキナ：ツンデレですね。すごく心配してたじゃないですか。




　総ツッコミであった。




ギィ：うるせえ!?（一同爆笑）　「物のついでだからな。もちろん連れては行くぜ」と言って、マムを背せ負おうぞ。
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ＧＭ：「素直じゃないねぇ」と、マムはからかうように言います。

ギィ：ったく……動けねぇくせに、やせ我慢してんじゃねぇよ。膝ひざをついて、マムを背負う。

ドラン：では、ギィとマムが会話している間、ワタシは周囲を警けい戒かいしているナリよ。

ＧＭ：さて、ここで再び【感知】の判定をお願いします。

ドラン：なんと！　もう一回ナリか！

ＧＭ：ええ。今回の難易度は18。これに失敗すると、奇き襲しゆう攻撃を受けます。おふたりのうちいずれかが成功すればＯＫです。

ドラン：ううむ、18ナリか……。若じやつ干かん厳きびしいが、まずワタシから判定するナリ……（ダイスを振る）……おっ？　達たつ成せい値ち19ナリ！

アキナ：出目が高いですね！

ＧＭ：成功です。

ドラン：ワタシに内ない蔵ぞうされた動体センサーに反はん応のうがあったナリ！

ＧＭ：ドランのモノアイが捉とらえたのは……後方から迫せまる、白い光です。

ドラン：むむっ？　白い光ナリか？

ＧＭ：はい、一いち条じようの光です。それがドランたちに向けて飛んできます！

ドラン：おおう!?　ギィ、左右どちらかに避けるナリよ！

ギィ：ならオレは、マムを背負ったまま咄とつ嗟さに避けるぜ。

ドラン：ワタシは身をかがめて回避ナリ！

ＧＭ：では、ふたりがいた空間を、輝かがやく矢がとおりすぎて行きます。

ドラン：お、おおう。危なかったナリ……何やつナリか！

ＧＭ：矢が飛んできた方向を見ると、人ひと影かげがふたつ。ひとりは弓と光の矢を携たずさえた眼がん光こう鋭するどい、狩人かりゆうど風ヒューリン、もうひとりはローブをまとったエクスマキナの魔ま法ほう使つかいです。

ギィ：お前ら、バルムンクだな？

ＧＭ：「いかにも。私の名は〝光の矢〟ジルドーラ」なお、この二名は読者投稿ＮＰＣです。




〝光の矢ライトアロー〟ジルドーラ（三八歳／男／ヒューリン　投稿者：東京都　零院奉さん）

　狩人の帽ぼう子しがトレードマーク。バルムンクの刺し客かく。射しや撃げきと魔術を組み合わせた独どく自じの戦闘技ぎ術じゆつを極きわめたいと望む修しゆ羅らのような男。その望みを叶かなえるために、秘密結社バルムンクに加わることを選んだ。
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ＧＭ：「高速で射しや出しゆつされる我が矢を、よくぞ避けたな、そこのドラム缶かん！」と、弓使いは次なる矢をつがえながらドランをにらみます。

ドラン：ド、ドラム缶!?　酷ひどい言われようナリ！（笑）

ギィ：いつものことじゃねぇか、今いま更さらだろ？（笑）

ＧＭ：魔法使いは、小さな機械の目を鋭するどく輝かせながら、「我は〝残された魔術レフトマジック〟のグスタフ。いざ勝負ダ」と短く名乗ります。




〝残された魔術レフトマジック〟グスタフ（？歳／男／エクスマキナ　投稿者：まる山さん）

　失われた古代魔術を探たん求きゆうするエクスマキナの魔ま術じゆつ師し。偉大な古代の邪じや法ほうを現げん代だいに復活させるという野望があり、その実現のために秘密結社バルムンクの門を叩たたいた。
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ドラン：やる気満々ナリな。

ギィ：仕方ねぇ、とっとと倒して、さっさと脱だつ出しゆつするぞ！

ＧＭ：ちなみに、ライトとレフトということで、別々の方の投稿ですが、コンビとして登場してもらいました。

ドラン：上手くそろったものナリ！（笑）

ギィ：おっとＧＭ。大事なことの確認だ！　戦闘中のマムの扱あつかいはどうなる？

ＧＭ：その件ですが……今、ギィはマムを背負っていますね？　では、マムは常つねにギィと同じエンゲージにいることとします。

ギィ：待て。まさか……エキストラ扱いか!?（笑）

ＧＭ：ええ、そうです。




　エキストラとは、ＮＰＣの表現のことで、無力な背景的な存在であることを表わす。

　データがなく、１点でもダメージを受けると死亡することになる。




一同：なっ、何だってぇーっ!!

ＧＭ：スリリングな戦闘をお楽しみください。

ドラン：確かに熱いっ！　だが、この状況でマムを守り抜くのはたいへんナリ!?

ギィ：くっそぉ～っ！　しかもオレ、同じシチュエーションを『ブレイク』シリーズでやったことあるからなぁ。文もん句くを言えねぇぞー！（笑）

ＧＭ：はっはっは、お褒ほめにあずかり恐きよう悦えつ至し極ごく！

ギィ：褒めてねぇから！（一同爆笑）




　　　　＊　　　＊　　　＊




●第一ラウンド

行こう動どう値ち

ギィ　　　　　　31

ドラン　　　　　22

ジルドーラ　　　19

グスタフ　　　　19
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ＧＭ：では、戦闘に入りましょう。エネミーはＰＣたちから10メートル離れたところに一エンゲージで二体。弓を持ったジルドーラとローブ姿のエクスマキナ、グスタフです。

アキナ：ふたりとも【行動値】速いね！

ドラン：やっぱり《高機動部隊》ふたつは強力ナリ。

ＧＭ：では、セットアッププロセスの処理となります。




　四名ともセットアッププロセスの宣言はなしとなった。




ギィ：じゃあ、オレのメインプロセスだな。

ＧＭ：その前にジルドーラが《アデンダム》を使用し、即そく座ざに動きます。

アキナ：あー、先に動かれちゃった！

ギィ：うーん。（少し悩んで）こっちも《アデンダム》を使うか……？

ドラン：マムのことがあるから、相手の先手を取りたいのは確かナリね。

ギィ：……いや、ここは温おん存ぞんだ。先手をとっても一撃で殲滅できなきゃ意味がないからな。

ドラン：なるほどナリ。

ＧＭ：まず、ムーブアクションで、横に動いてグスタフとエンゲージを分ける。マイナーアクションで《ライトアロー》というオリジナルエネミースキル。射撃攻撃のダメージを、〈光〉属性魔法ダメージに変へん更こうします。




《ライトアロー》

　オリジナルエネミースキル。マイナーアクションで使用する。射撃攻撃のダメージを〈光〉属性魔法ダメージに変更する。




ドラン：さっきの光の矢はこれナリね。

ＧＭ：ジルドーラが念を込めると矢が強く輝き、瞬時にそれを放つ！　メジャーアクションは《ダブルショット》。

ギィ：《ダブルショット》か！

ＧＭ：対象はドランです。（ダイスを振る）……よし、クリティカル!!

ドラン：なにぃ!!

ギィ：《ダブルショット》は一いち撃げき目で止めるのがセオリーなんだが……。




　二回の射撃攻撃のできるスキル《ダブルショット》は、初撃を止められると二撃目を放てなくなるという特性があるのだ。




ドラン：なら、《ニゲイト》するナリよ！

ＧＭ：むっ《ニゲイト》か！　完かん璧ぺきなタイミングで放ったはずの矢が、ドランの魔術によってやや狙いがそれます。クリティカルではなくなりましたが、達成値45です。

ギィ：そこで《インターフィアレンス》だ。その矢を打ち落とす。

アキナ：45は止められるんですか？　けっこう高いですけど……。

ギィ：45だと、だいたい期き待たい値ちだな。しかし、ここは期待値だとちょっとヤバイ。《フィールドワーク》を使って判定に＋１Ｄ。確かく実じつにいこう。（ダイスを振る）……よし、48！




　ジルドーラの射撃に呼吸を合わせ、ギィも銀光を放つ。

　空を裂さいて飛ぶ二条の軌道は一瞬の後に交こう錯さく――。

　ギィンと、鋼はがねがぶつかり合う甲かん高だかい音を出して、それぞれあらぬ方向へ弾はじけ飛んだ。




ドラン：ふう……助かったナリ～。

ギィ：へっ、まあ、こんなもんだ。

ＧＭ：一発目が止められたので二発目が消えたー。「ほう、私の矢を打ち落としたか！　見事だ。それでこそエンジェルファイヤー！」と、感心するジルドーラ。
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ギィ：へっ、気楽なもんだ（笑）。こっちは腕比べにつき合ってる余裕はないってのによ。
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アキナ：マムを護りながらですからね。がんばってください！

ギィ：おうよ！

ＧＭ：さて、これでジルドーラの《アデンダム》のメインプロセスは終了。で、ギィの行動となります。

ギィ：うーん……。（少し考え）オレとドランで確実にひとり落とさないと、厳しいな。

ドラン：そうナリね。何はなくとも敵の攻撃の手数を減らしたいナリ。

アキナ：ふたりとも防御力が低めですからね。

ギィ：そうなんだよ……（少し考えて）……悪いな、ドラン。お前には囮になってもらうぜ。

ドラン：え、え、え……囮おとり!?

ギィ：ちょっとそこで踏ん張っててくれ。ムーブアクションで、12メートル後こう退たいする。

ドラン：マジ!?　まあ、いいナリが……。

ギィ：マイナーアクションが《ブルズアイ》。メジャーアクションは《ダブルショット》。対象はジルドーラだ。
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ＧＭ：お、メイジのグスタフじゃないんですね。

ギィ：グスタフはたぶん、オレまで攻撃は届とどかないはずだ。……まあ使う魔術にもよるけど。

ドラン：大抵の魔術は「射程：20メートル」で、ギィとグスタフは22メートル離れているから届かなさそうという読みナリな。

ギィ：そういうこと。じゃ、一発目、《デュアルアロー》でリンメルの矢を使用。さらに《フィールドワーク》も使う。（ダイスを振る）……クリティカルしない。達成値は49。

ＧＭ：さすがにそれは避けられない。（ダイスを振る）……達成値24で命中。放たれた二本の矢は、身をよじって避けようとしたジルドーラに直ちよく撃げきしました。

ギィ：んじゃ、ダメージ。《ピアシングストライク》を使って＋３Ｄ。さらに20メートル以上離れたので、天の瞳ひとみの効果でさらに＋２Ｄ。（ダイスを振る）……[image: 132]点〈無〉属性魔法ダメージ。

ＧＭ：「これしきのことで！」ジルドーラの身体が揺ゆらぎますが、まだ倒れはしない！

ギィ：二撃目いくぜ。（ダイスを振る）……大したことねぇなー。達成値46。

ＧＭ：（ダイスを振る）……24で命中。

ギィ：《ピアシングストライク》を使用。（ダイスを振る）……さっきより目がいいぞ。[image: 120]点〈無〉属性魔法ダメージ！




　光の矢を自分の矢で弾き飛ばしたギィは、間かん髪はつ入いれずに矢を放つ。

　同時に二本、遅おくれて一本。

　薄うす暗ぐらい地下牢に、風を斬る音が連続して響く。

　直後――それらはすべてジルドーラの身体へ突つき刺ささった。




ＧＭ：「馬鹿な、弓の撃うち合あいで私が後れを取るとは……」と、ジルドーラはたじたじ。かなり苦しそうです。

ギィ：悪いな。師匠の前で負けるワケにはいかねぇんだよ。

ＧＭ：「やるようになったもんだねぇ」感慨深げに背中のマムがつぶやきます。

ギィ：マムは、いいから黙ってろよ！　死にそうなんじゃねぇのか！（笑）

アキナ：ギィさん、照れてますね！（一同爆笑）

ギィ：…………。

ドラン：さて、次は私の番ナリが……。

ギィ：確実にジルドーラを潰そう。苦しそうだって話だから《ダブルキャスト》は使わなくてもいいんじゃないか？。

ドラン：そうナリな。《ランニングセット》《クラッシュバリア》《ブーストマジック》《エアリアルスラッシュ》のコンボでジルドーラを攻撃。風の刃やいばをくらうナリよ！




　この魔法攻撃で、ドランは85点のダメージを与あたえ、ジルドーラを倒すことに成功。




ＧＭ：「バカな！　……一矢も報むくいることすらできず……だと」ドランの放った風の刃を受け、その身から血を吹き出してジルドーラが、ばたりと倒れます。

ドラン：ふぅ～。問題なく倒せたナリ。

ギィ：これでこっちが追おい込こんだ状態になったからな。ここは降こう伏ふく勧かん告こくをしておくぞ。「おい、バルムンク。降伏しろ。お前に勝ち目はねえ！」

ＧＭ：グスタフは淡たん々たんと返事をします。「降伏はありえヌ。そして、その女を行かせるワケにもいかヌ。我が命をかけて、貴様らを殺ス」

ドラン：面めん倒どうな相手ナリね！

ギィ：マムを行かせたくない理由……ね。

ＧＭ：次の行動はグスタフ。ムーブアクションで移動して、10メートル距離を詰つめる。

ギィ：うお、これで射程に入れられた!?

ＧＭ：フリーアクションで《ウォータールーン》。マイナーアクション《マジックブラスト》、メジャーアクションでオリジナルスキルの《レフトマジック》。失われたエルダの魔術を一部再さい現げんして攻撃します！

ギィ：効果は？




《レフトマジック》

　オリジナルエネミースキル。メジャーアクションで使用。「射程：20ｍ」「対象：単体」に魔法攻撃を行なう。リアクション不可、軽減不可。命中判定［３Ｄ＋20］。ダメージは、〈水〉属性魔法ダメージ［６Ｄ＋[image: 100]］。




ＧＭ：グスタフがルーンを描えがくと、足あし下もとから水の槍やりが生まれてギィを貫つらぬくという感じです。

ギィ：リアクション不可か！　しまったな、こっちに《インターフィアレンス》だったか。

マルセル：結けつ果か論ろん的にはな。まあ、仕方あるまい。

ギィ：《インタラプト》……は……ここも我慢しよう。最終決戦に向けて温存だ。

ＧＭ：対象はマムとギィ。命中判定（ダイスを振る）……クリティカルはせず。リアクション不可の攻撃なので、命中します。「喰くらエ！」

ギィ：……マムを《カバーリング》。やるしかねぇぜ。

アキナ：１点でもダメージがいくと死にますからね。

ＧＭ：ではダメージ。（ダイスを振る）……[image: 125]点の〈水〉属性魔法ダメージ。

ギィ：げっ！　マズイな……そのダメージだと、倒れる。

アキナ：ええ、倒れちゃうんですか!?

ギィ：カバーして二倍ダメージだからな。さすがに耐たえられねえ。…………。シナリオ１回のスキルだが、ここで《ディフェンストリック》を使う。ダメージを60点軽減だ。




　足下から迫る水の槍を躱そうと、地下牢の格子を利用して、軽やかに跳ちよう躍やくするギィ。

　完全にとはいかないが、なんとかダメージを軽減し、マムを守り抜いた。




ギィ：これで残った【ＨＰ】は33か。厳しくなってきたぜ。

ＧＭ：「無理なら、あたしなんか捨てちまいな」と、淡々とつぶやくマム。

ギィ：けっ、そうするなら、最初から背負ったりしねぇよ！

ＧＭ：そんなやりとりを見て「余裕のつもりカ？　まあイイ。我が太たい古こより残された魔法の秘ひ術じゆつで、我が貴様らを殲滅する未来は変わらン」と杖でギィとドランを指し示すグスタフ。

ドラン：それは挑戦と受け取った――望むところナリ！

アキナ：おおっ！　ドランさんが燃えています！

ＧＭ：というところで、クリンナッププロセス……はなにもありませんね。では、次のラウンドへ。




●第二ラウンド

行動値

ギィ　　　　　31

ドラン　　　　22

グスタフ　　　19
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ＧＭ：第二ラウンドのセットアッププロセスと参りましょう！

ドラン：ワタシはなし。

ＧＭ：グスタフもないので、イニシアチブプロセス。特になければギィのメインプロセスとなります。

ギィ：じゃあ、さっきの礼をしてやるさ。

　そして、電光のようなギィの二連射が、ローブのエクスマキナを襲った。

　しかし、グスタフは、ギィの急所をえぐる矢を受けつつも、敢然と立ち続けていた。




ギィ：《ダブルショット》二発で、[image: 250]点以上はダメージをぶっこんだつもりだが、まだ生きてるか……。

ＧＭ：かなり、ダメージを受けてるのは間違いないですね。グスタフの目は戦意を失ってはいませんが、心なしか肩が落ちてる感じです。

ドラン：それじゃ動くナリよ。さっきと同じ、《ランニングセット》《クラッシュバリア》《ブーストマジック》《エアリアルスラッシュ》。あとは……《バリアントマジック》も同時に使うナリ。これでダメージに＋５Ｄ。

アキナ：これならいける？

ドラン：ＧＭの話だと、グスタフはあと一押しのはず……いけるナリ！

アキナ：がんばって……ドランさん！

ＧＭ：一方グスタフは、反撃のために魔力を高めているようで、蒼白い光をその体から発散しています。

ドラン：倒せないとマムが危ないから、がんばるナリよー！　《エイミングフォージ》を使って＋２Ｄする。命中判定ナリ……（ダイスを振る）……ダメか、クリティカルしない。

アキナ：ああー……。

ＧＭ：振り直しですか？

ドラン：うん。フェイトを使って振り直し。

ギィ：うん、まあ菊きく池ちさんらしくていいんじゃないかな（笑）。

ドラン：そんな〝らしさ〟はいらないナリ――ッ！（一同爆笑）　（ダイスを振る）……ぎゃー!?　クリティカルせず!!　だが……達成値は52。
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ＧＭ：回避します。クリティカルのみで成功か……。気合いを入れて……（ダイスを振る）……ダイスは……６と……。

一同：なにぃ――っ!!

ＧＭ：……４。残念……達成値25で回避失敗！

ドラン：ほっ。

ギィ：びびらせんなよっ！（笑）

アキナ：相変わらずのダイス目ですね。さっきもクリティカルを出してたし。

ＧＭ：はっはっは。

ドラン：とにかく当たった以上、がんばってダメージを出すナリ！　（ダイスを振る）……[image: 101]点の〈風〉属性魔法ダメージ。




　屋内の牢ろう獄ごくで、ひゅうとかすかに風が流れる。

　異変に気がついたグスタフが回避を試みるが、時既に遅おそし。

　いつの間にかグスタフの周囲を取り囲んでいた無数の不ふ可か視しの風の刃が、機械の身体をみじんに切きり刻きざんだ。




ＧＭ：「ここまでカ……」とつぶやいて、グスタフは倒れます。戦闘終了です。

ギィ：ひゅー、死ぬかと思ったぜ。

ドラン：ふう。ギィとマムが無事で良かったナリ。

ギィ：まあな。さて、この後どうしたものか。

ＧＭ：このアジト最大の障しよう害がいであるふたりが倒れたので、安全にアジトを探索することができるようになりました。

ギィ：本来の目的はそれだからな。じゃあ、マムに応急処置を施した後、調査を続けるか。

ＧＭ：了解です。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：というわけで、ふたりがアジトの中を探ると、高度な魔術と錬金術によって構築された研究室を発見します。

ギィ：研究室……か。

ドラン：どうやら、アタリみたいナリ。




　そこはほの暗い部屋であった。

　しかし、錬金術で作られた青白い照しよう明めいによって、内部で活動するのに不自由のない程度の明るさはあった。

　その部屋でもっとも目立つのは、人間がすっぽり入るような大きさの半はん透とう明めいの筒つつ。

　それが壁面にずらりと並ぶ。

　研究に使っていた卓上には、多くの書物や書類も積まれていた……。
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マルセル：まさか……。

ギィ：その半透明の筒がなんなのかわかるか？

ＧＭ：ええ、残された資し料りようからすると、どうやらグリンダのクローンをこの筒で培ばい養ようしていたようです。

アキナ：グリンダのクローン!?

ＧＭ：どうやらクローニングできるのは死者のみのようですね。さらに、作成されていたクローンはすべて稼か働どう中のようで、現在培養中の身体もありません。

ドラン：ほう。作られたグリンダクローンの数は？

ＧＭ：それは不明ですね。

ギィ：なるほど……あとはなにが分かる？

ＧＭ：アベルの計画の概がい要ようが分かります。どうやら、変へん装そう能力を持つグリンダのクローンやその他のバルムンクのエージェントを使って、各国の王を暗殺する計画のようです。

マルセル：王の暗殺だと!?

ＧＭ：より正確にいえば、エストネルに向けて進軍中の軍を率ひきいている四カ国の王、ですね。

ギィ：進軍中の軍か。紛まぎれ込こみやすいから、だな。

ＧＭ：そういうことです。なお、王が軍を率いている国はレイウォール……。

ギィ：グラスウェルズ、ゴルフォードを加えた三つだな。アガルタ公国は王国ではないが、ロッシュを王と考えられるかな……。

ＧＭ：どうやらバルムンクは彼を王とみなしているようです。

ドラン：……ふむ。ロッシュは小さいが国の主だし、メルトランドの王族の血を引いてもいるナリな。

アキナ：リディル、フィリップ、ドワーディン、ロッシュが暗殺対象の候補ですね。

ＧＭ：さらにもうひとつ。アベルがこの研究室を作り、人体改かい造ぞうやクローン作成の研究を行なっていたのは、バルムンク一二人衆のひとりであるヴェイラス博士です。

ドラン：バルムンク一二人衆とは懐なつかしいなー。

ギィ：いたいた。モンドーラに、フォード、ディーンに、ベイオネットとかいたなぁ。

アキナ：経済バルムンクのゴルドレイとかいましたね。イヤな人でした！（笑）

マルセル：しかし、ヴェイラス博士ってのは初登場だな。誰だ？

ＧＭ：『無印』六巻でベルフトに首を斬きられた最後のバルムンク一二人衆の三人がいたでしょう？　あの中のひとりです。『デスマーチ』第一巻のあとがきで示唆した、魔獣研究者であるという読者投稿ＮＰＣがいたので、採用させていただきました。

ギィ：『デスマーチ』第一巻のあとがきって……（笑）。ずいぶんとネタを寝かせてたもんだな！（笑）




〝生命バイオサイエンス〟のヴェイラス博士

（一一二歳／男／ヒューリン　投稿者：兵庫県　柴寅さん）

　バルムンク一二人衆のひとり。バルムンクで、魔術的な生命力の強化をテーマに研究を続けてきた人物である。人間の魔ま獣じゆう化かや能力の強化・複ふく製せいなど自然の摂せつ理りに反する行こう為いを好んで追究してきた。自身の身体さえも魔獣化研究の実験対象としており、かつてベルフトに斬ざん殺さつされた際も、自らに与えた強きよう靱じんな蘇そ生せい能力のおかげで彼だけは一命を取とり留とめていた。
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ドラン：そういえばそんなことあったなあ……。

アキナ：首を斬られたのに、生きていたんですか？

ＧＭ：このヴェイラス博士は強力な蘇生能力を持っており、首を切られても死ななかった……という、設定です。

ギィ：十じゆつ把ぱ一ひと絡からげで名なしのまま死んだはずだったのに、昇しよう格かくしたんだな（笑）。

ＧＭ：九死に一生を得たヴェイラス博士は、紆余曲折を経て、アベルの配下となります。

ドラン：……あ。第九巻のラストでアベルがナイフで刺さされたのが治ったっていうのは……。

ＧＭ：ヴェイラス博士の研究成果のひとつ、ですね。

ドラン：どういう仕組みで治ったのか分からないナリか？　弱点的なサムシングが分かれば最高ナリが……。

ＧＭ：そのあたりは分かりません。

ギィ：そのヴェイラス博士は、このアジトにいないんだよね？

ＧＭ：いません。捜しても発見できませんでした。……分かったのはそのくらいですね。

ギィ：……そうか。ならとっとと、マムを背負って帰ろうぜ。

ＧＭ：マムは苦しげな顔ですが「はっ、まさかアンタに背負われて、ご帰還する日が来るなんて……長生きはするもんだね」と、まんざらでもないという顔で言いますよ。

ギィ：それには「けっ」とだけ言っておく。で、ドラン、時間がないし魔術でこのアジトの設せつ備びをぶっ壊こわしてくれ。

アキナ：壊しちゃうんですか？

ギィ：本当だったらもっと違う対たい応おうするんだけど、いまは時間がない。とりあえず今後は利用できないようにするのがベストだろう。

ドラン：了解ナリ。では、ぶっ壊すナリよー。

ＧＭ：では、ドランの魔術によりアジトは使用不ふ可か能のうな状態まで破は壊かいされました。というところで、いったんシーンを終わります。




　フェリストルの一角に轟ごう音おんが響いた。

　アジトの中にあった魔力炉をドランが魔術で破壊、蓄積されていた魔力が暴発したのだ。

　遺い跡せきの上空に立ち上る黒煙を眺め、後始末が終わったことを確認したギィとドランは、ノルウィッチへと帰還を急ぐのであった――。







◆Middle 04◆出しゆつ撃げき式




　エンジェルファイヤーが、バルムンクの基地を調査している頃ころ。

　ノルウィッチから、ついにフェリタニア合衆国軍とビルベリが出撃した。

　最後の戦いに向けて、今、四つの国が集つどう。




ＧＭ：ミドルフェイズの４シーン目は、マスターシーンです。エストネルに向けての出しゆつ陣じん式しき、そしてビルベリおよびフェリタニア軍が、ノルウィッチからエストネルへ向けて出発する、という情じよう景けいが描えがかれます。

ギィ：オレたちが戻ってくる少し前の出来事だな。

アキナ：ですねっ。

ＧＭ：この出陣式において、『ゲッタウェイ』第五巻では以下のようなやりとりがありました。




ＧＭ：ええ。……さて。スリスは小さな身体で演えん壇だんに上がり、出陣の挨あい拶さつを始めます……。
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「この中にはかつてわたしの国と戦火を交えた人もいるでしょう。

　あるいは長年いがみ合い、憎にくみ合ってきた方々もいるでしょう。

　わたし自身、一度は国を失い、他国へ難を逃のがれたことがあります……」




チコ：『無印』二巻と『ブレイク』一巻の話っすね。




「その間、様々な戦いの影に卑ひ劣れつな妖よう魔ま、魔族の存在があることをしりました。

　アルディオン大陸の影で暗あん躍やくする恐るべき組織の存在も明かされました……」


――『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ』五巻より引用






ＧＭ：と、このような感じで、スリスはアルディオンに迫せまる危き機きを、集った諸しよ国こくの指導者や兵たち、ノルウィッチの人々にうったえかけます。

アキナ：はい（←真しん剣けんな表情）。

ＧＭ：さらに彼女の演えん説ぜつは続き……。




「わたしたちにできることは多くはありません。

　しかし、今エストネルの地下で身動きが取れなくなっているピアニィ様を、

　そしてその仲間たちを自由にできれば、きっとどんな敵でも倒せるはずです！

　みなさん。今あなた方にできることを全力で行ってください。

　そして妖魔、魔族を打だ倒とうして、人間の勝利をつかみましょう！」




一同：おーっ！




　その場にいる全員が起立し雄お叫たけびをあげる！

　誰が始めたのか、ピアニィの名を呼び、バンザイと叫さけぶ者たちもいた。

　時に帝てい紀き八一六年一月一日。

　フェリタニア合衆国のスリスの呼びかけに応おうじて集まった人間の軍勢は、妖魔の群むれが待つエストネルに向かった。

　後に〝人類戦争〟と呼ばれる、妖魔に翻ほん弄ろうされてきた人類の一大反攻作戦であった。


――『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ』五巻より引用






ＧＭ：……と、年若き統一帝アルドワルダの呼びかけに、集まった多くの人々が共鳴。妖魔・魔族との決戦の思いを新たにします。

アキナ：スリス様、立りつ派ぱです！

ドラン：感かん慨がい深ぶかいナリねぇ。

ＧＭ：そして、合衆国の主力部隊も、続々と出陣。集った諸国の指導者も転送石などを用いて、自国の軍ぐん団だんと合流。そして〝ゲッタウェイ〟とビルベリも……。




ＧＭ：では、出陣式の後、アンバーたちにしばしの別れを告げたみなさんは、ビルベリに乗のり込こみます。中には、志し願がん兵へいたちが乗っていて、ヒルダの号令を待っている状態です。

ヒルダ：では、ビルベリに乗り込んで、号令をかけるぞ。「出発だ！　目的地はエル・ウルフリック・ミンスター！」




　小山ほどもある歩く城じよう塞さい、ビルベリから、重い駆く動どう音おんが響ひびく。

　その鋼こう鉄てつの足が高々と上がり、続いて地を踏ふみしめる。

　大地を震ふるわせながら、ビルベリはエストネルに向かう第一歩を踏ふみ出だした。


――『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ』五巻より引用






ＧＭ：――てな感じで、出撃していくわけです。

マルセル：〝偉大なるヒース〟を宿したチコをエル・ウルフリック・ミンスターに送おくり届とどけるビルベリは、今回の作戦の鍵かぎを握にぎる存在だからな。

ドラン：無事に出発できて良かったナリ。

ＧＭ：ちなみに、諸国の軍の部隊には、ゴノレゴ一四世やギンブリー、イルファなど、かつてともに戦ってきた仲間たちが分散して配属されました。国同士の連携のためだったり、不足気味な兵数の補充のためといったところがその理由です。

アキナ：なるほど！

ＧＭ：そしてさらに、カメラは別の軍の様子も映うつし出だします。

ギィ：なんだよカメラって!!（笑）

ＧＭ：ムービーシーンとお考えください（笑）。




　エル・ウルフリック・ミンスターを中心に集結した、妖魔たちの軍団。

　彼らを討うつべく、人類諸国の軍隊が進軍していく。

　北西から、白はく竜りゆう王おう国こくの若わかき王、フィリップが率いる、グラスウェルズ軍が。

　東と北東からは赤せき竜りゆう王国の新たな女王、リディルが率いるレイウォール軍が二手に分かれて。

　メルトランド王家の血を引く少年、ロッシュが率いるアガルタ公国軍は合衆国軍とともに北から。

　錬れん金きん術じゆつの国ゴルフォード。その王ドワーディンをともない、錬金騎き士し団だんの将しよう軍ぐんゲオルグが率いるゴルフォード軍が南西から。

　妖魔たちとの決戦にむけ、戦士たちは大地を進む。




　やがて戦せん端たんが開かれれば、人類軍は妖魔軍を半ば包囲するような形で攻撃を開始することになるだろう。

　アルディオン史上まれにみる壮そう大だいな作戦が進行しようとしていた。
















アキナ：本当に大がかりな作戦になりましたね。

マルセル：ああ。四カ国の王がひとつの戦場にそろうなど、過か去こにも例がないことだ。

ギィ：いかにも最終回！　って感じがしていいねぇ（笑）。

アキナ：あたしたちもノルウィッチに集合したら、急いで決戦の場に向かいましょう！

一同：おうっ！




　人類の軍団が目指すは、エストネルの聖せいなる地、エル・ウルフリック・ミンスター。

〝偉大なるヒース〟を大地に根付かせ、このアルディオンを世界につなぎ止めるため、彼らは最後の戦いに挑いどもうとしていた。







◆Middle 05◆仕掛けられた陥かん穽せい




　ノルウィッチ城はいつになく静かだった。

　決戦のために多くの戦士たちが出発して以降の数日。残った人々は、つとめていつもどおりに振る舞おうとはしていた。しかし、そうそう不安を打ち消すこともできない。

　そんな焦しよう燥そう混まじりの静けさが漂ただよう城中に、アキナたちは帰還を遂げたのであった。




ＧＭ：では、ミドルフェイズの５シーン目です。それぞれバルムンクのアジトで貴き重ちような情じよう報ほうを獲かく得とくした皆みなさんは、転送石を使うなどして、ノルウィッチに戻もどってきました。シーンプレイヤーはギィ、ＰＣは全員登場です。

アキナ：それで、軍はもう出しゆつ撃げきしちゃってますか？

ＧＭ：ええ。先ほどのＧＭシーンでやったとおり、既にエストネルに向けて進軍しています。それから数日後に帰還したと考えてください。

ギィ：オレはまず、マムを救きゆう護ご班はんに引ひき渡わたす。治ち療りようを頼たのむぜ。

ＧＭ：わかりました。マムはベッドに寝ねかされ、手当が施ほどこされます。

ギィ：よーし、これでいい。それで、アキナとマルセルとはすぐに合流できるのか？

ＧＭ：はい、特に問題もなく、ノルウィッチで合流できました。では、皆さんはエンジェルファイヤーの〝部室〟に集合したということで。




　かくして四人は、再び〝部室〟に集まる。

　ちょうど夕食時であったため、パンやスープ、ハムや果物などを用意してもらい、腹ごしらえを兼ねた作戦会議が始まることとなった。




アキナ：じゃあ皆さん、席について、食事をしながら情報交換をしましょう。実はお腹すごくすいてたんで、あたしは早速パンをかじり始めたり（笑）。

マルセル：まあ、無理もない（笑）。私は胃のこともあるので軽くでいい（笑）。では、ギィとドランに早速聞こう。……そちらの首尾は、どうだった？

ドラン：そりゃもう！　大変なことが判はん明めいしたナリ！

ギィ：あの野や郎ろう、とんでもないことを考えてやがったぜ！　エストネルに進軍中の王たちをぶっ殺そうとしてやがるんだ！

アキナ：な、なんですって!?




　ギィとドランは、アベルがエストネルに進軍中の各国の王を暗殺しようと企んでいること。また、それをグリンダのクローンを用いて行なおうとしていることを説明した。




ドラン：ギィを襲おそったやつも、どうやらそのグリンダクローンの一体と推測できるナリ。あの変へん装そうの技を、見み破やぶるのは難むずかしいナリね。

ギィ：おまけに、クローンが今どれだけの数がいるのかも不明だ。

アキナ：つまり……もう既すでに各国の軍にまぎれこんでる可か能のう性せいがある、ってことですか!?

ギィ：そのとおりだ。

ドラン：で、アキナたちも、何か摑んだナリか？

アキナ：そうなんです！　こっちも大変なことがわかりました！　異い界かい祭さい祀し書しよっていう、すごい魔獣を呼び出す本を、アベルが持ってるらしいんです！

ギィ：つまり、アベルは魔獣を呼び出すつもりってことか？

アキナ：みたいですよ。えっと、〝なんとかかんとか〟っていうすごい強い魔獣です！（笑）
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マルセル：古の魔獣、〝フィンブルヴェトル〟、だな（笑）。

アキナ：そう、それです！（笑）




　アキナとマルセルは、アベルのもうひとつの企み――異界祭祀書を用いた魔獣フィンブルヴェトルの召喚についてギィとドランに語った。

　フィンブルヴェトルは、邪神の最終兵器と呼ばれたナグルファルに匹敵する力があり、その召喚には四人の英えい雄ゆうを生いけ贄にえにすることが求められるという。




ギィ：なるほどね。邪神の最終兵器と呼ばれる魔獣の力を手にすれば、フェリタニアやマーリンと対抗できる。そうアベルが考えたとしたら……。

アキナ：アベルは魔族を倒し、世界を自分のものにしたいと考えているんでしょうか？

マルセル：その可能性は高いな。あの男は欲望は底が知れないな。私が予想していた以上の怪物かも知れん……。

ドラン：それにしても、四人の英雄を生け贄にする、ナリか……。

ギィ：四人か。……数がぴったり合うな。

アキナ：バルムンクが戦場で暗殺しようしている王の候補が四人でしたね。

マルセル：リディル、フィリップ、ドワーディン、ロッシュか。……なるほど。〝英雄〟というのがこの四人の王を指す可能性は高そうだな。

ギィ：つまり、アベルはリディルたちを生け贄に捧ささげて、魔獣を呼び出すつもりか……。

アキナ：そんなこと、させません！

ドラン：同感ナリ！

ギィ：マルセル。ひとつ質しつ問もんだ。四人を生け贄にすれば、それで魔獣が召しよう喚かんできるのか？

マルセル：いや、召喚用の魔ま法ほう陣じんを展てん開かいした上で、生け贄を捧ささげなければならないらしい。

ギィ：魔法陣か……。

ドラン：それなら、戦場で暗殺するというより……誘ゆう拐かいが目的ナリか。

マルセル：死体があればいいのかもしれん。いずれにせよ、暗殺を防ぐつもりで行動すれば、自ずと誘拐も防げるだろう。

ＧＭ：…………。

ギィ：……それとは別に、もうひとつ気になることがある。オレたちが戦った〝残された魔術レフトマジツク〟のグスタフは、マムを見て「その女を行かせるわけにはいかない」って言ってたんだ。

マルセル：ふむ。マムが何かを知っている可か能のう性がある、と。

ギィ：そういうことだ。

アキナ：怪け我がをして寝ねてるところを起こして、ごめんなさいって感じですね……。

ドラン：しかし、我われ々われには時間がない上に、情報がいるナリ。仕方がないナリよ。

ギィ：大だい丈じよう夫ぶだって。あの蛇の妖怪みたいな女が、そう簡かん単たんにくたばりはしねぇからさ。

ＧＭ：その瞬しゆん間かん、「ああ、そのとおりだよ」という声とともに、突とつ然ぜん扉とびらが開きます。




　その場に入って来たのはオーレリー・カルマン。

　松葉杖をつき、身体のあちこちに巻かれた包帯が痛々しいが、その眼に宿る凄すごみは相変わらずだ。
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ギィ：げぇ――――っ!?　マ……マムッ!?
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ＧＭ：「そんなに驚かなくてもいいだろ？　傷つくねぇ」（一同爆笑）

ギィ：…………。

ドラン：こ、これは気まずいナリ（笑）。

アキナ：それはそれとして（笑）。……マムさん!?　【ＨＰ】１なのに大丈夫なんですか!?（笑）

ＧＭ：メタな心配された！（笑）

ギィ：ま、冗じよう談だんはさておき……わざわざ来なくてもいいだろ？　おとなしく寝てろっての。

ＧＭ：「あんたたちに、どうしても話しておきたいことがあってね」

ギィ：はー……ったく、しょうがねえな。抱だき上あげて、椅子に座すわらせてやる。

ＧＭ：「アベルが、妙みようなことを言っていたんだ」椅子の背もたれに身体をもたれかけさせながら、マムは切り出します。

アキナ：妙なこと……ですか？

ＧＭ：「ああ。あいつをナイフで刺した時のことさ。いくら肉体を傷つけても、魂たましいの在あり処かがわからなければ、自分を殺すことはできない……って、蘇生した後に言ってたのさ」

アキナ：……魂の在り処？

ドラン：それは重要なヒントナリ。

ギィ：恐らく、ヤツの不死身の肉体は何回殺しても蘇生する、ゾンビみたいなもんなんだろう。恐らく〝魂〟――急所に相当する部分が肉体の外部にあるはずさ。

ＧＭ：さすがに、そこはすぐに察してきますね。

ギィ：まあ、弱点のない不死身の敵なんてありえないからな。さらにアベル配下に生命を操るヴェイラス博士ってヤツもいるんだろう？

ドラン：予想してくれって言っているようなものナリ。

アキナ：魂だけ取り出して、別の場所にって……アベル、人間やめちゃってますね。

ドラン：なりふりかまってない感じナリ。

マルセル：とにかく、別の場所に隠かくされている魂を、探さがし出だす必要があるのか。

ギィ：で、そのアベルの魂がどこにあるかはわかるのか？

ＧＭ：「いや……それは知らないね」

アキナ：ありがとうございます！　とても参考になりました！

ＧＭ：マムはにやりと笑い、「そうだろ？」と頷きます。

ギィ：だけど、あんたはここまでだぜ。いいか、エストネルまでついてくるとか言わないでくれよ。ゆっくり寝てろ。

ＧＭ：「東方じゃ、果か報ほうは寝て待て、と言うらしいしねぇ。それじゃ……あんたの仕事ぶり、じっくり観察させてもらおうか」

ギィ：見てなくていいっての！（笑）いいから寝てろ、目をつぶって、この街を一歩も出るな！　わかったか！

ＧＭ：（おばちゃんっぽい口調で）「あらあら、相変わらず恥はずかしがりやさんねぇ」
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ギィ：お前は誰だれだーっ!?（一同爆笑）

マルセル：近所のおばちゃんのような口調だったぞ（笑）。

ドラン：こんなマムはありえないナリ、まさか……（笑）。

アキナ：お前がグリンダかーっ!!（一同爆笑）
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　違ちがいます。




ＧＭ：「冗談だよ、冗談」（笑）

ギィ：そんな冗談言ってる場合かっ！（笑）

アキナ：危あぶなかった、思わずオーレリーさんに斬りかかるところだった！

ドラン：どんだけ、グリンダがトラウマナリか!?（笑）

アキナ：あ……あははは。

マルセル：ともかく、我々は一いつ刻こくも早く軍に追いつかねばならんな。

アキナ：そうですね！　アベルの計画を早く潰さないと！

ギィ：その前に、【ＨＰ】や【ＭＰ】を回かい復ふくしようぜ。戦いは準備が大事だぜ。

ＧＭ：出発まで多少は時間があります。《ヒール》やポーション類の使用回数にも、特に制せい限げんはありません。回復したい方は、このタイミングでどうぞ。その後シーンを終了します。

一同：了りよう解かい！




　一行は、マルセルの《ヒール》と、持っていたＭＰポーションの類たぐいを使い、【ＨＰ】と【ＭＰ】をほぼ満タンになるまで回復させ、戦いの準備を整えたのであった。







◆Middle 06◆エンジェルファイヤー、出しゆつ陣じん！




　一刻も早く軍に追いつき、アベルの謀略を食い止めねばならない。

　エンジェルファイヤーは出撃のための準備を進める。

　アキナも自室で、愛用の武具の手入れを入念に行う。

　これまで彼女とともに戦ってきた物言わぬ相棒たち。ずっしりとした重さと、鈍い金属の輝きがどこか頼もしく見える。

　そんな中、彼女の部屋の扉を叩く音が響いた――。




ＧＭ：さて、次のシーンです。シーンプレイヤーはアキナ、他の皆さんも、希望すれば登場ＯＫです。

アキナ：はーい！

ギィ：オレはちょっと様子見をするかな。適てき当とうなところで出る。

ＧＭ：わかりました。先ほどのシーンの直後、アキナは私室で出発の前に、装備などをチェック、手入れをしているところです。

ドラン：鎧の金具のゆるみがないかとか、剣の刃こぼれとかをチェックしてるナリな。

アキナ：あ、大事ですね。念には念を入れてチェックをします。

ＧＭ：そんなアキナの部屋の扉がコンコンと叩かれます。

アキナ：……誰だろう？　じゃあ、扉を開けますね。

ＧＭ：扉の向こうにいたのは、スリス。走って来たのか、少し息を切らせているようです。

アキナ：スリス様が来てくれたんですか！

ＧＭ：ええ。




　アキナのもとに姿を現わしたのは、フェリタニア合衆国の統一帝スリス。

　先日の出陣式では、その年齢に似合わぬ威厳を見せ、兵士たちを奮い立たせた少女だ。

　だが、今はその面影はない。

　不安に押しつぶされそうな今の姿は、年相応の女の子にしか見えなかった。




アキナ：ちょっとびっくりして、準備の手を止めます。

ＧＭ：スリスは息を整ととのえながら、「アキナ、もう行くのか」と尋たずねます。

アキナ：はいっ。皆さんはもう先に行っていますので、あたしたちもすぐに追いかけます。

ＧＭ：「マルセル殿どのの報ほう告こくを聞いた……。今度は、世界を滅ほろぼすような魔獣が出てくるような戦いへ向かうのか」

アキナ：ええ、そうみたいですね。

ＧＭ：「いつも、アキナたちばかりに危あぶない目に合わせて……すまない」

アキナ：スリス様……。

ＧＭ：「……私は無力だ。多くの兵を戦場に向かわせ……そのうえアキナたちまで……」




　スリスは、目を伏せて言った。

　その声は震えていた。

　小さな手はきつく握りしめられていた。

　ふとしたきっかけで、泣き出してしまいそうな感情の高まり押さえ込むように。
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アキナ：スリス様……責任を感じてるんですね。

ドラン：年齢を考えると……無理もない話ナリ。

アキナ：では、笑って言います。大丈夫ですよ。スリス様。あたしはフェリタニア第一の騎士ですから……。

ＧＭ：「アキナ……」




　アキナは軽くしゃがみ、スリスと同じ目線になって言葉を紡ぐ……。




アキナ：――スリス様のためなら、あたしはどこにでも行きます！

ＧＭ：「……ありがとう」と、彼かの女じよは感かん謝しやの言葉を述のべます。

アキナ：今回の戦いは、いつも以上に多くの人が関わっています。もしかしたら、この大陸の歴史で、もっとも重要な戦いになるのかもしれません。

ＧＭ：スリスは真剣な目で頷きます。

アキナ：でも、そうした困こん難なんをみんなで乗のり越こえるたびに、幸せに近づくんだって思います。

ＧＭ：「困難をみんなで乗り越える……」

アキナ：……だから、スリス様の思いを胸にアキナは戦ってきます！　……みんなが幸せになるために。
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　それは決意を秘めた笑顔だった。

　そして、アキナの瞳には、誰もが信頼したくなるような、

　芯しんの強さをともなった誠実さが見て取れた――。




ＧＭ：スリスはアキナの手を取って言います。「わかった。私の代わりに存分に戦ってきてほしい」

アキナ：はいっ！　その手を力強く握り返します。

ＧＭ：「アキナは強いな。私もアキナのように強くなりたい」と、あなたの目を見るスリス。それはどこか、あなたに憧あこがれをいだくようにも見えて……。

アキナ：う、ちょっと責任感が！　アル兄様もこんな気持ちだったのかな……。

ドラン：（うんうんと頷く）アキナさんは一人前に成長を遂げたナリ。だから、色んな人の憧れの対象になるのも当然ナリね。

アキナ：……でも、出陣式を立派にやりとげているし……。スリス様。正直に言ってあたしは、スリス様はもう十分強い心を持っていると思いますよ。

ＧＭ：「そう言ってもらえると……うれしい」ちょっと頰ほおを染そめて、照れ笑いのスリス。

アキナ：ふぁ～、かわいいなぁ～♪

ＧＭ：とここでスリスは改まった表情になります。「そうだ。本来の目的を伝えよう。私のほうから、心ばかりの贈おくり物ものを用意した。門にウィンドホークを人数分、用意している。急いでいるようだから、使うといい」

マルセル：ウィンドホークか。確たしか『アリアンロッド・サガ・ノベル・デスマーチ』の三巻で登場した乗り物だったな。

ＧＭ：そのとおり。空を飛ぶことができるアイテムです。ちなみに、皆さんは一度使ったことがあるので、操そう縦じゆう方法なども全部わかっています。

ドラン：大おお幅はばにショートカットができるのは大きいナリな！

ＧＭ：「これで空を飛んで行けば、さほど時間もかからずに追いつくだろう」

アキナ：わぁ、助かります。スリス様、ありがとうございます！

ギィ：あとは伝心人形あたりがあるとうれしいけどな。

ＧＭ：ではここで、「ほらほら、何かと入り用でしょ？　これも持っていきなさい」と、エルゼリエが登場。人数分、伝心人形を持ってきてくれます。




エルゼリエ・ブルックス

　メルトランドの豪ごう商しようブルックス交こう易えき商会の会長。アル、エルザ、アキナの母親でもある。有ゆう能のうでとても押おしが強い女じよ傑けつ。
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アキナ：あ、お母様！

ＧＭ：「あなたたちが行くのは戦場だし、別行動になることもあるだろうから。こういうのがあったほうが役に立つでしょ」

マルセル：そういえば、ブルックス商会で取とり扱あつかっていたな。

ＧＭ：ということで、伝心人形を通じて、離はなれていても会話できるようになりました。

アキナ：ありがとうございます、お母様！

ＧＭ：「それじゃあアキナ、行っておいで。大丈夫、きっと何とかなるよ」

アキナ：はいっ。行ってきます！　準備を整えて、みんなのところに向かいます！

ＧＭ：では、準備ができたアキナたちは、スリスやエルゼリエ、イザベラなどの面々に見送られながら、ウィンドホークに乗り、ふわりと空へ舞まい上あがります。

アキナ：笑顔で手を振ふりますっ！　いってきまーす！

ＧＭ：見送る人たちもみな、笑顔で手を振り返してくれます。

アキナ：よぉしっ……行きましょうっ!!

一同：おうっ！

ＧＭ：では、このシーンを終しゆう了りようしましょう。




　アキナたちはウィンドホークの進路を南へと向けた。

　目指すは、決戦の地――エストネル。

　放たれた矢のごとく空を翔かけ、見る間に小さくなるエンジェルファイヤーのシルエット。

　それがやがて黒い点になっても。目には映らなくなっても。

　四人の無事を祈るように、スリスはいつまでも、手を振るのであった――。







◆Middle 07◆暗殺者を討て！




　風を切って空路を進むエンジェルファイヤー。

　冬の大気は冷たく、アキナたちの頰を冷気がなぶる。

　だが、かまっている暇はない。今は時間こそが何よりも貴重なのだ。




ＧＭ：さて、次のシーンです。シーンプレイヤーはドラン、全員登場です。皆さんは、ウィンドホークに乗のり込こみ、出力全開でエストネルへと向かっています。

ギィ：いぃーやっほぉ――うっ!!（一同爆笑）

アキナ：ギィさん、楽しそうですね！（笑）

ギィ：こういう乗り物に乗ったら、まず言わねぇとな！（一同笑）

マルセル：（素すに戻って）……おや？　酒さか井いさん、さっきと髪かみ型がたが変わってますね。

アキナ：はい！　今結びました！　気合いを入れて、アキナと同じ髪型にしましたよっ！




　アキナも酒井さんも、やる気十分のようです。




アキナ：よぉし、やるぞーっ！（ぐっと拳こぶしを作る）

ＧＭ：すばらしい、その意気です。

アキナ：はいっ！　最後までがんばりますよ！

ＧＭ：さて、アヴェルシアの山がちな大地を見下ろしながら、空をゆく皆さん。今は冬。寒空を飛ぶ皆さんは、必ずしも快適な旅を楽しむというわけにはいきません。

ドラン：覚悟のうえナリ！

ギィ：お前、寒さとか感じるのかよっ！（笑）

ＧＭ：さて、強行軍で空を進んだエンジェルファイヤーの皆さんは、目的地へあと一歩というところに来ます。




　昼ちゆう夜やを徹てつしての飛行を続け、一行はアヴェルシア南方の国こつ境きようへと差しかかる。

　前方には、〝大崩壊〟の爪つめ痕あとも生々しい、荒こう廃はいした大地が広がる。

　緑はなく。命の気配もなく。見えるものは、岩と砂と瓦が礫れき。

　ここはエストネル。死と破壊で国中を覆い尽くされた悲劇の土地であった。




マルセル：かつてはその美しさを謳うたわれた国だったのだがな……。

ドラン：何もかもがなくなってしまったナリ。

ＧＭ：そしてその先には……。

























ＧＭ：人類側の軍隊と――妖魔軍団とが、激突している様子が見えます。

アキナ：先行していた軍隊に追いついたんですね！

ドラン：妖魔軍と激突しているようナリ。

ＧＭ：今見えているのは、フェリタニア合衆国が主体の軍の戦いですね。戦闘は非常に広い地域で展開しており、レイウォール、グラスウェルズ、ゴルフォードの軍はまた別の戦域で戦っていて、ちょっとそこの様子まではわかりません。

アキナ：妖魔軍を包囲するように攻撃するんですよね。

マルセル：そういう作戦だからな。

ＧＭ：そして、妖魔軍は人類側の軍隊との戦いに注意を引きつけられており、その間に生じた空白地帯を、砂すな埃ぼこりをたてて、巨大な古代兵器がずんずんと進んでいます。

ギィ：古代兵器……ビルベリだな。

ドラン：エル・ウルフリック・ミンスターに向かうナリね。

アキナ：作戦は始まってるんですね！

ＧＭ：はい。ではここで【感知】の判はん定ていをどうぞ。難なん易い度どは15、全員判定することが可能です。

アキナ：えーい！（ダイスを振ふる）駄だ目めです、10で失敗～。

マルセル：《トリビアリスト》を使おう。（ダイスを振る）19で成功だ。

ドラン：（ダイスを振る）おっ？　16で成功したナリよ！

ギィ：（ダイスを振る）出目３かよ!?（笑）だが16で成功！　宙ちゆう返がえりとかして、気づくのが遅おくれたってことで！　いやっほーう！　空だーっ！　サイコーだぜー!!（一同笑）

ドラン：はしゃぎすぎナリよ！（笑）

ギィ：大丈夫だ、ちゃんと気づいてるから！（笑）

マルセル：それで、いったい何を見つけたんだ？

ＧＭ：地面に走る、光の線です。皆さんは高度を取って移い動どうしているため、それが時折不自然に折れ曲がったり、途と切ぎれたりして、模も様ようを作っていることに気づきます。

ギィ：おいおい、何か光ってるぜ？

ＧＭ：マルセルとドランは魔術を扱あつかいますから、その模様が魔法陣の一部だとわかります。

マルセル：……その大きさは？

ＧＭ：恐らく、国ひとつを覆おおってしまえるほどです。




　そのうっすらとした光の線で構成された幾何学模様は、あまりにも巨大であった。

　戦場の上空に存在するエンジェルファイヤーであればこそ、その存在を感知できた。

　しかし、それでいてなお全容はわからない。

　それほど規格外のサイズを持つ魔法陣であった――。




一同：…………。

ギィ：……なあ、魔法陣って……。

アキナ：……魔獣召喚のために必要って話があったような。

ドラン：……猛もう烈れつに嫌いやな予感がするナリ。

ギィ：おいおい……まさか、戦場のどこで王が死んでも、生け贄になるってことかよ？

ＧＭ：ぶっちゃけそのとおりです。
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一同：なにぃ――――っ!?


ギィ：まったく、どうやってそんなバカでかいもんを!?

ドラン：万能戦艦とやらを使ったナリか？

ＧＭ：ふふふ。さて、どうでしょう？

マルセル：妖魔の勢力圏であるエストネルの状況は把握しようがなかったからな。フェリタニアやマーリンの助力のことも考えれば、なにをされていても不思議はない。それより注目すべきは魔法陣の規模だろう。ベルリールが崩ほう壊かいしたときは、都市ひとつを犠ぎ牲せいにして、魔獣を呼よび出だした。だが、今回は……。

アキナ：都市よりもずっと大きいってことですよね……!?

ＧＭ：それは一いち目もく瞭りよう然ぜんですね。

ギィ：どんだけ強力な魔獣を呼び出すつもりなんだ……ってことになるな。

ＧＭ：そういうことです。なお、戦闘は刻一刻と激しさを増していきます。




　黒々と群むれる妖魔たちが、連合軍に襲おそいかかる。

　連合軍も、それぞれの戦線で、妖魔の群れに反撃を加える。

　各国の軍を統とう率そつする王たちは、激化する戦せん況きように対応するため、指揮に忙ぼう殺さつされていた。




アキナ：大変！　これじゃあ王様たちがいつ暗殺されてもおかしくないですよ！

マルセル：急いで各国の王に報告をしなければなるまい。

アキナ：でも、この中にグリンダのクローンがいるかもしれないんですよね？

ドラン：これだけ状じよう況きようが混こん乱らんしているナリ、絶対いるナリよ。

アキナ：やだやだ！　それじゃああたし、誰も信用できない～！（一同爆笑）

ドラン：ああっ、アキナが取とり乱みだしたナリ！（笑）

アキナ：すみません。でも相手が誰でもこの戦い、勝つしかないですよね！

マルセル：落ち着いたか？（笑）

アキナ：ぜー、はー（笑）。すみません……つい……（笑）。
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マルセル：まぁ、気持ちはわかる（笑）。

ギィ：大丈夫だって。今回は目的がはっきりしてるからな。

ドラン：王様に変な近づきかたをしてるやつがいたら、そいつが犯はん人にんナリよ！

アキナ：そ、そうですね！　怪あやしい人は、見つけしだいすぐに捕まえましょう！（笑）

ＧＭ：ここで皆さんは「各国の王の暗殺を防ぐ」ことができます（と、ＦＳ判定用のシートを取り出す）。
















ドラン：四つの国の王を護るＦＳ判定ナリか。

ＧＭ：はい。そして、今回はこの四つのＦＳ判定を同時に進めていくことになります。

アキナ：四人の王様たちの暗殺計画を、同時進行で防ぐんですね？

ＧＭ：そのとおり。なお、終了ラウンドまでに完了値に届かなかった国の王は暗殺されます。

アキナ：暗殺されますって、さらっと言いましたね！（笑）

ギィ：これは……どこが失敗しても、大変なことになるぞ（笑）。

マルセル：特に、レイウォールのリディルは、藤ふじ井いさんのＰＣなんだが……（笑）。

ＧＭ：ご心配なく！　今回のシナリオを作成した際さいに相談したところ、「王になった時点で、覚かく悟ごはできています」とＯＫをいただきました！

ドラン：それはＯＫというか、あきらめの言葉に聞こえるナリ（笑）。

ＧＭ：はっはっは（笑）。……さて、改めてルールを説明いたしましょう。




・ＦＳ判定は四つあり、同時進行で処しよ理りする。

・ＰＣはどのＦＳ判定を担当してもよい。複ふく数すう人でひとつのＦＳ判定を担当することも可能。

・担当していたＦＳ判定を完了させたＰＣは、無条件で別のＦＳ判定に移行できる。

・ＦＳ判定を完了させる前に他のＦＳ判定に移行することも可能。その場合、進行値は０になる。複数人で担当していた場合、誰だれかひとりでも残っていれば、進行値は０にならない。

・ＦＳ判定を移行する宣せん言げんは、イニシアチブプロセスで行なう。

・スキルに関しては、同じＦＳ判定を担当していなければ味方には使用しても効こう果かが現あらわれないとする。ただし、ギルドサポートは、別々のＦＳ判定を担当していても効果がある。




ＧＭ：おおむねこんな感じになっています。

ギィ：なるほどな。だいたいわかったぜ。

ＧＭ：さらに、今回のＦＳ判定では、今まで出会ったＮＰＣたちを、助っ人として呼よぶことができます！（コラム参照）
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アキナ：おおおーっ！　すごくいっぱいある！

ＧＭ：〝ＮＰＣカード〟は、判定の際にボーナスをつけることができ、何なん枚まい使ってもかまいません。特殊能力を持つカードもあります。ただし、一回使いきりですのでご注意ください。

ドラン：それは頼たのもしいナリ！

ギィ：こりゃいいや。能力値の問題でクリアできなさそうなときに使おうぜ。

アキナ：なるほど、苦手な分野のときに使えばいいんですねっ。

ギィ：ああ、それがいいと思うぜ。

マルセル：さて……では、誰がどのＦＳ判定を担当するかを決めよう。




　最初の能力値や難易度を確認し、念入りに作戦を立てて相談するエンジェルファイヤー。

　しばしの後……、担当するＦＳ判定が決定したのである。




マルセル：では、アキナがゴルフォード、ギィがグラスウェルズ、ドランがアガルタ公国、私はレイウォールということでいこう。

ギィ：ばらばらに挑いどんだほうが、いろんなコストが少ないみたいだからな。

ＧＭ：わかりました。では、皆さんはここから四手に分かれ、行動を開始します。バルムンクとの戦いの経験が豊富な皆さんならば、暗殺者を発見し、排はい除じよすることも可能でしょう。

アキナ：みんな、気をつけて！　絶対に王様たちを守りましょう！

一同：おうっ!!

ＧＭ：それでは――ラウンド進行に入りましょう！




●第一ラウンド

行こう動どう値ち

ギィ　　　　　31

ドラン　　　　22

アキナ　　　　21

マルセル　　　20




ＧＭ：まずは第一ラウンドのセットアッププロセスです。

ギィ：オレたち三人は、特に宣言はねぇから、マルセルの番だな。

マルセル：《コーデックス》《メンターアーツ》。アコライトを指定する。

ＧＭ：それでは、最初のイニシアチブプロセスに移うつりましょう。

ギィ：まずはオレからだな。自分の出身国である、グラスウェルズ軍のほうへ向かうぜ。




▼グラスウェルズ軍：ギィ………………………………………………
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　魔族・妖魔軍をエストネル東方から攻めるグラスウェルズ軍。

　幻竜騎士団を中心とした精鋭部隊だ。

　ウィンドホークから見れば、その名に違わぬ幻竜騎士たちの戦闘力に、妖魔の軍団の前ぜん衛えいが、いいように突き崩されているのが見て取れる。しかし、そんなグラスウェルズ軍の後方で生じた混乱をギィは目ざとく察さつ知ちした。




ＧＭ：さて、グラスウェルズ軍のほうへ向かったギィから行きましょう。

ギィ：おう！

ＧＭ：しばらくの飛行の後、ウィンドホークでグラスウェルズ軍の陣の上空に到着。押し気味に戦闘を進めるグラスウェルズ軍ですが、その後方で、なにやら騒さわぎが起きています。

ギィ：へぇ。じゃあ、そのあたりに降りてみるか。

ＧＭ：どうやら輸送用の馬車の中から、爆ばく発はつ物ぶつが見つかったようです。

ギィ：爆ばく弾だんテロか。……狙いはフィリップ陛下だろうが、本陣に持ち込まれる前に発見されたようだな。身分を明かして、馬車の近くの兵に事情を聞こう。

ＧＭ：「馬車の中から複数の爆弾が見つかったんです！」「もしかしたら、まだ他にも仕し掛かけられているのでは……」と、戦いくさの最中の突発事態に、兵たちは慌あわて、馬は動どう揺ようしています。

ギィ：わかったぜ。爆弾なら、プロのオレに任まかせな！

ＧＭ：ということで、グラスウェルズ軍の後方に仕掛けられた爆弾を見つける判定となります。判定はトラップ探たん知ちとなります。難易度は20です。

ギィ：トラップ探知はオレの得意分野だ！　《フィールドワーク》を使うぜ。判定は４Ｄ＋13！（ダイスを振る）…………よっしゃぁ、クリティカルッ!!

アキナ：ギィさん、すごーい！




　ギィは見事に判定に成功――進行値を６点上昇させた。




ＧＭ：進行地が一気に６点まで上昇しましたね。馬車の周辺の爆弾をすべて見つけて無力化した後、進行値３でイベントが生じます。ギィは別の場所で新たな爆弾を発見しました。

ギィ：へ、ちょろいぜ。で、どこにあった？

ＧＭ：陣じん地ちの後方の兵ひよう糧ろうが集積してある場所ですね。

ギィ：ふむ。本命は王の暗殺だとしても、兵糧が焼かれたら軍の士気に関わる。放置するわけにもいかねぇってとこか。

ＧＭ：というわけで、ギィはここで爆弾解除することになりました。さらに、傭よう兵へいに扮ふんして潜せん入にゆうしていたバルムンクの工作員、スローンを発見します。




〝五指剣チンクエデイア〟のスローン（二六歳さい／男／エルダナーン　投とう稿こう者しや：大おお阪さか府ふ　ムラタンメンさん）

　バルムンクの破は壊かい工作員。暗殺術、爆ばく破は術、格かく闘とう術と、ひととおりのスパイとしての技ぎ能のうを習得している。グラスウェルズの没ぼつ落らく貴き族ぞくの子弟。不ふ遇ぐうな我が身を呪い、大陸に戦せん乱らんをもたらして、憂うさを晴らすべく、バルムンクに所しよ属ぞくした。幅はば広びろの短たん剣けんを持って戦う。
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ギィ：やれやれ。ひねた性せい格かくのまんま大人になったようなヤツだな。

ドラン：アベルとは気が合うんじゃないナリか？

ＧＭ：よくわかりましたね！（笑）　彼はアベルに心しん酔すいしています。ギィが爆弾を解除しようと近ちか寄よると、スローンは「アベル様の邪じや魔まはさせぬ！」と、幅広の短剣を次々と繰くり出だして、ギィを攻こう撃げきします。

ギィ：ちっ、邪魔すんなよ！　爆弾解除はデリケートなお仕事なんだぜ？




　ひと突つきごとに殺意が込こめられたスローンの攻撃。

　しかしギィは、決死の暗殺者の攻撃をたやすくいなすと、悠ゆう々ゆうと爆弾を解除してみせた。




ＧＭ：――というイベントでしたが。進行値が６点に到達しているため、ギィはこれにも成功したことになります。

ギィ：へっ、その程てい度どの攻撃を見切ることなんざ、朝飯前だ。

ＧＭ：「バカな……これがエンジェルファイヤーの実力か」と呻うめいたスローンは、周囲の兵に取とり押おさえられます。続けて進行値６のイベントも発生します。捜そう索さくを続けるギィは、グラスウェルズの本ほん陣じんの前にやってきました。

ギィ：ふーん、本陣か。アベルの目的からしても、ここが敵てきの狙ねらいの本命だろうな……。

ＧＭ：本陣の天てん幕まくの裏うら側がわで、こそこそと爆弾を仕し掛かける兵士の姿を早速発見します（笑）。

ギィ：お約束すぎだ！（笑）

ＧＭ：ということで、以い降こうの判定をトラップ解除に変へん更こうします。次のラウンドの判定から難易度は25となります。

ギィ：25!?　難易度がはね上がったぞ！（笑）　ま、やるしかねぇか。

ＧＭ：以上でギィの行動が終了。次はドランですね。




　進行値：０→６




▼アガルタ公国軍：ドラン………………………………………………
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　若き公爵ロッシュに率いられたアガルタ公国軍は、合衆国軍と連れん携けいして北方から妖魔軍団を攻撃していた。




ＧＭ：さて、ドランはアガルタ公国軍へと向かうわけですね。

ドラン：そうナリ！　ロッシュを暗殺しようとしている連中をとっちめるナリよ！　これでもしワタシが「失敗した」なんてことになったら、大変なことになるナリ！（笑）

ギィ：菊きく池ちさんのせいでロッシュが死んだら……小こ暮ぐれさん、もといナーシアが黙だまっちゃいないな！（笑）

ドラン：それはマズすぎるっ!?　なんという卑ひ劣れつな罠わなナリかぁーっ!!（一同爆笑）

　正直その視点はなかったが、勝手に困ってくれるぶんにはウェルカムであった。




ＧＭ：さて、ドランがアガルタ公国軍の元にやってくると、兵たちが歓声をあげます。「フェリタニア軍のエンジェルファイヤーが、助けに来てくれたらしいぞ！」

ドラン：なんか、歓迎されてるナリ！　ふっふっふ。ワタシこそ、エンジェルファイヤーのドラン・ベレレン将しよう軍ぐんナリ！　ワタシが来たからには、もう安心ナリよ！

ＧＭ：「第一の騎士アキナ様に加え、ドラン将軍まで！　これほど頼もしいことはない！」

一同：…………え？

ドラン：なんと!?　アキナさんはゴルフォード軍の方へ行ったはず……これはまさか!?

マルセル：グリンダクローンの仕業……か？

アキナ：あたしに化けたんですね！

ドラン：それは偽にせ者ものナリッ！　ロッシュ様の命を狙いに来た刺し客かくナリよ!!

ＧＭ：「な、何だって!?　偽者だとっ!?　探さがせー！」ということで、軍に紛まぎれ込こんだ偽者がいます。

ドラン：見破るにはどうすればいいナリ？

ＧＭ：偽物が有する不自然な点を見破る必要があります。進行判定は難易度20の【知力】判定です。

ドラン：固こ定てい値ちは17、フェイトを１点入れて３Ｄ。これなら確かく実じつに出るナリ。

ギィ：おい、フラグ立てるのやめろよ（一同笑）。

ドラン：ははは、そんなわけ……（ダイスを振る）……低っ!?　５しか出ないナリィ!?

ＧＭ：フラグ回収早っ！（一同爆笑）

ドラン：マ、マズイ……達成値22ナリか……。

マルセル：せっかくだ。ここは振り直しの〝ＮＰＣカード〟を使うのがいいのではないか？

ドラン：確かに。では、振り直しの効果のあるイムイムのカードを一いち枚まい使用するナリ！

ＧＭ：では、イムイムが顔を出して、「将軍！　こっちに怪あやしい動きの人を見たと目もく撃げき情報がありました！」とアドバイスをくれます。

アキナ：イムイムさんは、ここでも大活躍ですね！

ドラン：助かるナリ！　今度こそ……！（ダイスを振る）って、今度は６!?（一同笑）

マルセル：達成値は23、差分値は＋３だから、進行値は２点上昇だな。

ＧＭ：さすがにまだイベントは起きませんね。偽者を見つけるのに苦戦しているようです。

ドラン：くそぅ～！　悔くやしいナリーっ！（笑）　次は絶対高い目を出してやるナリよ！




　進行値：０→２




▼ゴルフォード軍：アキナ………………………………………………
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　妖魔の軍団を南東から攻めるゴルフォード軍。

　錬金術製の大砲や車両を有する錬金騎士団を中心とした軍である。

　だが、その鋼鉄の軍団の隊列に乱れが生じていた――。




ＧＭ：さて、次はアキナの行動です。

アキナ：はいっ！　ウィンドホークでゴルフォード軍に行きますっ！

ＧＭ：ゴルフォード軍は、巨大ゴーレムたちが大暴れしているため、大だい混こん乱らんに陥おちいっています。

アキナ：巨大ゴーレム!?　目に見えてわかる大だい波は乱らんじゃないですかーっ!?（笑）

ギィ：一番わかりやすいな（笑）。

ＧＭ：ちなみに、錬金騎士団は、長距離砲による砲撃で、ビルベリを援護するべく準備をしているところでした。しかしこの騒ぎで、それが思うように進みません。

アキナ：大変!?　それにしても、なんでこんなにゴーレムたちが大暴あばれしてるんですか!?

ＧＭ：『デスマーチ』四巻で登場した〝人ゴ形ー遣レいム〟のルードヴィヒのクローンが、ゴーレムを操あやつって大混乱を起こしているようです。




〝人形遣いゴーレム〟のルードヴィヒ

　黒いコートにシルクハットがトレードマークのバルムンクの錬金術師。擬ぎ似じ竜りゆう輝き石せきやゴーレム兵器の研究をしていた。
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アキナ：いましたね、こんな人……。

ドラン：他にも復ふつ活かつしているヤツがいるかもしれないナリな。

アキナ：うーん。……と、とにかく、早く止めなくちゃ！　こらぁーっ!!　やめなさぁーいっ!!

ＧＭ：「私の最強ゴーレムの力を見よぉ――っ!!」と、テンションも高く、ルードヴィヒはゴーレムを暴れさせています。ゴーレムを止めるには、難易度18の【筋きん力りよく】判定となります。

アキナ：　フェイトを１点使って、３Ｄです！　えーい！（ダイスを振る）む、低いかも？　えっと、11だから、25です！

ギィ：おっ！　差分が＋７だから、４点進むぞ！

アキナ：わーい！　やったぁー！

ＧＭ：すばらしい、理想的ですね。では、進行値３でイベントが発生。アキナの活かつ躍やくにより、ゴーレムたちの暴ぼう走そうを食い止めることができました。

アキナ：えぇーい!!　おとなしくしてくださーい!!




　第一の騎士として戦い続け、練れん達たつの戦士となったアキナを阻はばめる敵はそうはない。鎧がい袖しゆう一いつ触しよくでゴーレムを黙だまらせ、続けざまにルードヴィヒを斬きり倒たおす。

　断だん末まつ魔まの悲鳴を残し、ルードヴィヒは黒い砂になって消えていった。




ギィ：やっぱり、クローンは砂になっちまうようだな。

アキナ：ギィさんの言っていたとおりでしたね。

ＧＭ：さて、ルードヴィヒを倒したものの、バルムンクの工作員は他にもいるはず。その行動を推すい理りし、探さがし出す必要があります。

アキナ：……すいり？　今、推理って言いました？（笑）

ＧＭ：言いました（笑）。次の進行判定は難易度15の【知力】に変更されます。

アキナ：うわーんっ！　やっぱりぃーっ!?（笑）

ドラン：【筋力】ならばアキナが来る、と踏ふんでこの罠を仕し掛かけたナリね!?（笑）

ＧＭ：ふふふ、狙いどおりです！（笑）

アキナ：うぅう～っ……！　い、いいもんっ、がんばるもんっ……！（笑）




　進行値：０→４




▼レイウォール軍：マルセル……………………………………………
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　リディル率いる赤竜王国レイウォールは北西と西方の二方向から、妖魔軍に攻め掛かっていた。マルセルは、リディルのいる本陣を目指して空を進む途中、とある密偵と合流する。




ＧＭ：さて、次はレイウォール軍のほうへ向かったマルセルです。

マルセル：ウィンドホークに乗ったまま、軍の上空からそれらしき人物を探すことにしよう。

ＧＭ：判定は、難易度16の【精せい神しん】判定です。

マルセル：ここはフェイトを２点使っておこう。確実に進めておきたいからな。

ギィ：うん、悪くねぇと思うぜ。達成値が22になれば４点進むからな。

マルセル：では……（ダイスを振る）……11、22で成功！

ＧＭ：おめでとうございます、差分は６、４点上昇です（笑）。

マルセル：成功したな。追加で進行値を＋１してくれるミネ・ストロネのカードを使おう。




ミネ・ストロネ（一八歳／女じよ性せい／ヒューリン　投稿者：東京都　ごちゃ混ぜさん）

『メイビー』に登場。ポニーテールが印象的なニンジャ。元は秘ひ密みつ部隊竜影のメンバーだったが、グレイに密みつ偵ていとして仕えることになった。
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ＧＭ：では、彼女は低空飛行しているマルセルのウィンドホークに飛び乗り「あっちにあからさまに怪しい奴やつらがいるぞ」と教えてくれます。

マルセル：すまん、助かった。そちらに目を向けて確認する。

ＧＭ：ミネが指し示した方角に、確かに見覚えのある連中がいます。〝曲射砲ハウイツツアー〟のボリボスと……〝仮面マスク〟のグリンダです。




〝曲射砲ハウイツツアー〟のボリボス

（六四歳／男／ドゥアン　投稿者：東京都　きゅれいさん）

　バルムンクの幹かん部ぶで、巨大なハンマーを振るう強ごう力りき無む双そうの戦士であり、ボリボス軍団という子こ飼がいの軍団を持っている。




[image: ]




マルセル：……なるほど、あれが死者のクローンか。ずいぶん悪あく趣しゆ味みなものを作ったな。

ＧＭ：と同時に、向こうもマルセルに見つかったことに気づいたようです。ボリボスは、軍隊に紛まぎれていた自分の部下、ボリボス軍団を呼よび寄よせて投げつけ、マルセルの足止めをはかりつつ、グリンダクローンとともに逃にげ出します。

ギィ：相変わらず、ひでぇ攻撃方法だな！（笑）

ＧＭ：ということで、激はげしい攻撃をかいくぐりながら、グリンダクローンを追いかけなければなりません。ここから判定が、難易度17の【敏捷】判定に変わります！

マルセル：【敏捷】は苦手だが……まあ、《トリビアリスト》もある。問題はなさそうだ。

ギィ：（ぼそっと）裏目りませんように……（一同笑）。

アキナ：マルセルさん、苦手な能力値が来ちゃいましたけど……がんばりましょう！

ＧＭ：では、第二ラウンドに移りましょう！




　進行値：０→５




●第二ラウンド

行動値

ギィ　　　　　31

ドラン　　　　22

アキナ　　　　21

マルセル　　　20
















ＧＭ：さて、第二ラウンドのセットアッププロセスです。そろそろ戦場も日が傾き始める夕刻です。何かやることがある人はいますか？

一同：いませーん。

ＧＭ：ということで、まずはギィの行動からですね。

ギィ：おう、任せとけ！




▼グラスウェルズ軍：ギィ………………………………………………
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　グラスウェルズの本陣で、爆弾の解除に従事するギィ。

　そんな時、妖魔軍団が攻勢に出てきた。

　怒ど濤とうのような勢いを見せる妖魔たちの突撃。煌きらめく白刃がギィの背後へと迫る――。




ＧＭ：では、まずはギィの行動から。現在の判定は、難易度25のトラップ解除ですね。この時間帯は妖魔の攻勢が激しく、敵兵がギィのいる本陣付近まで切り込んできています。

ギィ：なにぃ！　ここの主力は精鋭の幻竜騎士団だろ！　リシャールはどうした!?

ＧＭ：実は、リシャールら最精鋭部隊は、この時期突撃するビルベリの援護のため、敵陣奥深くに攻め込んでまして……。

ドラン：そういえばそうだったナリ（←ギデオンのプレイヤー）。

ギィ：しかたねぇ。エリエ・アーミットの〝ＮＰＣカード〟を使って、進行値に＋１するぜ！　オレは爆弾解除でかかり切りだから、後ろから妖魔をがんがん倒してくれるんだよ。




エリエ・アーミット（二二歳／女／ヒューリン　投稿者：千葉県　咲凪さん）

『ブレイク』四巻に登場。グラスウェルズの名家出身で、リシャールの副官として従じゆう軍ぐんしている女騎き士し。女性としてリシャールに恋こい心ごころを抱いだいているが、真面目な性格で、公こう私し混こん同どうを嫌きらうため、秘ひめた想いと任にん務むとの間で思おもい悩なやむことがよくある。
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ＧＭ：お、なるほど。それはかっこいいですね！　では、爆弾を解除しようと奮ふん闘とうするギィをあざ笑うかのように、妖魔たちが次々と襲おそいかかってきます。

ギィ：くそっ、やたら忙しいときに限かぎって襲ってきやがるな！

ＧＭ：焦あせるギィ。しかし、ギィが傷きずを負うより前に、妖魔が次々と吹ふっ飛とんでいきます。リシャールに本陣の警護を任された、エリエ・アーミットが駆けつけてくれました。

ギィ：ひゅー！　助かったぜ！

ＧＭ：「妖魔たちは私が引き受ける。その代わり、爆弾の解除はお任せしたぞ、ギィ殿どの」

ギィ：ありがとよ！




　エリエの支援を受け、爆弾の解除に専せん念ねんするギィ。しかし、《フィールドワーク》を使ったものの、５Ｄで８と出目が振ふるわない。

　ここで成功させたい――と、ギィはフェイトで振り直すことを選せん択たくする。結果は……。




ギィ：おらっ！（ダイスを振る）出目18、33で成功だ！　どうにか抜ぬけられたぜ！

ＧＭ：これはすごい。差分は８点ですから、＋４で見事クリアです！

アキナ：やったぁ～！　ギィさんすごいです！

ＧＭ：エリエが背せ中なかを守っていたこともあり、ギィは見事な手て際ぎわで爆弾を解除します。

ギィ：ついでに、逃にげようとしていたグリンダクローンも、解除と同時に倒たおすぜ。

ＧＭ：いい演えん出しゆつですね！　ギィが放った鋭するどい一いち撃げきは、グリンダクローンの胸むねを射い貫ぬきました。一般兵に変装していたグリンダクローンは、そのまま砂すなになって消えていきます。

ギィ：ふう。これでオレの任務は完かん了りようだな。じゃ、さっさと……。

ＧＭ：と、外の異い変へんを感じ取ったのか、ギィの旧友であるアンソンが天幕からひょこっと顔を見せます。「おっ、ギィじゃないか！　久ひさしぶりだなぁ！」

ギィ：お前と話をしている時間はねぇんだよっ！（笑）

ドラン：せっかく旧友って設定なのに～（味のある、悲しそうな顔で）。

ＧＭ：書くのが難しい表情をせんでくださいよ!?（一同爆笑）

ギィ：とにかくオレは忙しいんだ、話はまた今度なっ！（笑）　この場を立ち去るぜ。

ＧＭ：では、アンソンはすごすごと天幕に戻もどります（笑）。以上で、ギィの行動は終了です。




　進行値：６→10（完了）




▼アガルタ公国軍：ドラン………………………………………………
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　ドランはアガルタ公国軍の中に忍び込んだ、アキナの偽物を捜して、戦場を駆け回っていた――。




ＧＭ：さて、次はドランの行動です。判定は変わらず、難易度20の【知力】のままですね。偽者を捜し出すことが難むずかしく、捜そう査さは難なん航こうしています。

ドラン：なんとしてでも見つけるナリよ！　フェイトを１点使って、３Ｄにするナリ！

アキナ：ドランさん、がんばってください！

ドラン：いい目出ろ！　とりゃー！（ダイスを振る）げっ、８!?　達成値は25ナリ！

マルセル：ならば、判定後の達成値に＋２するカードを使ってもいいと思うぞ。

ドラン：おおっ、そうするナリ！　このカードは……ギンブリーが来てくれるナリな。これで達成値は27！　成功ナリ！




ギンブリー・ボレスワフ（二二歳／男／ヒューリン　投稿者：埼玉県　群青海さん）

　灰はい色いろのモヒカンがトレードマーク。元レイウォールの軍人で疾しつ風ぷうのギンブリーと呼よばれている。配下の髑髏どくろ騎き士し団だんとともにフェリタニア軍へ参加した。『デスマーチ』一巻などに登場。




[image: ]




ギィ：これで進行値が４点上昇だな。

ＧＭ：ええ。で、進行値３を超こえたところで、イベントが発生しております。まずは演出から。

ドラン：どんなイベントが起きたナリか？

ＧＭ：アガルタの援えん軍ぐんとしてやって来たギンブリーが、「ひゃっはぁ――っ!!　ドラン将軍、お助けしますぜ！」と協力してくれます。

ドラン：ありがたいナリ、ワタシたちの偽者を探すナリよ！

ＧＭ：さらに捜索することしばし。突然ギンブリーが「ひゃはっ!?　あんたは第一の騎士アキナ・ブルックス……なんでこんなとこに!?」と驚おどろきの声を上げます。

アキナ：あ……あたし、そちらには行ってませんよ!?

ドラン：怪し過すぎるナリ！　というかさっき話に出た、アキナさんに化けたと思しきバルムンクに違ちがいない……そちらに向かうナリよ！

ＧＭ：ドランが急行すると……そこにいたのは、赤い髪と鎧よろいの少女騎士。その姿はアキナそっくり……。

ドラン：ナリぃ!?

アキナ：だ……誰なの!?

ＧＭ：……ですが、歩くとがしゃんがしゃんと機械音が響ひびきます。

ドラン：メカアキナナリかぁ――っ!?（笑）

ＧＭ：彼女はバルムンクが開発したエクスマキナ、エクスアキナＶ――読者投稿キャラです。




エクスアキナＶ（？歳／女／エクスマキナ　投稿者：北海道　黒竜王さん）

　バルムンク製せいエクスマキナ。ドラン型ボディにアキナに似にせた、頭部と手足が付くという簡かん素そなシルエットを持つ。さすがに偽者とあからさまに分かるので、一定期間のみ錬金迷めい彩さいにて本物そっくりになれる機き構こうが組くみ込こまれている。
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ドラン：多少外見を似にせても、ワタシの目は誤ご魔ま化かせないナリ！　おとなしく正体をみせるがいい！

ギィ：「そうだそうだ！　本物のアキナさんは、そんなに変な音はださねぇよ！」と、ギンブリーも言うだろうな（笑）。

ＧＭ：すると、エクスアキナＶは「……ばれてしまっては仕方ない」と正体を現あらわします。

アキナ：正体……どんなヤツなんですか？

ＧＭ：はい。錬金迷彩が解除され、現われたのはドラン型のボディの上に、どこか不ぶ格かつ好こうなポニーテールのアキナ風の顔がのったエクスマキナ。残念な感じを全身から発散しています。

ドラン：ワタシ型のボディ……まさか妹!?

ＧＭ：違います（笑）。さて、エクスアキナＶは「かくなる上は、せめて一ひと暴あばれしてアベル様の野望をお助けして散るのみ！」と叫さけんで、手当たり次第に攻撃を始めます！

ドラン：くっ！　こんなところで余よ計けいな忠ちゆう誠せい心しんを発はつ揮きしないで欲ほしいナリ！　こっちは時間を浪ろう費ひするワケにはいかないというのに！

ＧＭ：以降、暴れ回るエクスアキナＶを捕つかまえるため、難易度15の【筋力】での判定が必要だったのですが……。進行値が６まで到とう達たつしたので、このイベントはクリア。ドランとギンブリーはエクスアキナＶを取とり押おさえることに成功します。

ドラン：ふっ。

ＧＭ：何を笑ってるんですか。

ドラン：（得意げに）二個目のイベントが【筋力】みたいな不得意なものになることを予よ測そくして、最初の判定を進行値２で止めておいたナリ！

一同：噓うそだぁ――っ!!（一同爆笑）

ギィ：テキトー言いやがって（笑）。

ＧＭ：そんなドランですが（笑）。進行値６まできたところでさらなるイベントが起きています。捕まったエクスアキナＶが「ふふふ、アタシはあくまでオトリ……本命のグリンダクローンが……ガガ、ピー」と気を失います。

ドラン：肝かん心じんなところで、ショートするなナリ――っ！（笑）

アキナ：まだ、本命のグリンダクローンがいるんですね。

ドラン：そのようナリ。引き続き、アガルタ公国軍の内部での捜索を続けるナリ！

ＧＭ：以後の進行判定は【感知】の難易度18の判定に変わります。次はアキナの行動です。




　進行値：２→６




▼ゴルフォード軍：アキナ………………………………………………
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　ゴルフォード軍の中に、まだバルムンクの工作員が紛れているはずだ。その足跡を追うアキナの元に力強い援軍が現われた。




ＧＭ：さあ、次はアキナの行動ですね。現在の能力値は【知力】、難易度は15です。

アキナ：あたし【知力】は２しかないので……【知力】の〝ＮＰＣカード〟を使います！

マルセル：ここは全員総そう動どう員いんしたほうがいいな。四人ぶん使っていいぞ。

アキナ：ありがとうございます！　すごいプラスされたよ！

ＧＭ：大おお盤ばん振ぶる舞まいだ！　では、知らせを受けた新しん規き採さい用ようの読者投稿ＮＰＣのクルト、ミスティーナ。『デスマーチ』六巻で登場した武ぶ将しようランダーク、『デスマーチ』一巻で登場したスコットの四人が駆かけつけます。




クルト・クラン

（一八歳／男／ヒューリン　投稿者：北海道　ゼラニュームさん）

　若わかきアコライト／フォーキャスターでマルセルの部下。レイウォール時代からマルセルと親交があり、彼に論戦を挑んでは返り討ちにあっていた。合がつ衆しゆう国こく成立後にフェリタニアに仕官した。生意気に見えるがマルセルからの評ひよう価かは高い。
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ミスティーナ（二七歳／女／エルダナーン　投稿者：神奈川県　檸檬来夢さん）

　優ゆう秀しゆうなアルケミストにして、博学なセージでもある女性。錬金術に魅みせられた彼女は、もっともそれが盛さかんなゴルフォードで身を立てることを選んだ。赤髪の魅み力りよく的てきな眼鏡めがね美人である。だが、研究の虫である彼女は恋れん愛あいに興きよう味みがなく、浮ういた話ひとつも出ない日々を過ごしている。
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ランダーク・ヘブライ（三二歳／男／ヒューリン　投稿者：東京都　にょほの人さん）

『デスマーチ』六巻で登場。ラングエンドが侵しん攻こうしてきた際、アキナたちと共に戦った魔ま術じゆつ師しにして傭兵。面めん倒どう見みはよいのだが、言動がむさ苦しく親父臭くさいため〝むさ親父〟などと呼ばれている。
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スコット・ボールドマン

（二九歳／男／ドゥアン　投稿者：熊本県　My T Scott さん）

『デスマーチ』一巻などに登場。ドゥアンのメイジ／ウォーリア。ピアニィのコスプレをさせられたりと苦労が絶たえない。
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ＧＭ：マルセルの部下であるクルトは「マルセルさんの計画だから、すんなり行かないとは思ってたんですよねぇ」とアキナに向かってぼやきます。

アキナ：（クルトの設せつ定ていを読んで）ふむふむ、この人マルセルさんが好きだけど素直になれない人なんですね。ツンデレさんですね！（笑）

ＧＭ：「だ、誰がツンデレですか！」とクルトは赤面します。

アキナ：かわいいですね♪　一いつ緒しよにがんばりましょう！

ＧＭ：「あ……ああ」と照れるクルト。もうひとりの新規読者ＮＰＣミスティーナは「我わが錬金兵へい団だんのカワイイ兵器たちを傷きずつけるのは許ゆるせません！」と憤いきどおっています。

ドラン：錬金術師というよりメカフェチナリよ！

アキナ：でも大事なものを護まもる時ほど力が出ますから！

ギィ：違いねぇ（笑）。

アキナ：ランダークさんもスコットさんも、皆さん、よろしくお願いしますっ。

ＧＭ：「了解」と、全員強く頷うなずき、敵の手の内を読むための協議が手早く始まります。それでは、【知力】の〝ＮＰＣカード〟を四枚使用したので、＋８の修しゆう正せいが得られます。

アキナ：よしっ、これで10になりました！　フェイトも２点使って、４Ｄです！　（ダイスを振る）……やった！　27です！　【知力】判定でこんな数字初めてですよ～！（笑）

ＧＭ：お見事！　差分は＋12、進行値は４点上昇します。

マルセル：これで進行値が８になったな。

アキナ：皆さんのおかげです！（笑）

ＧＭ：知ち恵え者しやたちとの推理の結果……グリンダのクローンと思われる工作員が、ゲオルグに変装しているのではないか、という結けつ論ろんに達します。

ギィ：戦場を駆かけ回まわってるはずのゲオルグが、なぜか綺き麗れいな服ふく装そうのまま戻って来たんだな。

ＧＭ：そんな感じでしょうね。では、そんな推理をしたそのとき、アキナはドワーディンの天幕に入っていく、綺麗な服のゲオルグを目撃します。

アキナ：大変っ！　急いで飛とび込こんで、グリンダクローンに斬きりつけますっ！

ＧＭ：見事な判はん断だんです。今まさに、ドワーディンを毒のナイフで刺さそうとしていたグリンダクローンは、強きよう烈れつな一撃を食らって倒たおれます。

アキナ：よかった、間に合った……！

ＧＭ：倒れた弾はずみに、グリンダクローンのつけていた仮面が外れ、そのままさらさらと砂になって消えていきます。

アキナ：……やっぱり、ちょっと複雑な気分です……。

ＧＭ：しかしそのとき、〝ちっ、ちっ、ちっ〟と音が聞こえてきます。

アキナ：えっ、ま、まさか……自じ爆ばく、スイッチ？

ＧＭ：そのとおり！　グリンダクローンの持っていた、自爆用の爆弾が起動しました。

アキナ：な、何だってーっ!?

ＧＭ：急いで止めなければ、ゴルフォード軍に甚じん大だいな被ひ害がいが出てしまうでしょう。これを止めるため、判定が難易度18のトラップ解除に変更となります。

アキナ：あっ！　あたし、解除は割わりと得意ですよ！　がんばります！




　進行値：４→８




▼レイウォール軍：マルセル……………………………………………
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　レイウォール軍の中で暴れていたボリボスたちは姿を隠した。

　だが、戦闘力の高いバルムンクの幹部のことだ。放置していれば、リディルにどんな危き害がいが及ぶか分からない。

　マルセルはかつての母国の軍の中で、捜索を続ける――。




ＧＭ：第二ラウンドの最後はマルセルの行動です。現在の能力値は【敏捷】、難易度は17です。逃にげ出だしたボリボスとグリンダクローンを、どうにかして追わなければなりません。

マルセル：ここは確実に成功したい。《トリビアリスト》を使って、【知力】で判定する。

ＧＭ：くっ、《トリビアリスト》、強い……！

マルセル：さらにフェイトを２点使おう。４Ｄならば確実になる。

ギィ：おっと。マルセルは、使うフェイトを１点だけにしとけばいいぜ。《結束》でオレから１点供きよう出しゆつする。まだ１点しか使ってねぇから、余よ裕ゆうがあるんだ。

マルセル：助かる。では、私はフェイトを１点、《結束》で１点もらい、４Ｄで振る。

ギィ：オレは伝心人形で、マルセルを応おう援えんしたってことで（笑）。

マルセル：判定は４Ｄ＋13だ。（ダイスを振る）よし、目がいいぞ。達成値は31だ。

ＧＭ：差分値は＋14、進行値が４点上昇し、合計９点となりました。




　ボリボスからの攻撃を避さけつつ、マルセルはふたりのクローンを追いかける。

　しかし、彼はただ追いかけているだけではなかった。リディルから引ひき離はなすためのルートを計算し、巧たくみにそちらへ誘ゆう導どうしていく。




アキナ：すごい！　さすがマルセルさん！

ＧＭ：そして、ここで進行値６のイベントが発生！　彼らも「このままではまずい」と考えたのでしょう。二手に分かれ、姿をくらまします。

マルセル：むっ……別の場所で落ち合うつもりか。

ＧＭ：どうやらそのようです。そして、ボリボスの能力を考えれば、グリンダクローンを投げて暗殺に向かわせることが可能でしょう。

マルセル：まったく……厄やつ介かいな能力だ。次は恐らく、落ち合う場所を推理しろ、だな？

ＧＭ：ご名答！　能力値は、難易度22の【知力】判定に変わります。

マルセル：なかなか高いな。だが、進行値はあと１点。ぴったりで成功させればクリアだ。さすがに失敗することは……。

一同：（さえぎって）ストーップ!!（笑）

マルセル：くっ……！　お、お前ら……！（一同爆笑）
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ＧＭ：もはや定番ネタですね！（笑）　さて、以上でマルセルの行動が終了。それではいよいよ最後のラウンドです！




　進行値：５→９




●第三ラウンド

行動値

ギィ　　　　　31

ドラン　　　　22

アキナ　　　　21

マルセル　　　20
















ＧＭ：さあ、第三ラウンド目の開始です！




　セットアッププロセスの宣言は誰もないため、そのままギィのメインプロセスへ移うつった。

　グラスウェルズ軍の暗殺を防ふせいだギィは、戦場の様子を見るために待機を宣言。進行値の進みが悪いドランも、他のＦＳ判定の様子を見て判定するため、待機することにした。




ＧＭ：それでは……最初はアキナの行動となります。日もすっかり暮れ、夜になっても戦いが継続するなか、暗殺者を捜さなければなりません。

アキナ：はいっ！




▼ゴルフォード軍：アキナ………………………………………………
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　チッ、チッ、チッ――。


　アキナの眼前で、一定のリズムで、時計の針の音が刻まれていく。

　グリンダクローンがゴルフォードの本陣に残した自爆装置が爆発の時へ向かってカウントダウンを続けていた。




ＧＭ：さて、現在の能力値は、難易度18のトラップ解除。グリンダクローンの持っていた自爆装そう置ちを、何とかして止めなければなりません。

アキナ：失敗できませんね……。

マルセル：（少し考えて）アキナ、【器用】の援軍を全部使うといい。

アキナ：えっ、いいんですか？

マルセル：ああ。全員最後の判定になっているから、もう能力値は変わらないんだ。

アキナ：そっか！　じゃあ、【器用】の〝ＮＰＣカード〟を全部使っちゃいます！

ギィ：アキナのところに、仲間がたくさん集まってきたぜ！（笑）

ＧＭ：これもアキナの人望ですね。

アキナ：えへへ……（←照れている）。

ＧＭ：駆かけつけたのは、アン、フィンレイ、ミルカの三人です。




アン・ヴェステリネン

（二二歳／男／ヒューリン　投稿者：東京都　ヨシダフミヒコさん）

　各地を旅しながら働くヒューリンの傭兵。エリンディルの冒ぼう険けん公社の依い頼らいを受け、魔族の調査をしている。近年はアヴェルシアを中心に魔族・妖魔と戦う軍隊に傭兵として参加している。アンという名の響きから女性に間ま違ちがえられるのを気にしている。
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ミルカ・ルチル・ロドヴァイス

（二一歳／女／ヒューリン　投稿者：神奈川県　GAU さん）

『デスマーチ』一巻に登場。腰まで届くプラチナブロンドが美しいアコライト／ガンスリンガー。常にのんびりとした表情だが、アルディオン大陸に拡がる戦乱に心を痛めている。
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フィンレイ・ロンウェー

（一六歳／男／エクスマキナ　投稿者：大阪府　シオン君さん）

　ゼフォン山にあるエクスマキナの隠かくれ里ざと出身のエクスマキナ。隠れ里を救ったアキナに憧あこがれ、フェリタニア軍に志し願がんした槍やりの使い手。『デスマーチ』七巻などに登場。
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ＧＭ：今回初登場のアン・ヴェステリネンは女性と見まがうような金きん髪ぱつの優やさ男おとこです。

アキナ：へー、ハンサムさんなんだ。初めまして！　アンさんは歴戦の傭兵なんですね。男らしいですね。頼たよりにさせていただきます。

ＧＭ：なるほど！　「任せてくれ！　あんたが爆弾解除している間、護衛させてもらうぜ」と、自分が女性と勘かん違ちがいされることにコンプレックスのあるアンはアキナの「男らしい」という言葉に、奮ふるい立たちます。

マルセル：何気に、アキナは人の心を摑つかむのが上手いな（笑）。

アキナ：へへっ。――そして、ミルカさんも来てくれたんですね！　禿はげ鷲わし団との戦いを思い出します！（笑）

ＧＭ：「アキナさんのためですから！」

アキナ：フィンレイくんも、ありがとうっ！

ＧＭ：「おいらにもお手伝いさせてください！」

アキナ：よーし。頼もしい仲間のおかげで、判定に＋６されて……18からですね！

ギィ：これはフェイトもいらないな。

アキナ：それじゃあ、２Ｄで振りますね。えーいっ！（ダイスを振る）４！　22で成功！

ＧＭ：おおっ、差分は＋４、２点上昇で、ぴったり10になりました。

アキナ：危なかった！　思わず出た冷や汗をぬぐいます（笑）

ギィ：ふう、ちょっと焦ったな（笑）。

アキナ：本当に。アンさんやミルカさんがいてくれて助かりました！

ＧＭ：アキナは無事、自爆装置を停止させることに成功しました。ドワーディンのもとには、騒ぎを聞きつけたゲオルグが駆かけ込こみ、安あん否ぴを確たしかめています。

アキナ：王様に怪我とかありませんか？

ＧＭ：はい、ぴんぴんしています。ゲオルグは、王が無事なことを確認すると、「キミのおかげで、ドワーディン陛下が助かった。礼を言わせてもらうよ」とウィンクします。

アキナ：王様がご無事でよかったですね！

ＧＭ：「ああ。だが王は完全に怯おびえてしまってね。しばらく私は身辺警護を仰せつかった」

ドラン：ドワーディンは、相変わらずナリな（笑）。




　進行値：８→10（完了）




ＧＭ：以上で、アキナの行動は終了ですね。

アキナ：…………。

ＧＭ：どうかしましたか？

アキナ：（しみじみと）改めて思ったんです。こうやってみんなに助けてもらっているからこそ、あたしは前に進めるんだな、って……。




[image: ]




マルセル：ああ、そうだな。

アキナ：助けてもらった人たちのためにも、最後までがんばりましょうねっ！

一同：おうっ！




▼レイウォール軍：マルセル……………………………………………
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　さらにボリボスとグリンダクローンを追い続けるマルセル。

　ボリボスの投擲により、グリンダクローン本人がレイウォールの本陣を急襲する――。そこまでは予想できてはいるのだが……。




ＧＭ：さて、次はマルセルの行動です。逃にげたボリボスが、どこからグリンダクローンを投げようとしているのかを探さがし当あてなければなりません。能力値は【知力】、難易度は22です。

マルセル：進行値はあと１点だな。フェイトを使って、確実に成功するようにする。

アキナ：３Ｄあれば、安心ですね！

マルセル：行くぞっ。（ダイスを振る）出目がいいな。15、達成値は28だ。

一同：おおおーっ！

ＧＭ：差分値は＋６、４点上昇します。

マルセル：よし、振ふり切きった！

ＧＭ：お見事です！　では、マルセルは風向きや距きよ離りなどを計算し、もっともリディルのいる場所に届とどきやすいのはどの位置かを割わり出だします。

マルセル：周囲の兵たちに声をかけ、急行させる。魔法兵や弓兵には、ボリボスとグリンダクローンが現あらわれる位置を伝えて、そこに攻撃させるぞ。

ＧＭ：「はっ！　了解いたしました！」




　妖魔と軍が入いり乱みだれる戦場の一部で、ボリボスがグリンダクローンを持ち上げる。あまり現実離れした光景に、一瞬誰もがあっけに取られてしまう。

　風向き、位置、ともによし。ボリボスは腕うでを振ふりかぶった――その瞬間。

　周囲の兵たちから、魔法が、矢が、剣けん戟げきが、雨あられと降ふり注そそいだ。




ＧＭ：完全に油ゆ断だんしていたボリボスとグリンダクローンは、突然激しい攻撃を受け、そのまま倒たおれて砂になります。

マルセル：これでよし。どうにかリディルを守れたな……少し肩かたの力を抜ぬこう。

ＧＭ：といったところで、マルセルの行動は終了です。




▼アガルタ公国軍：ドラン………………………………………………
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　残すはアガルタ公国軍に忍び込んだグリンダクローンのみ。

　大胆不敵な変装の達人を見つけることができるのか？




ＧＭ：さて、次はドランの行動です。エンジェルファイヤーの誰かになりすましたグリンダクローンを、一刻も早く見つけなければなりません。

ドラン：ぐぬぬ、我々になりすますとは、さすがグリンダのクローンナリ！

ＧＭ：現在、レイウォール、ゴルフォード、グラスウェルズの王たちが助かっています。そして今、危き機きにさらされているのは、アガルタ公国のロッシュだけです。

ドラン：こら！　プレッシャーをかけるのはやめるナリよ!?（一同笑）

ＧＭ：ふふふ（笑）。

マルセル：能力値は【感知】、難易度は18だったな。

ドラン：【感知】は９あるナリが、ここは援軍を使ったほうがよさそうナリな。

アキナ：ここは思いっきり使っちゃいましょう！

ドラン：はっ、アキナさんの声がした気がするナリ（笑）。それでは、【感知】の〝ＮＰＣカード〟を全部使うナリよ！

ＧＭ：登場するのは、新規採用の読者投稿ＮＰＣのモイムと、チェルカ。さらに『デスマーチ』一巻のゴノレゴ一四世、『デスマーチ』ノベルに登場したイルファですね。




〝白き羽根〟モイム（二八歳／女／フィルボル　投稿者：福岡県　花咲王さん）

　アガルタ公国に仕えるスカウト。小さな帽ぼう子しに飾かざられた白い羽根がふたつ名の由来。ロッシュの母リアノンに恩おんを受け、命を助けられた盗とう賊ぞく。アガルタ公国の成立後、ロッシュのもとに駆けつけ、彼を支ささえるべく隠おん密みつとして活動を開始した。人ひと懐なつっこい笑顔の裏で、何を考えているかわからない女性と、一部には恐おそれられている。
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チェルカ・コール

（一九歳／女／ヴァーナ（猫族）　投稿者：岩手県　フレアさん）

　黒いコートを羽は織おった猫族の少女。王蛇会に所属していたスカウト／ウォーロードだ。内心ギィが気になっているようで、マムの密みつ命めいもあり、合衆国軍に参加した。傷のある右目が猫目である。また、可愛かわいくよく動く尻しつ尾ぽがチャームポイントで、弱点。尻尾に触さわられると猫ダッシュで逃げてしまうという。
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ゴノレゴ一四世

（四五歳／男／ヒューリン　投稿者：石川県　山ピロさん）

　スナイピングボウを用いた射撃の達人。常つねに寡か黙もくな態たい度どで任務に挑いどみ、確たしかな戦果をあげる。『デスマーチ』一巻などに登場し、アキナたちに力を貸かしている。
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イルファ

『アリアンロッド・サガ・ノベル・デスマーチ』第二巻に登場。かつてエクスマキナの隠れ里を守っていたエクスマキナのニンジャ。アキナとの交流のすえに心を開き、フェリタニア合衆国軍に参加。
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ドラン：（モイムの解かい説せつを読んで）モイムさんはロッシュゆかりのキャラナリね。リアノン殿が死した後も忠ちゆう節せつを尽つくす姿は、ティナ様のことを想って戦ってきたワタシには、すごく共感できるナリ。

ＧＭ：「フェリタニアの大だい将しよう軍ぐんにそのように言っていただき恐きよう縮しゆくです」とモイムは穏おだやかに、しかし力強く頷きます。

ドラン：それにしてもチェルカさんも、ギィに恋愛フラグ立ってるじゃないか!?　ギィはどんだけリア充じゆうナリか！　マムといい、ナナミといい、ルナといい！

ギィ：たまたまだろ？（笑）　投稿でそう決まったりすることもあるんだし（笑）。

ＧＭ：するとチェルカは「い、今はあの男のことなど関係ない！」と耳をピンと立てて、抗こう議ぎします。

ドラン：この娘もツンデレ系けいナリな（笑）。ってそんな場合じゃなかった（笑）。ゴノレゴにイルファ殿も、援えん護ごを頼むナリよっ。みんなのおかげでワタシの判定値は２Ｄ＋17ナリ！

マルセル：達成値に＋２するカードも残っているな。実じつ質しつ、５が出れば成功だ。

ドラン：……すごく不安になってきたナリ……念のため、フェイトを１点使用（笑）。

ＧＭ：これだけやってもまだ不安なんですか（笑）。

ドラン：万が一のことがあったら！　ワタシが大変なことになるナリよ！（←真剣）




　どんだけ、小暮さ……もといナーシアを恐れているのか？




ギィ：まあ、まだフェイトも残ってるし、いざってときは振り直せばいいんだよ（笑）。

ドラン：他人事だと、適当言ってるナリな！（笑）プレッシャー半はん端ぱないナリよ！（笑）

アキナ：ドランさん、がんばってください！　アキナ、応援してますよ！

ドラン：よ、よし……いくナリ！　てやーっ！（ダイスを振る）　……４、３、２！　合計９、達成値26ナリーっ!!（一同拍はく手しゆ）

ＧＭ：プレッシャーを乗り切りましたね（笑）。

ドラン：し、死ぬかと思った……（笑）。で、差分は＋８で４点進行、進行値10でクリアナリ。

アキナ：やったー！　おめでとうございますっ！

ＧＭ：さて、必死の捜索のすえ、ついにロッシュに近づくアキナの姿を見つけます。一見ドランの知っているアキナと何ら変わりありません。

ドラン：むむっ、だが、ワタシにはわかるナリ。あれは偽者ナリ！

ＧＭ：イルファもアキナの友人ですから、「あれはアキナじゃない」と即そく座ざに見み抜ぬきます。

ドラン：ロッシュ様、そいつはアキナじゃないナリ！　アキナは別の場所にいるナリよ！

ＧＭ：「何だって!?」と驚おどろくロッシュ。目の前にいるアキナ……グリンダクローンは、舌した打うちして毒ナイフをひらめかせますが、ゴノレゴとチェルカがそれを許ゆるしません。

ドラン：イルファとモイムは、ロッシュ様を下がらせるナリよ！

ＧＭ：「了解！」「承しよう知ちしました！」と、ふたりの女忍にん者じやがロッシュを下がらせます。

ドラン：ナイスチームワークナリ！　ワタシはグリンダクローンに《エアリアルスラッシュ》！　生け贄になんてさせないナリ！
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　ドランの放った風の刃やいばが、グリンダクローンを切きり刻きざむ。仮面が割われると同時に、悲鳴も上げないまま、彼女は黒い砂となって消えていった。




ドラン：ふうー……よ、よかったナリ……（笑）。

アキナ：とにかく、これで王様は全員無事でしたね！

ギィ：危あやうく大だい惨さん事じになるところだったがな！

ドラン：い、いろんな意味で助かった、ナリ……！（一同爆笑）

ＧＭ：といったところで、シーンを切りましょう。







◆Middle 08◆四人の誓い




　グリンダクローンを見事倒すことができたアキナたち。黒い砂となって消えた彼女たちの服からは、通信機が手に入った。

　そこから聞こえるのは、今やバルムンクの頂ちよう点てんに立つ男の、怒いかりの言葉であった。




ＧＭ：では、次のシーンです。シーンプレイヤーはアキナ。グリンダクローンを撃げき破はした直後と思ってください。伝心人形を使えば、ＰＣは全員登場できます。

一同：了解。

ＧＭ：エストネルでの妖魔軍との戦いは続き、今は夜半にさしかかろうとしています。そんな中ついにグリンダクローンを倒したというところ。ここで残した衣服から通信機が転がり出てきます。

アキナ：通信機？　拾います。

ＧＭ：どうやら壊こわれてはいなかったようで、そこから声が聞こえてきます。声の主は……アベル・クリードです。

マルセル：そんなことだろうと思っていたさ。

ＧＭ：「……よくも僕ぼくの計画を台なしにしてくれたね」と、アベルは怒りを抑おさえるような低い声でうめきます。

アキナ：あら、こんな作戦が成功すると思っていたんですか？　脇わきが甘あまいですね。……と挑発してみます（笑）。

ＧＭ：「……おのれ。貴き様さまらだけは、絶対に許ゆるさんっ!!」
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アキナ：あらら、怒おこっちゃいました。

ＧＭ：「貴様らとの因いん縁ねんに決着をつけよう！　エストネルの中央部、オルシア平原で待っている！」

アキナ：あなたのことだから、また罠を仕掛けてるんじゃないんですか？

ドラン：ありそうな話ナリ！（笑）

ＧＭ：アベルはニヤリと笑って言います。「好きに考えるといい。夜明けまで待つ。オルシア平原が決着の場所だ。こないならば、トリシューラを使って貴様らの軍を焼き払うまでだ……」そして、アベルは一方的に通信を切ってしまいます。

ギィ：あ、切られた（笑）。

アキナ：アベルが何を考えているのか……いまいち分からないのが不気味です。……話も終わりましたし……みんなに伝心人形で事情を伝え、集合して相談しましょう！

一同：了解！




　　　　＊　　　＊　　　＊
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ＧＭ：さて、皆さんはウィンドホークを駆かり、合衆国の本陣のかがり火を目印に、ややその後方に集合。ちなみに、各戦線ではいまだに妖魔との激げき戦せんが繰くり広ひろげられています。

ギィ：やれやれ。本来なら加勢したいところだが……。

ＧＭ：アベルの挑戦を受けるなら、戦闘はフェリタニアを初めとした各国の軍に任せることになります。

アキナ：……ですよね。

マルセル：さて……改めて、どうする？　やつの言葉に乗るか？

ギィ：罠かもしれねえ。だが、少なくともアベルを叩たたくチャンスではある。

ドラン：問題は、アベルを倒すための手がかりを、まだ摑んでいないことナリ。

ギィ：大丈夫、こっちにはすごい軍師がいるから、きっと見み抜ぬいてくれるさ！（笑）

アキナ：そうですよね、マルセルさん！（笑）

マルセル：まだ《スタンドバイ》が残っているからな（笑）。ただ、ここでは使わん。まずはアベルの指定した場所に行こう。

アキナ：お？

マルセル：アベルの乗っている戦せん艦かんはかなり厄介だ。戦闘力は不明だが、飛行能力のおかげで、どこにでも出現できるだろうからな。妖魔軍と戦っている味方の軍が挟きよう撃げきされかねん。

ギィ：戦線が崩壊する可能性があるな。

マルセル：そして……最悪なのは、ビルベリを直接攻撃されることだ。

アキナ：ビルベリを攻撃!?　なるほど。作戦の最大の目的を潰つぶされる可能性があるんですね！

ドラン：……ふむ。そうするつもりなら、まずビルベリを攻撃すると思うナリ。

マルセル：うむ。だからアベルの真の狙いは〝ヒースの植樹〟の妨害ではないだろう。だが、厄介な存在だけに、今の段だん階かいで捕ほ捉そくしたい。

ギィ：魔獣を呼び出すのも失敗してるしな。相手は必死だろうよ。

アキナ：なるほど……。

マルセル：もちろん、「待っている」と言ったことが噓で、出だし抜ぬかれる可能性もある。

ドラン：……もしかしたら〝英雄〟の定義にワタシたちが当てはまる可能性もあるナリ。

マルセル：アベルが魔獣の召喚を諦めていないという可能性もある……か。

ギィ：とは言っても、オレは〝英雄〟じゃねえしなぁ。大丈夫じゃねぇか？

アキナ：あたしも、正直〝英雄〟って言われても、ピンと来ないです。

マルセル：自じ己こ評価は意味がないだろう。この儀式の正確な〝英雄〟の定義も分からないしな。ようするに、我々が負けなければいいのだ。実に簡かん単たんな話ではないか。

アキナ：そうですねっ！　とってもわかりやすいです！

ＧＭ：おお。マルセルらしからぬ、前がかりな台詞せりふですね。

ギィ：……って、ちょっと待て！（笑）

マルセル：うん？　どうした？

ドラン：「我々が負けなければいい話だ」って、どう考えても裏うら目めるナリよ!?（爆笑）

ギィ：むしろいつものセオリーだと、絶対にオレが倒たおれるじゃねーかっ!?（笑）

マルセル：はっはっは。最終回だぞ。ここで裏目るはずはない！（断だん言げん）
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一同：…………。

ギィ：だから「裏目るはずがない」って言うな――っ!?（一同爆笑）

ドラン：時々、マルセルはわざと言ってるとしか思えない時があるナリ（笑）。

マルセル：…………（憮然とした表情）。

アキナ：（少し考えて）……これが最後の決戦になりますよね。

ＧＭ：ええ、そうなりますね。

アキナ：相手はアベルだけど（笑）、相当危険ですよね。

ＧＭ：はい。アベルですが（笑）。……危険です。

アキナ：……じゃあ、皆さん、聞いてください――。




　と、ここで、アキナが真剣な顔で三人を見て、話を始めた。




アキナ：――とにかく。あたしはアベルと戦いに行くしかないと思います。わずかな人数で、アベルと……バルムンクとの決戦になりますが、来てくれますか？




　アキナは問いかけた――。

　これからの戦いは、戦場の中にあって、さらに危険な場所へ身をさらすことになる。

　それが、自分の決断であることを明らかにし、そのうえで共に来てくれるのか。

　アキナは、決戦の前に、それを言葉にして確認したかったのだ。




ギィ：しょうがねえ……ま、乗りかかった船だ。行くさ！

ドラン：ＯＫナリ。伸るか反るかの大バクチナリな。うまくいけば、バルムンクの親玉を討ちとり……罠だったら、そのときはそのときナリ！

マルセル：私が提案した策だ……。当然同行する。それにどの国の軍からも戦力を引き抜く余裕はないからな。我々が行くしかないだろう。




　三人は迷わず言った。

　ラディシア村近郊のゴルダ砦での攻防の際に初めてギルドを結成して以来、

　四人はいつも共に戦い続けてきた。

　そしてそれは、最後の戦いでも変わらないのだ――。




アキナ：みんな、ありがとう！

ギィ：いまさらだぜ（笑）。

アキナ：じゃあ、せっかくだから四人で手を重ねましょう。みんなで無事に戻ってくることを祈って。

ドラン：スポーツの円陣みたいナリな。

ギィ：照れくさいが、まあいいぜ（笑）。

マルセル：あ、ああ。




　自然と四つの手が重なりあった。

　最後まで戦い抜くという……それは、誓いの儀式。
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アキナ：よーし、じゃあ、行きましょう――。




　「――〝エンジェルファイヤー〟出動！」




一同：おお――っ!!




　四人の声がエストネルの戦野に響いた――。




ＧＭ：戦線離り脱だつし、一路、アベルの指定した決戦場へ皆さんが向かう……というところで、次のシーンへ移ります。







◆Middle 09◆闇より出づる者ども




　エンジェルファイヤーを乗せた、ウィンドホークが夜闇を裂いて飛ぶ。

　目指すは、オルシア平原。

　その地でアベルが万ばん能のう戦せん艦かんトリシューラとともに、一行を待ちかまえているはずだ。




ＧＭ：さて、いよいよミドルフェイズ最後のシーンです。シーンプレイヤーはマルセル、ＰＣは全員登場です。戦場からウィンドホークで飛び立った皆さんは、アベルに指定された場所に向かっています。

アキナ：了解です！　さあ、行くぞー！

マルセル：ちょっと待ってくれ。ここでひとつ、懸け念ねん事じ項こうを解消しようか。「不死になったアベルを、どうやって倒すのか」だ。

ギィ：九巻の最後でマムに刺さされたのに、何ともなさそうだったしなぁ。

ドラン：案外無理してるんじゃないナリか？（一同爆笑）

ＧＭ：無理矢理面白くしないでくださいよ!?（笑）　ちゃんと傷きず口ぐちは治ってますから！（笑）

ギィ：ちぇ、なーんだ（笑）。

マルセル：それはともかく……どうにかこの段階で、アベルを倒す手を考えねばならん。

アキナ：「肉体を傷つけてもダメ」って、マムさんに言ってたみたいですからね。

ギィ：魂がどこか別の場所にしまわれてるんだったな。

ドラン：その隠かくし場所がどこにあるか、判定して見つけるナリかねぇ？

ギィ：いやいや。うちの軍師は超ちよう優ゆう秀しゆうだから、既にどこに隠してあるのか見抜いてるんだよ。なっ、マルセル！（笑）

ドラン：いやぁ、さすがは王国軍師！

マルセル：えぇい！　そんなわざとらしく持ち上げるな!!（一同笑）　このタイミングで目星をつけよう。《スタンドバイ》を使う。アベルの魂の隠し場所はどこだ？

ＧＭ：では……。これまで手に入れていた情報から、マルセルは「アベルの魂は、アベル自身の影にあるのではないか」という推測を立てることができます。

マルセル：影……？
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ＧＭ：マルセルがそう思ったきっかけは、九巻のときに、アベルがモニター越ごしに話しかけてきた際のことです。その映像にマルセルはかすかな違い和わ感かんを覚えていました。

マルセル：つまり、私はアベルの「影が妙だ」と感じたわけか。

ＧＭ：そのとおり。具体的に言えば、ごくわずかに影のほうが先に動き、肉体がそれにあわせて動いていたのです。

マルセル：ごくわずかな違和感だったが、後に思い返してアベルの不自然な点を考えた時、影が怪しいという考えに至ったわけだな。

ＧＭ：そういう感じです。ルール的に言うと、アベルの肉体とアベルの影、というふたつのエネミーが登場します。この情報に気づいていない場合、影を攻撃対象にできません。

ドラン：なるほど。「影が本体だ」と気づいたから、影を攻撃の対象にできるナリな。

ＧＭ：そのとおりです。影自体は何もしませんが、キャラクターとしては別べつ扱あつかいとなります。なお、このアベルの秘密が分からないまま、戦闘に入った場合は、メジャーアクションを使って【感知】の難易度30という判定で事実を察知することができました。

ドラン：高すぎナリ!?

ギィ：フェイトをぶっこめば、なんとかなるが……。

アキナ：厳しい戦闘の中で、メジャーアクションやフェイトを無駄使いせずにすみました！　ありがとうございます、マルセルさん！

マルセル：お、おほん、気にするな！（←少し照れているらしい）　と……とにかく、アベルの魂は影に隠されている。そして、そこを狙ねらえば倒たおせるというわけだ。
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アキナ：わかりました！　よしっ、行きましょう！




　四機のウィンドホークは空をかけ、やがてオルシア平原へとさしかかる。

〝大崩壊〟によって、他の地方と同じく荒野が拡がるその大地に、滑なめらかな光こう沢たくを放つ金きん属ぞくの艦が鎮座していた。それこそが、バルムンクの本拠地――万能戦艦、トリシューラだ。




ドラン：あ、あれがバルムンクの万能戦艦ナリ！

ギィ：へぇ、あの戦艦が、やつらの本拠地ってことか。

ＧＭ：皆さんが近づくと、アベルの声が空に響きます。「よく来たね、エンジェルファイヤーの諸しよ君くん。ようこそ、バルムンクの万能戦艦、トリシューラへ」

アキナ：むっ、アベル！

ＧＭ：「キミたちを歓かん待たいする手はずは整っている。そのまま進んで、このトリシューラにある大だい聖せい堂どうに来てくれたまえ」

マルセル：聖せい堂どうがあるのか。

ＧＭ：あるようです。と同時に、装そう甲こうの一部が割われ、入り口が現あらわれます。

ドラン：ふっ、せっかくのお招まねきナリ、乗ろうじゃないか！　ナリ！

アキナ：よしっ……エンジェルファイヤー、突とつ撃げきぃーっ!!




　エンジェルファイヤーは、ウィンドホークに乗ったまま戦艦内部へ突つっ込こんでいく。

　アベルの歓待――並なみ居いる防衛用ゴーレムや罠を突破しながら、奥おくへ奥へと突つき進すすむ。

　急激に狭くなった道のせいで、ウィンドホークで進むことを諦め、両の足で歩くはめになったが、アキナたちは止まらない。

　ただひたすらに進み、……やがてアベルの言う大聖堂にたどり着く。

　迷わず進む四人。すると入り口の扉は重い音を立てて閉ざされた。




ギィ：つまり、向こうからは入れないが、オレたちも逃にげられない、ってわけか。

ＧＭ：そのとおり。この聖堂は、アベルの趣しゆ味みなのか、様々な宝ほう石せきや宝ほう飾しよく品ひんで派は手でに飾かざり立たてられています。

アキナ：うっわ～……悪趣味……（笑）。

マルセル：聖堂にはふさわしくない装そう飾しよくだな……（笑）。

ＧＭ：天井は高くとられ、一面のステンドグラスになっています。夜の月や星の光が差し込み、幻想的な空間です。

ドラン：多少飛び回っても平気なほどの高さナリか？

ＧＭ：まさにそのとおり。さて、皆さんが大聖堂へ入ると、正面の祭さい壇だんにアベルが待まちかまえています。〝救世主〟を気取ってか、装そう飾しよく過か多たな大司教のような装よそおいをしていますね。

ドラン：こいつ、ここまで俗ぞく物ぶつだったナリか……？（笑）

マルセル：いや、最初から俗物だったぞ。

ＧＭ：さて、その俗物――アベルは皆さんを見て、「よく来てくれた。キミたちに会えてうれしいよ」と微笑ほほえみます。

ギィ：オレたちはうれしくねぇけどな。

ドラン：まったくナリ。お前の陰いん謀ぼうも、ここでおしまいナリ！

ＧＭ：「おや、魔獣復活の儀ぎ式しきを阻そ止ししたと思って、いい気になっているのかい？」

アキナ：あなたの思いどおりにはさせませんっ！

ドラン：ふっ、アキナさんの鉄剣が、お前を切きり刻きざむナリよ！（笑）




　と、ドランの言葉にアベルは面白くてしかたないという笑顔を見せる。




ＧＭ：「ああ、大丈夫。それには及およばないよ」アベルはにこやかに笑ったまま、ナイフを取り出し……。




　――刃やいばを自らの胸に突つき立たてた！
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一同：なにぃ――――っ!!
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　大司教の白い衣に、赤い血のしみが広がっていく。

　ナイフを抜ぬき取とると同時に、アベルの胸むな元もとと口元から鮮せん血けつが噴ふき出し、磨き上げられた床に大きく拡がっていった。




アキナ：うっ……！　痛い、痛い痛いっ！（←胸元を押おさえている）

ＧＭ：そしてアベルはナイフを取り落とし、そのまま地面に倒れ伏ふします。

ギィ：お、おい、勝手に死んだぞ!?

ドラン：まさか、これを見せるためだけに呼よんだナリか!?

アキナ：ひとりで死ぬのが寂さびしかったんでしょうか……？

ＧＭ：その瞬間。床ゆかに赤い血溜だまりが広がっていくにつれ、地鳴りのような音が轟とどろきます。

アキナ：なっ、何!?

ＧＭ：トリシューラの下部装甲を透とう過かして、光の紋もん様ようが天に向けて昇のぼっていきます――と、ここで画面は地上10キロメートルのあたりに切きり替かわります。

マルセル：まさかとは思うが……あの魔法陣か！

ＧＭ：そのとおり！　皆さんがエストネルにやってくるときに見た、巨大な魔法陣が展開され、まばゆい光を放ち始めます！

ドラン：この様子、見られないナリか？

ＧＭ：お、それはいいですね。では、「リクエストにお答えしようか」というアベルの声がします。

アキナ：…………え？　……えぇぇぇぇぇっ!?（一同爆笑）

ギィ：おい！　お前死んでるだろ！　……って蘇生能力があったか（笑）。

ＧＭ：そのとおり。アベルは何事もなかったように、むくりと起き上がりますよ。「エンジェルファイヤーの皆さん、左手をご覧らんください」（一同笑）

マルセル：バスガイドか！（笑）

ＧＭ：ということで、突とつ如じよ錬金術製のモニターが現あらわれ、エストネル上空からの映えい像ぞうが浮うかび上あがります。画面に見えるのは、エストネルを飲のみ込こむほどに大きな魔法陣です。

ドラン：やはり、先ほど感知したものナリ！

ＧＭ：「ふふふ、気づかなかったようだな。ここは魔法陣の直上、儀式の場なのだ。そしてまた、僕もアルディオンの王族！」

ドラン：はっ……まさか、四分の一でもいいから復活させようというナリか!?

ＧＭ：「限げん定ていされた力ではあるが、これで魔獣がよみがえるのだ！　四人分の血さえあれば、完かん璧ぺきな状じよう態たいで呼よび出だせたが……やむを得まい」

マルセル：つまり、「四分の一でも十分」ということだな。

ＧＭ：「だが、僕の目的はそれだけではない」

ギィ：どういうことだ？

ＧＭ：「キミたちに来てもらったのは他でもない。今や、神喚者ヴアリエンスに準じる力を持ったキミたちの血ならば、英雄・王族に匹敵する生け贄にすることができるのだ！」

アキナ：何ですって!?

ＧＭ：「この場でキミたちを殺し、魔獣フィンブルヴェトルの生け贄にしてあげよう！」

ドラン：…………ところで。エクスマキナに血ってあるナリかね？

ＧＭ：「…………。キミの場合はオイルで勘かん弁べんしてあげよう」

ドラン：ありがとうございます（一同爆笑）。

ギィ：（素になって）なるほどねぇ。アベルの不死の設定は、ただ強力な敵……ってだけじゃなかったのか。

マルセル：自らを生け贄にし、なお敵として立ち塞がるとはな。

ギィ：正直言って、意表をつかれたぜ。ちょっと演出はバカっぽいがな（笑）。

ドラン：確かにバカっぽいナリ（笑）。が、これでアベルに加えて、不完全ながら邪神の最終兵器を相手にするハメになったわけで……。なかなか盛り上げてくれるナリ。

ＧＭ：「くくく」とアベルは不気味に勝ち誇ります。
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ギィ：だがな！　オレたちが死ぬより先に、お前をぶっ倒たおせばいいだけだ！

アキナ：そう、倒れるのは、アベル、あなたですっ！

ＧＭ：「僕は死なない。絶対に……だ！」というところで、状況を解説します。アベルが自らの血を捧ささげたところで、その後方に魔獣フィンブルヴェトルが出しゆつ現げんしつつあります。

ドラン：まだ頭のてっぺんぐらいしか見えていない感じナリか？

ＧＭ：そんな感じです。すぐには動きませんが、２ラウンド目の開始以降、戦闘参加します。

マルセル：なるほど。

ＧＭ：なお、クライマックスフェイズの戦闘において、ひとり戦闘不ふ能のうが発生するたびに、魔獣フィンブルヴェトルの攻こう撃げき力りよくが＋50されます。

一同：な、何だってぇーっ!?

アキナ：＋50も強くなるんですかっ!?

ドラン：しゃれにならないダメージナリ！

マルセル：確かに厳しいな。ちなみに、戦闘不能から回復した場合はどうなるんだ？

ＧＭ：一度生け贄として捧げられてしまえば、儀式はそれだけ完成に近づきます。よって、戦闘不能が回復しても、攻撃力は上がったままです。

アキナ：あれ？　生け贄にされても死ぬワケじゃないんですか？

ＧＭ：はい。『アクロス』では、英雄の子孫であるミリアの血を捧げたことで、彼女は生け贄とされました。しかし、彼女は今も元気です。完全な死は必要じゃないんですよ。

アキナ：よかったぁ……。

マルセル：では、同じ人物が二回戦闘不能になった場合は？

ＧＭ：ノーカウントとなります。おかわりはいらない（笑）。

ドラン：どのみち、戦闘不能にはならないほうがいいナリな。

ギィ：だな。オレが一番気をつけねぇと……（←よく戦闘不能になる人）。

ＧＭ：「さて、キミたちをおもてなししたがっている面々が他にもいてね……」

アキナ：それって、どういうことですか？

ＧＭ：「こういうことさ」にやり、と笑うアベルの前に、四つの影が現われ……四人の人物の姿をかたどります！（ポーンを並べる）

ギィ：多いな！

ＧＭ：ひとりは人を食ったような笑いを浮うかべた、金髪の男です。慇いん懃ぎんに礼をして、「私は〝黄金マネー〟のゴルドレイ」と名乗ります。

アキナ：ゴルドレイっ!?




〝黄金マネー〟のゴルドレイ

『デスマーチ』二巻に登場したバルムンク。金こそがすべてと考えており、経けい済ざいを武器に戦うことを得意としていた。
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ＧＭ：「……お久ひさしぶりです、アキナさん」

アキナ：あなたは一度倒したはず!?

マルセル：ボリボスやグリンダと同じく、ヴェイラス博士とやらに再生されたんだろう。

ＧＭ：「私の欲よく望ぼうは、金。金こそが、世界を統すべる力！　その欲望を認みとめてくださったアベル様のために、再ふたたび黄よ泉みから舞まい戻もどったのです！」

ドラン：……言っちゃ悪いナリが……弱そうナリ……（笑）。

ギィ：再生怪かい人じんだからな！（笑）

ＧＭ：いやいや、再生怪人が弱いと決まったわけじゃないですよ（笑）。続けて影から呼よび出だされたのは、『ブレイク』に登場した、〝火矢ファイアアロー〟のフォード。




〝火矢フアイアアロー〟のフォード

　ゴルフォードにて大量破壊兵器を開発していた研究員のバルムンク。焰えん硝しよう石せきを利用した自爆ゴーレムで、戦火の拡かく大だいを目もく論ろんでいた。
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ギィ：うわっ、懐かしいなお前！　『ブレイク』の二巻のボスキャラがここで来るか!?（←『ブレイク』シリーズのＧＭ）。

マルセル：なぜ『ブレイク』の敵がこっちに来たんだ？（笑）

ＧＭ：「バルムンクかバルムンク・ノヴァであればＯＫ」という括りなのです（笑）。

ギィ：いや、懐かしいな。

ドラン：ああ！　あいつナリか！（←『ブレイク』シリーズのプレイヤー）

ＧＭ：「私は〝火矢〟のフォード。私の欲望は、知ち識しき。私が開発した焰硝石爆弾の威い力りよくは、キミたちも知っているだろう」

アキナ：焰硝石爆弾……！　あれを作った人なんですか!?

ギィ：そうだったなぁ。んで、焰硝石をゴーレムに積んだのが、マルドールって錬金術師だ。

ＧＭ：「知ち性せいこそが力。知性こそが、人を支し配はいするものなのだ。知性を欲ほつする我が願いを保ほ証しようしてくれたアベル様のために、復活したのだ」

ドラン：金、知恵、ときたナリな。次は何ナリ？

ＧＭ：次に登場した人物は、「久ひさしいな、マルセル」と言いながら現われます。四巻に登場した、〝突撃槍オクスタン〟のグラハムです。




〝突撃槍オクスタン〟のグラハム

（五六歳／男／ヒューリン　投稿者：千葉県　天舞美矢さん）

　元レイウォール三二将。類いまれなる猛もう将しようで、戦いを尊とうとび、平和を忌いみ嫌きらっている。バルムンク・ノヴァに所属していた。
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マルセル：……貴様が現われるとはな。

ＧＭ：「我が望みは戦場。この大陸を戦場とし、戦いの荒野を駆かけ抜ぬけることこそ本ほん懐かい！　知力、精神力、体力、技ぎ術じゆつ！　持てる能力のすべてを結集し、頂点を目指す！」

マルセル：……死してなお、変わらないな。

ＧＭ：「アキナ・ブルックス。貴様のような敵と戦えることこそが、我が望み。今回こそは倒して、復ふく讐しゆうを遂とげん！」と、アキナをにらみつけて槍を構かまえます。

アキナ：あたしも、グラハムさんをにらみつけます！

ＧＭ：最後は……〝二本差し〟のエンザン！　『ゲッタウェイ』第二巻に登場しました。




〝二本差し〟のエンザン

（三一歳／男／ヒューリン　投稿者：東京都　龍宮時ミコトさん）

『ゲッタウェイ』２巻に登場。フェリタニアに潜入していたバルムンク。人を斬きる技わざに偏へん執しゆう的なこだわりを見せる。自らが殺した人間の霊れい魂こんを使い魔として使し役えきする二刀流のサムライ。
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ドラン：なんと！　あいつナリか！　いや、これはギデオンの記憶だが！（笑）

ＧＭ：「くはははっ！　オレの名は〝二本差し〟のエンザン！　オレの望みは殺すこと……男も、女も、子どもも！　刃で切り刻む感かん触しよくが、再び味わえるとはなぁ！」

アキナ：そんなことはさせませんっ！

ＧＭ：「言うねぇ、お嬢じようちゃん。さあ、心ゆくまで、存ぞん分ぶんに殺し合おうじゃねぇか！」

マルセル：……こうして見ると、バルムンクには変へん態たいしかいないんだな。

ＧＭ：そ、そんなことはありませんよ？（笑）

アキナ：（少し考え）この人たち、自分のしたいことがばらばらですねぇ。

ＧＭ：「アキナ・ブルックス。いいところに目をつけたな」

アキナ：は、はい？

ＧＭ：「僕がバルムンクのリーダーたりえたのは、彼らの持つすべての欲望を満たす力を与える、と約束したからだ」

アキナ：…………。

ＧＭ：「そもそもバルムンクは、己おのれの本ほん能のう、欲望に忠ちゆう実じつな人間が集まった組織だ。人の本ほん質しつ、本能、僕はその欲望を肯こう定ていし、力を与あたえることで、彼らを掌しよう握あくしたのだ！」

アキナ：…………欲望。

ドラン：まあ、確かにバルムンクはそういう連中の集団ではあるナリ（←『無印』のＧＭ）。

アキナ：でも……この四人の欲望だった別々じゃないですか……。それに応えることなんてできるんですか？

ＧＭ：「このトリシューラには、ヴェイラス博士が作った〝システム〟がある。死してもなお、命を再生できる装置だ。力尽きても、何度でも復活し、己の欲望のために邁まい進しんし、貪むさぼることができるのだ！」

ドラン：な……なんか、スゴイ力ちから技わざナリな……。

ギィ：考えようによっちゃ、永遠に自らの欲望を追い求めていけるって……ワケか。

マルセル：望むままに生きたいというなら、そういう解決法もあるか。

アキナ：でもなぜだろう……全然羨うらやましくない（笑）。

ＧＭ：恍こう惚こつとした表情でアベルは続けます。「そして僕の欲望は何者にも支配されぬ〝王〟になること……。くだらぬ慣習などに振り回されることなく……な」

ドラン：……ふと思ったナリが。フェリタニアの野望が果たされれば、世界が破滅し、欲望を満たすどころではなくなるナリ。そこはどう考えているナリ？

ＧＭ：（突如素すに戻って）……いやぁ。ＧＭとしてぶっちゃけますけど、そこが一番悩んだところでして……。

一同：はい？

ＧＭ：『メイビー』の無茶振りがなかなかきつかったんですよ……。




　六月に発売された、たのあきら著の『アリアンロッド・サガ・リプレイ・メイビー』にて、ＧＭの想定外の事実が公開されていた。

　それは、『無印』のラスボス・〝邪神の御子〟フェリタニア、『デスマーチ』のラスボス・アベル、『ゲッタウェイ』のラスボス・〝血の螺旋ダーインスレイブ〟のマーリン、これに加えてレイウォール・アライアンスのミックらが全員結けつ託たくしているというものであった。




ＧＭ：これは私が決めたことですが、アベルは、絶対的な〝王〟になることが最大の行動原理です。

アキナ：確か……九巻のラストでは「神や魔族も敵」みたいな勢いでしたね。

ＧＭ：で、フェリタニアやマーリンの存在と力を知ったうえで同盟する以上、その両名に勝利しうる力を獲かく得とくし、出し抜く前提でないと結託できないんですよ！

ドラン：あ、ああ。

マルセル：…………。

ＧＭ：で、アベルは言うわけですよ。「邪神の最終兵器フィンブルヴェトルが、真の力を発揮すれば、〝邪神の御子〟も〝血の螺旋〟も敵にあらず。僕は、世界の支配者になるために、そのふたりすら、踏み台とさせてもらう！」と。

一同：…………。

ギィ：じゃあ、何か？

ＧＭ：はい。

ギィ：アベルがフィンブルヴェトルなんて、規格外の魔獣を召喚する必然性が生じたのは、『メイビー』の無茶振りが発ほつ端たんだったということか？

ＧＭ：そうなります。

一同：なんだってぇ――――っ!?（一同爆笑）

アキナ：マルセルさーんっ！（笑）

マルセル：…………ぐっ（←『メイビー』の著者）。
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ＧＭ：（まくしたてるように）いやぁ、『サガ』シリーズをひっくり返して読みましたよ。使われなかった魔獣研究者の設定を再生したり、最強の魔獣ナグルファルの記述を確認したり、それに匹敵する魔獣を召喚するためには異界祭祀書が必要だと確認したり。それをどうにかつなぎ合わせて、アベルを強化するのが、本当に大変でした。はっはっは。

アキナ：はっはっはじゃないですよ！（笑）

ドラン：これは斬ざん新しんな〝裏目〟ナリ!!　まさか他シリーズの著作で行った演出が、裏目って降りかかってくるとは……。マルセルの裏目力はどんだけのものナリか!?

マルセル：菊池さんに言われたくないんですが（笑）。

ギィ：まあ、この場合は、マルセルのせいとは言いがたいし、どちらかというと無茶振り返しといった方が正確な気もするが……。ま、面白けりゃなんでもいいか！

マルセル：……ちょっと待てぇ――っ！（一同爆笑）




　ひどい騒ぎであった。




ＧＭ：シリアスに戻します（笑）。「というわけで、僕たちバルムンクの欲望を叶えるため、アキナ、そしてエンジェルファイヤー――キミたちには死んでもらう」




　勝利を確信して笑うアベル。

　そんな〝救世主〟にアキナは剣を突きつけて言い放つ。




アキナ：さっきからごちゃごちゃ言ってますけどっ……！　あなたの言っていることは――




　「すごく気持ち悪いですっ!!」




ＧＭ：「きっ……気持ち悪いだとっ!?」
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アキナ：あなたの頭にあるのは、自分の欲望を叶えることばかり。そんな自じ己こ陶とう酔すいだけの気持ち悪い人が、王になんかなれるわけがありません！
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ＧＭ：「なぜ、そう言い切れる。僕たちバルムンクの欲望が生み出した力を見て、なぜそう言えるっ!?」




　歪んだ笑みを浮かべたアベルに、

　アキナは静かに応じる。




アキナ：確かに欲望が力になることもあるかもしれません……。

ＧＭ：「…………」

アキナ：ですが、力の源はそれだけじゃありません。あたしたちは、これまで多くの人に支えられてきました。人々が力を合わせた時、どれだけ強くなれるかを知っています。




　アキナの脳裏に浮かんだのは、これまでの戦いを支えてくれた人々の姿。

　彼らの多くは、今もなお、エストネルの大地で戦っている。

　エル・ウルフリック・ミンスターに向かっている〝ゲッタウェイ〟たち。

　ノルウィッチで待っているスリスやイザベラ、エルゼリエだって大切な存在だ。

　そして、ピアニィとアル――。




アキナ：自分の欲望に囚われたあなたより、人を思いやる心を持つスリス様の方が素晴らしい国を作れます！

ギィ：いい台詞だねぇ。スリスの対極の存在であるアベルも逆上するってもんだぜ。

ＧＭ：まさに！　アベルは目をむいて言います。「スリスが僕より上だとぉ!?　……ああ、いいだろう。この戦いに勝利した暁あかつきには……僕の玉ぎよく座ざに奪ったスリスを、下女として使ってやろう！　僕をないがしろにした、あがないとしてな！」

ドラン：うおっ、こいつ最低ナリ！

マルセル：まったくだ。……さっさと黙らせよう。

アキナ：この世界も、スリス様も、あなたの好きなようにはさせません！　……その欲望、ここで断ち切ります！

ＧＭ：「やれるものならやってみろぉっ!!」といったところで……クライマックスフェイズへと突入します!!











ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ









◆Climax 01◆世界をかけた戦い




　万ばん能のう戦せん艦かんトリシューラの大聖堂の空気が張り詰める。

　エンジェルファイヤーと対峙するは、不敵な笑みをたたえたアベルとアベル四し天てん王のう。

　奥には、轟ごう然ぜんとした存在感をまき散らしながらこの世界に分け入ろうとする魔獣が見える。

　その遠えん雷らいにもにた咆ほう吼こうが、開戦の合図となった……。




ＧＭ：ではクライマックスフェイズです。シーンプレイヤーはアキナ、ＰＣは全員登場。アベルとの戦せん闘とうになります。

一同：了りよう解かい！

ＧＭ：配置は、ＰＣが一エンゲージ。そこから５メートル離はなれた場所に、復ふつ活かつアベル四天王。

ドラン：復活アベル四天王……ゴルドレイたちナリな。

ＧＭ：はい。四天王はそれぞれ別のエンゲージにいます。四天王たちの５メートル奥おくにアベルとアベルの影かげが一エンゲージ。さらに５メートル奥にフィンブルヴェトルがいます。

ギィ：アベルにエンゲージするのに、四天王とエンゲージしないでも通つう過かできる？

ＧＭ：不可です。アベルの元に行くには四天王の誰だれかと一度エンゲージする必要があります。




●第一ラウンド

行こう動どう値ち

フィンブルヴェトル　　　　　35

ギィ　　　　　　　　　　　　31

ゴルドレイ　　　　　　　　　25

ドラン　　　　　　　　　　　22

アキナ　　　　　　　　　　　21

マルセル　　　　　　　　　　20

アベル　　　　　　　　　　　19

アベルの影　　　　　　　　　19

グラハム　　　　　　　　　　15

フォード　　　　　　　　　　15

エンザン　　　　　　　　　　14
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ＧＭ：セットアッププロセス。最初の行動はフィンブルヴェトルから。オリジナルエネミースキル《召しよう喚かん途と中ちゆう》が自動的に発動します。




《召喚途中》

　オリジナルエネミースキル。第１ラウンドのセットアッププロセスに自動的に発動する。このエネミーは行動済ずみとなり、さらに受けるＨＰダメージをすべて０にする。ラウンド終しゆう了りようまで持続する。




ＧＭ：「るがぁぁぁぁっ!!」と咆ほう吼こうを上げて魔法陣から飛び出そうとしますが、完全に実体化できておらず、動くことはできません。

マルセル：つまり、コイツが動き出すのは次のラウンドから、か。

ＧＭ：咆吼を上げる魔ま獣じゆうを満足そうに見ながら。「この魔獣、フィンブルヴェトルは、〝大いなる冬〟というふたつ名を持つ！」とアベルが解かい説せつしてくれます（笑）。

ドラン：アベルが語りモードに入ったナリ（笑）。

ＧＭ：ええ、語りますとも。「こいつの力は、バルムンクの大だい幹かん部ぶである魔族〝始祖の四人Four Deadly Sword〟あるいは、レイウォールの守しゆ護ご竜りゆう、アイン・ソフの力すらも超こえる！」

アキナ：知ってますよ。調べましたから。

ＧＭ：「なら、話は早い。この魔獣のもたらす滅ほろびの冬の前には何者も生き残れぬ。僕にしたがう人間だけが生き残ることができる。この船はそのための箱船となるんだ」

ギィ：はっ、くだらねえ。召喚しきる前に倒せばいいだけだぜ!!

ＧＭ：「フィンブルヴェトルの生け贄にされた後でも、その台詞を吐けるかな？」というところで、フィンブルヴェトルは終了。続けてギィのセットアッププロセスです。

ギィ：オレは特になしだが、《最後の力》をここで使おうぜ！

アキナ：はいっ！　《最後の力》承しよう認にんですっ！

ドラン：ここはひとつなにか、かけ声を！（笑）

アキナ：じゃあ……。いくぞぉっ!!　高速機動部隊っ！　エンジェルファイヤーッ!!（決めポーズ）
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ＧＭ：おお、最後にふさわしい、久ひさ々びさの決めポーズ！

ドラン：ワタシは背はい後ごでスモーク焚たきますナリ。

マルセル：なんで裏方に回ろうとするんだ！（笑）

ＧＭ：ということで、皆みなさんの体に力がわいてきます。フェイトが３点回復です。

マルセル：アキナ、さらに《限げん界かい突とつ破ぱ》も承認してくれ。敵の数が多すぎる。１ラウンド目で倒すのを目標にしよう。

アキナ：わかりました！　《限界突破》ーっ!!




　これで、エンジェルファイヤーのこのラウンド中の判はん定ていに＋１Ｄ、ダメージロールに＋２Ｄされることとなった。

　次のゴルドレイ、ドラン、アキナは連続してセットアッププロセスの宣言はなしとなった。




ＧＭ：続いてマルセルです。

マルセル：《マインドマスター》《コーデックス》《メンターアーツ》《ヘイスト》《ポストヘイスト》。《コーデックス》の指定はアコライトだ。

ギィ：もうホント、スキル名だけで呪じゆ文もんだな！（笑）




　これにより、マルセルのアコライトのスキルの使用コストが軽減され、さらに味方の行動値が上昇することになった（判定の結果、ＰＣ全員の【行動値】が13点上じよう昇しよう）。




ギィ：いえーい！　オレの【行動値】が44になったぜぇー！（笑）

アキナ：ギィさんの動きが見えないくらい速い！

ドラン：ワタシも35になったナリ（笑）。

ＧＭ：お、恐おそろしい数すう値ちだ……（笑）。「これが〝エンジェルファイヤー〟の速さか!?」とアベルも驚おどろきます。




　さらにこのタイミングでエンジェルファイヤーが《陣じん形けい》を使用。

　アキナがグラハムとエンゲージし、ドランが５メートル、ギィが10メートル後こう退たいしている。




ＧＭ：次はアベル。オリジナルエネミースキル《欲よく望ぼうの肯こう定てい者しや》を使用。アベルは自ら怪しい光につつまれていきます。この光によりアベルの動きは認識しづらくなってしまいます。




《欲望の肯定者》

　オリジナルエネミースキル。セットアッププロセスで使用する。このエネミーが使用するスキルは、スキルやアイテムの効果によって打ち消したり、失敗させることができない。ただし、このエネミーはリアクションを行なえない。シーン終了まで持続する。




ギィ：おい、ってことは、《インタラプト》が効きかなくなるのか!?

ＧＭ：そういうことです。《インターフィアレンス》で失敗させることもできなくなります。ただし、このスキルを打ち消すことは可か能のうですよ。

ギィ：さて……どうする？

ドラン：ここはあえて通して、背後に控ひかえるフィンブルヴェトル対たい策さく用ように《インタラプト》を残しておく方がいいと思うナリ。

マルセル：なるほど、一理あるな。

ギィ：んじゃ、《欲望の肯定者》は通しだ。

ＧＭ：わかりました。では、アベルは以上。続くアベルの影、グラハム、フォード、エンザンは、それぞれセットアッププロセスは宣せん言げんがありません。




　セットアッププロセスは以上で終了。イニシアチブプロセスが始まり、もっとも行動値が高い、ギィのメインプロセスとなった。




ギィ：いくぜ！　ムーブアクションで《ホークアイ》、マイナーアクションで《ホロウショット》、メジャーアクションで《アローシャワー》＋《アローレイン》。対象は、フィンブルヴェトル以外の全員っ！　アベルの影も対象に入れてるぜ！

ＧＭ：わかりました。では、命中判定からどうぞ！

ギィ：判定の直前に《フィールドワーク》を使用。さらに《デュアルアロー》でリンメルの矢を二本使用。８Ｄで判定。行くぜぇ!!　おらぁーっ!!（ダイスを振る）……よっしゃ、クリティカルッ!!
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一同：おおー!!

マルセル：《シーリィ》を使用する。ケセドの杖つえの効果も上乗せして、ダメージが＋50だ。

ＧＭ：げぇっ!?　では、順番に回かい避ひしていきましょう……。




　結果から言うと、ギィの攻撃は対象すべてに見事命中した。唯一フォードがクリティカルで回避しているが、ドランの《ニゲイト》で潰つぶされてしまった。




ギィ：ひとり避けられたかと思ったが、全員当たったな。「おいアベル、お前のからくりは、とっくの昔に見み抜ぬいてるぜっ！」と言って、アベルの影も貫つらぬくように矢を放つぜ！

ＧＭ：それにはさすがにアベルの顔色が変わり、自分の身体で影を庇います。ということで、ダメージロールの直前に、アベルの本体がアベルの影を《カバーリング》！

マルセル：ここで《ディバインフォース》を使用だ。さらにダメージに＋95、ケセドの杖の効果も乗せて、＋[image: 105]になる。

ＧＭ：な、な、何だってえぇーっ!?　魔術の支援で増えるダメージ量じゃないっすよ！（笑）

ギィ：オレも《ピアシングストライク》を使用するぜ。これでダメージロールは10Ｄ＋[image: 106]、マルセルの支し援えんを足すと、10Ｄ＋[image: 261]だな。

ＧＭ：固こ定てい値ちがもはやわけのわからない数値になっているんですが……（笑）。

ギィ：これでひとりやふたりは倒たおれてほしいぜな。（ダイスを振る）……うーん、出目は普ふ通つうだな。合計[image: 296]点、防ぼう御ぎよ無む視し！　アベルは20メートル以上離はなれてるから、天の瞳ひとみの効果を含ふくめて[image: 303]点だ！




　ギィが息つく間もなく複ふく数すうの矢を空に向かって放つ。

　放たれた矢は放物線を描えがきつつ、アベルたちへ降ふり注そそいでいく。

　それはさながら矢の雨。そのすべてが正せい確かくに防ぼう具ぐの隙すき間まを貫いていく死の雨であった。




ＧＭ：アベル四天王の四人は苦く痛つうのうめき声を上げますが、ひとりも倒れない。

ギィ：ちっ、ザコっぽい名前の癖くせしてけっこうしぶといな。

ＧＭ：影を庇ったアベルは、倍の[image: 606]点をくらって戦闘不能。「ぎゃあーっ！」（一同爆笑）

アキナ：ちょっ!?

ドラン：自分の影を庇って死ぬとか、すごくシュールナリ……（笑）。

ＧＭ：さて、アベルが戦闘不能になった直後に、「今の攻撃は痛いたかったぞ！」と言って《不死身の肉体》を使用。即そく座ざに【ＨＰ】を[image: 200]点回復して起き上がります。

ギィ：やはり影でないアベルは、殺せないんだな。

ＧＭ：なお、《不死身の肉体》はオリジナルエネミーパワーです。スキルによる打ち消しや妨ぼう害がいなどを行なうことはできません。




《不死身の肉体》

　オリジナルエネミーパワー。このエネミーが戦闘不能になった時に使用する。戦闘不能を回復し、【ＨＰ】を[image: 200]点まで回復する。




マルセル：肉体の方の不死身ぶりは、たいしたもんだな。

ＧＭ：次はドランのイニシアチブプロセスです。

ドラン：ムーブアクションで《ランニングセット》《クラッシュバリア》、マイナーアクションで《ファストドロウ》、メジャーアクションで《ダブルキャスト》。一発目、《エアリアルスラッシュ》。荒れ狂う風の刃やいばで攻撃するナリィ！
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ＧＭ：対象は？

ドラン：アベルの影、グラハム、フォード、エンザン！　フォードはバッドステータスを三つつけてくるはずだから、早めに倒すナリよ！

ＧＭ：覚えていましたか。

ドラン：覚えていたとも！　魔術と同時に《バリアントマジック》も使って、《エイミングフォージ》も使用するナリ！　さらにフェイトを１点使うナリ！　これで11Ｄ!!




　さて、このドランの判定。マルセルが《結束》でひとつダイスを増やしたもののクリティカルは出ず。しかし、クリティカルの有無がダメージに影響するため、《シークレットアーツ》を使用して振り直しを選択。ドランは強引にクリティカルを出してみせた。

　回避では、エンザンのみクリティカルを出しかけたが、マルセルの《パリペイティア》で振り直した結果回避、失敗。全員命中となる。




ＧＭ：くそ～っ！　また、クリティカルを消された！（笑）

ギィ：当たり前だろっ!?（笑）

マルセル：この頻ひん度どで、クリティカルするＧＭがおかしいから（断言）。

ＧＭ：出ちゃうんだからしょうがないでしょ！（笑）

アキナ：本当に勘弁してください！（笑）




　そしてダメージロール。マルセルの《シーリィ》ドランの《デスブロウ》などが使用され、合計[image: 232]点の【魔法防御力】無視のダメージとなった。




ＧＭ：アベルは倍の[image: 464]点を食らい、戦闘不能。即座に《不死身の肉体》で蘇よみがえります。エンザン、フォード、グラハムも、それぞれダメージを食らいますが、まだ立っています。

ドラン：なら二発目の《エアリアルスラッシュ》いくナリよ！　対象は同じくアベルの影、エンザン、フォード、グラハム。今度は真理の書を使って、さらにフェイトを使って９Ｄ。ここでドランからのお願い。《結束》で助けてほしいナリ（笑）。

ギィ：ずいぶん低姿勢だな、おい（笑）。




《結束》でフェイトを提供して貰うなどして、11Ｄで命中判定したドランだったが、結局クリティカルせず。再び《シークレットアーツ》で振り直し、クリティカルとする。

　この結果、アベル側は全員、回避失敗となった。

　そして合計[image: 264]点の【魔法防御力】無視のダメージが、四天王とアベルの影に適用される。

　なお、アベルは既に《カバーリング》しているためここでは、〝影〟を庇えなかった。




ＧＭ：……ですが、まだアベルも四天王も健在ですよ。

ドラン：想そう像ぞうよりも四天王の【ＨＰ】が多いナリね。あとはアキナさんに任まかせるナリよ。

ＧＭ：さて、次は【行動値】34、アキナの行動です！

アキナ：はーい！　ムーブアクションで《ファストセット》＋《フルスイング》、マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションで《ストラグルクラッシュ》。対象は……目の前にいる、グラハムさん！

ＧＭ：了解。「戦いくさこそ我が誉ほまれ！　第一の騎士の力を見せてみろぉっ！」と吠ほえるグラハム。

アキナ：まずは、一回目の命中判定します！　フェイトを２点使って、７Ｄ＋14で振ってみますよ。えいやーっ！（ダイスを振る）……うわっ、低い！　６が一個しか出てない！

ドラン：惜おしいナリ！

アキナ：しかたないので《グレートバースト》で、１を６にしてクリティカルにします！

マルセル：《シーリィ》＋ケセドの杖だ。

ＧＭ：「目を見み張はる成長ぶりだな、アキナ・ブルックス！」と、言いながら回避！（ダイスを振る）……３、全然駄目でした（笑）。
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アキナ：やった！　それじゃあ、ダメージいきます！　いっくぞぉ～……！　えいっ!!（ダイスを振る）…………[image: 208]点の【物理防御力】無視ダメージですっ！
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　大だい上じよう段だんから振ふり落おとされるアキナの大たい剣けん。

　グラハムは己おのれの槍で剣をさばきにかかる。

　だが、死闘の連続で鍛えられたアキナの剣は、グラハムの槍を粉砕、身体ごと斬り裂さいた。




ＧＭ：くっ。「見事……!!」と言い残し、アキナの剣の前にグラハムはどう、と倒れます！

アキナ：よしっ！

ＧＭ：「だが、アベル様が勝利すれば、また戦を楽しめる。永遠の戦場こそが我が望み……」と言って、グラハムは黒い砂となって消えていきます。

アキナ：……。そんな願いは叶いません。あたしがアベルを倒します！

ＧＭ：さて。ここで演出が入ります。グラハムが倒れたところで、フィンブルヴェトルが動きます。

マルセル：なに!?

ＧＭ：フィンブルヴェトルはグラハムの死を祝福するように、高らかな咆吼を上げます。




　魔獣の叫びとともに、周囲の魔ま力りよくが活かつ性せい化かし、急速に気温が低下、吹雪ふぶきが吹ふき荒あれ始めた。

　天井のステンドグラスは砕け散り、大聖堂はみるみる氷原へと変わって行く。




ドラン：なんナリか!?

ＧＭ：オリジナルエネミーパワー《風の冬》を使用しました！　これはパワーなのでスキルでは基き本ほん的てきに打ち消せません。




《風の冬》

　オリジナルエネミーパワー。誰だれかが戦闘不能になった時に使用する。シーン内で発生した〈水〉と〈風〉の魔法ダメージに＋20する。この効果は、シーン終了まで持続する。




ギィ：＋20か。敵の攻撃によってはヤバイな……。




　ＰＣ側で最後となったマルセルは、アキナへ《ブレッシング》《グローリー》を使用。このラウンドの間、アキナの判定に＋１Ｄする。




ＧＭ：これは、皆さんの死ほど、生け贄としての価値はありませんが、四天王の死によってもフィンブルヴェトルの勢力は強まるという表現です。

マルセル：しかたあるまい。いずれにせよ、四天王は倒さねばならないからな。

アキナ：ええ！

ＧＭ：以上でＰＣ側は全員行動終了しましたね。

ギィ：いよいよ敵さんたちの行動だな……。

ＧＭ：怒ど濤とうの連続行動ですよ！　まずはゴルドレイのメインプロセス……。

ギィ：（台詞せりふを遮さえぎって）その前のイニシアチブプロセスで《アデンダム》。

ＧＭ：何ですってー！　こっちは防ふせげない。どうぞ。

ギィ：ここはもうひとり、フォードを落とす！　ムーブアクションはなし、マイナーアクションで《ブルズアイ》、メジャーアクションで《ダブルショット》！　あとは当てるだけ！

ＧＭ：「ひひひ。ならばその攻撃を避け、オレが知性の結晶たる爆弾をお見舞いしよう」と両手のハンドグレネードをちらつかせながら、フォードはほくそ笑みます。

ギィ：焰硝石爆弾の開発者だからって、知性を爆弾作成に割り振りすぎじゃねぇか!?（笑）ま、いくぜ。命中は６Ｄ。とりゃー！（ダイスを振る）……はっはっは、クリティカルだ！

マルセル：《シーリィ》＋ケセドの杖で、ダメージに＋50。

ＧＭ：とほほ、さすがに出ますよねー……回避！　はっ！（ダイスを振る）７、失敗！

ギィ：《ピアシングストライク》。（ダイスを振る）出目31、[image: 180]点の〈無〉属ぞく性せい魔法ダメージ。どうだ!?

ＧＭ：まだ立っていますが、あと一いち撃げきでも食らったら倒れそうですね。「我が火焰の軍団の復活の日までは死ねんのだ！」

ギィ：そんな日はこないぜ。この二撃目でお前は死ぬからな。……おら！（ダイスを振る）……今日は出目がいい。６が三つでクリティカル！

ＧＭ：げげぇ――――っ!?




　ギィの放った矢がフォードの持ったハンドグレネードを正確に撃うち抜ぬいた。

　フォードは慌あわててハンドグレネードを手放し、防御姿し勢せいを取ろうとする。

　が、間かん髪はつ入いれずに飛来したもう一本の矢が、フォードをその場に縫ぬい止とめた。

　フォードの顔が引きつり……ハンドグレネードの爆ばく炎えんの中へ消えた。




ＧＭ：「オレの知性の力を証明するのだぁぁぁ――――!!」炎の中からフォードの断末魔が聞こえます。
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ギィ：じゃあな、フォード。

ＧＭ：フォードが倒れたので、再ふたたびフィンブルヴェトルが歓喜の咆吼を上げます。ここで、《剣の冬》を使用します。吹雪が止やみ、代わりにこの場にいる全員の持つ武ぶ器きの刃が怪あやしげな光を放ち始めます。

アキナ：またですか!?




《剣の冬》

　オリジナルエネミーパワー。誰かが戦闘不能になった時に使用する。《風の冬》の効果を解かい除じよする。さらにシーン内で発生した物理ダメージに＋20する。この効果は、シーン終了まで持続する。《風の冬》の効果中のみ使用可能。




ＧＭ：先ほどの《風の冬》の効果が解除され、シーン内で発生した物理ダメージに＋20されます。こちらもシーン終了まで持続します。

アキナ：なるほどっ！

ドラン：アキナが強くなるナリな！

アキナ：任まかせてください！

ＧＭ：さて、これでギィの《アデンダム》による行動は終了。ゴルドレイのメインプロセスとなります。ムーブアクションで10メートル後退。フィンブルヴェトルにはエンゲージはしません。マイナーアクションで《黄金魔ま弾だん》。「私の財力を受けて見るがいい！」




《黄金魔弾》

　オリジナルエネミースキル。マイナーアクションで使用する。そのメインプロセスで行なう射しや撃げき攻撃でダメージを与あたえた場合、［放心］［威い圧あつ］を与える。




アキナ：相変わらず、やな攻撃！

ＧＭ：メジャーアクションで《ダブルショット》！　対象はドラン！

ドラン：なんでナリか！（笑）

ＧＭ：一番当たりそうだからですよ！（笑）　何しろひとり戦闘不能にして生け贄とするだけで、こちらはかなり有利になるので（笑）。

ドラン：くそぅ、どうせ避けられないナリよ！（笑）

ＧＭ：命中判定の直前に《デュアルアロー》を使用。血けつ晶しよう弾だんをふたつ使用し、ダメージに＋40！　（ダイスを振る）……クリティカル！　「フ、黄金の魔性がキミを破滅に追い込む」
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ドラン：ぎゃーっ!?　意味分かんねぇ――っ!!
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アキナ：クリティカルですか！

マルセル：《パリペイティア》するか？

ドラン：いや、問題ないナリ。どうせ避けられない……（ダイスを振る）……出目９、やはり無理だったナリ。

ＧＭ：ダメージは、クリティカル分をあわせて９Ｄ＋83、《剣の冬》の効果により＋20され、９Ｄ＋[image: 103]スタートです。




　ゴルドレイがたたき出したダメージは、[image: 139]点の物理ダメージ。しかし、マルセルのケセドの杖の効果を乗せた《プロテクション》により、79点軽減され、受けたダメージは47点となる。さらに［放心］と［威圧］も受けた。




ドラン：残り【ＨＰ】89点！　血晶弾がボディに突つき刺ささるけどちょっとへこんだくらいで済すんだナリ!!

ＧＭ：では、二撃目。初撃と同じ二連れん射しやを、同どう一いつ軌き道どうでドランに向けてぶっ放します。《デュアルアロー》で血晶弾をふたつ使用。（ダイスを振る）……達成値32！

ドラン：回避は（ダイスを振る）……失敗～。ダメージどんと来いナリ！

アキナ：その前に《カバーリング》《カバームーブ》しますっ！　ダメージの大きい二撃目を狙ってました。ドランさん、危なーいっ！

ドラン：ありがたいナリ～。




　ゴルドレイの二撃目は[image: 143]点の物理ダメージ。対するエンジェルファイヤーはアキナの《カバーリング》とマルセルの《プロテクション》の合わせ技により[image: 119]点防ふせぎ、ダメージを11点に押さえ込む。なお、アキナは［放心］と［威圧］を《インデュア》で回復させている。




ＧＭ：ゴルドレイが放った二発の血晶弾が、射しや線せんに割わって入ったアキナの剣によって弾はじかれる。「ちっ、防御が硬いな」と忌いま々いましげに吐はき捨すてるゴルドレイ。

アキナ：わたしも成長しました。今度も負けません！

ＧＭ：次はアベルですが待機。そして行動するのはエンザン。ムーブアクションでドランにエンゲージ。マイナーアクションで《アニマルパクト》、サモナーのスキルを「射しや程てい：視し界かい」「場面（選せん択たく）」に変へん更こう。メジャーは《ファミリアコンビネーション》！

ギィ：ちっ、二回攻撃か。

ＧＭ：いえ、《ファミリアアタック》と《クロススラッシュ》で三回攻撃です！

ドラン：うわっ！　これはやばいナリ！

ＧＭ：まずは《ファミリアアタック》から。エンザンが二本の刀を勢いきおいよく薙なぐと、空間に切れ目が出しゆつ現げん。彼かれが殺した無数の亡もう者じやたちが這はいだし、皆さんに襲おそいかかります！（ダイスを振る）……クリティカルッ!!
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一同：ぎゃーっ!?

アキナ：本当によくクリティカルを出しますね。

ＧＭ：はっはっは。

ギィ：厳きびしいな……ここはオレのリソースを切る！　《インターフィアレンス》！

ＧＭ：ですよねー！（笑）




　ギィは、《インターフィアレンス》でクリティカルを出し、エンザンの攻撃を打ち落とすことを選んだのだが……。




ギィ：なぜだっ!!　《フィールドワーク》やら《結束》のフェイトを使って11Ｄ！　これでなぜ出ない？　……っていうか、さらにフェイトで振り直したのに……また出ないってのはどういうことだっ!?

一同：ちょっと待て――!?（爆笑）

ＧＭ：いやあ。おいしい！（笑）　エンザンは「悪霊に取り憑かれたな」とほくそ笑みます。

ギィ：くっそー！　とにかく《インターフィアレンス》失敗！　《インタラプト》のタイミングが過すぎちまったから、もう手がねぇーっ！　すまーんっ!!（笑）
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アキナ：あわわわ～！




　エンジェルファイヤーは慌あわてて回避に移うつるが、そうそう都合良くクリティカルが出るわけもなく、全員命中となった。




ＧＭ：ダメージは７Ｄ＋70ですが、クリティカルしているので、９Ｄ＋70の貫かん通つうダメージとなりますよ。《カバーリング》をする場合は宣言をどうぞ。

ギィ：ドランを《カバーリング》《カバームーブ》だ！

アキナ：だ、大丈夫ですか!?

ギィ：マルセルの《プロテクション》がありゃ、何とかなるだろ。

ＧＭ：では……ダメージ！（ダイスを振る）……うわっ、これはひどい!?　９Ｄで18しか出なかった！

一同：やった――!!（笑）

ギィ：こいつはいけそうだぞ！（笑）

ＧＭ：88点の貫通ダメージです。とほほ、期き待たい値ちの半分……。

ギィ：マルセルさん《プロテクション》をお願いしますぜ！　出目がいいと、オレ、鼻歌を歌いながら立ってられるから！（笑）

マルセル：わかった。ギィに《プロテクション》！　ケセドの杖の効果を乗せる。（ダイスを振る）……69点軽減だ。
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ギィ：ってことは、19点ＨＰダメージだな。それを倍にして、38点食らった。全然平気だぜ。

アキナ：あたしはそのまま88点食らいます～。いたたた……。

マルセル：私も88点ダメージを受ける。

ＧＭ：さらに続けて《クロススラッシュ》！

ギィ：おっとぉ！　さすがにそこまではやらせねえ。《インタラプト》だ！




　エンザンの動きを止めるため、ギィは、襲おそいかかる悪あく霊りようの波に耐たえながら、再び矢を放つ。

　悪霊を打うち倒たおしながら、まるで波を切きり裂さくかのように飛ぶ矢は、ドランに向かって刀を振ふり下おろそうとしたエンザンの手を正確に射貫き、今度こそ動きを止めた。




ＧＭ：「馬鹿な!?　く、くそぉ……てめぇっ……!!」とエンザンは歯ぎしりします。にらむ目には、驚きよう愕がくの色が見えますね。

ギィ：今度は止めてやったぜ！

ドラン：それにしても、ＧＭはクリティカルを出だし過すぎだと思うナリ（笑）。

ＧＭ：いやあ、自分でもびっくりです（笑）。さて、最後は待機していたアベル。う、うーむ……四天王もふたり倒たおされてるから……支援する意味が薄いな。

マルセル：もしかして、一ラウンド目に四天王は倒されていない想定だったのか？

ＧＭ：ええ、切り札を温おん存ぞんして、倒しに来ないと思ってました。しかたない攻撃に打って出よう。ムーブアクション、マイナーアクションはなし。メジャーアクションはオリジナルエネミースキル《救世主の憤ふん怒ぬ》を使用！　アベルの指が天を差し、犠ぎ牲せい者しやをひとりを指さすと……天から雷かみなりが落ちます！
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《救世主の憤怒》

　オリジナルエネミースキル。メジャーアクションで使用。「射程：20ｍ」「対象：単体」に魔法攻撃を行なう。命中判定は［６Ｄ＋10］、ダメージは、貫通ダメージの［10Ｄ＋70］。




ＧＭ：攻撃の対象はドラン。ひとりでも戦闘不能にすれば、その分魔獣が強くなる。だから倒しやすいところを狙う！（ダイスを振る）　……う、出目が低い。達成値30！

ドラン：それでも避けられないナリよ……（ダイスを振る）……あったり～。

ＧＭ：ダメージは10Ｄ＋70の貫通ダメージ。（ダイスを振る）……[image: 109]点の貫通ダメージ!!

ドラン：ギャー、それは倒れるナリ!!

アキナ：ドランさん!?

マルセル：《プロテクション》＋ケセドの杖だ！（ダイスを振る）……よし、出目がいい。76点軽減してくれ。

ドラン：おおっ、ありがたいナリ！　33点食らって、残り【ＨＰ】56点ナリ。

ギィ：ドラン、狙ねらわれているわりに粘ねばるな。

ドラン：敵の数が多い分、マルセルの《プロテクション》が効きいてるナリよ。一撃で大ダメージだと逆ぎやくに危あぶなかったナリ。

ＧＭ：とはいえ、ここまで粘るのは予想外ですよ。最初に四天王をふたり倒されたのは痛いな。……さて、これで全員が行動済になりました。

一同：《再さい行こう動どう》っ!!

ＧＭ：こちらは、アベル、ゴルドレイ、エンザンが、それぞれ《二回行動》を使用！　これでトップは……【行動値】44のギィですか……。

ギィ：おう、行くぜ。ムーブアクションで《クイックショット》＋《ブルズアイ》、マイナーアクションで《ホロウショット》、メジャーアクションで《ダブルショット》！　対象はゴルドレイ。

ＧＭ：ゴルドレイは比ひ較かく的てきぴんぴんしている！　たぶん耐たえられる……はず。

ギィ：なら、くらってみろ！　急所に目がけてマジカルクロスボウで二連射だ！




　ギィの矢は二本とも見事命中。

　合計で[image: 321]点のＨＰダメージをゴルドレイに与あたえたが……。




ＧＭ：ぐぅ、けっこう厳きびしくなってきましたが、ゴルドレイはまだ立っています！

ギィ：ダメだったか！

ドラン：次はワタシの番ナリね。ここはエンザンを倒すしかないナリ。

ギィ：次のエンザンの攻撃でドランが倒されそうだしな。

ドラン：ムーブアクションで《ランニングセット》＋《クラッシュバリア》、マイナーアクションで［威圧］を解除、メジャーアクションで《ダブルキャスト》。《エアリアルスラッシュ》で攻撃するナリ！　対象はエンザン！

ＧＭ：「くへへ、来な！」と、エンザンは構かまえています。

ドラン：命中判定の前に真理の書を使うナリ。命中が７Ｄ……しかし、［放心］が入っているのでマイナス１Ｄナリ。６Ｄナリか……フェイトを２点使うナリ！　みんな～！　ワタシに力を分けてほしいナリィ～！

マルセル：《結束》で私から１点供出しよう。これで残り８点だ。

アキナ：あたしも１点あげまーす！　残り９点！

ギィ：オレはフェイトがないから、応おう援えんだけしてる（笑）。

ドラン：ありがたい！　みんなのおかげで11Ｄにまで上がったナリ！（ダイスを振る）……うおぉーっ!?　クリティカルしまくってるナリーッ!!
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アキナ：（ダイスを見て）すごいです。６が五個出てる！

一同：すげえ――――!!（笑）

ギィ：人生をとおして出すはずだった６を、ここで全部出したのか……（笑）。

ドラン：それはさすがに少なすぎナリ!?（笑）

マルセル：では、《シーリィ》＋ケセドの杖だ。

ＧＭ：エンザンが回避します！　（ダイスを振る）……くっ、出目は９！　攻撃命中です。

ドラン：よ、よし……ダメージいくナリよ！　でりゃー!!（ダイスを振る）……合計[image: 225]点の〈風〉属性魔法ダメージ！　【魔法防御力】無視ナリ！




　ドランの魔術によって、エンザンを取り囲むように生まれた複数の風の刃が、一いつ斉せいに目標へと襲おそいかかった。

　ひとつ目を刀で切きり裂さき、ふたつ目を悪霊を身代わりにし、だが三つ目以い降こうは止められず、風の刃を受けた身体が連続して跳ね回る。

　死の舞ぶ踏とうを踊おどるはめになったエンザンは、最後は糸が切れたようにばたりと倒たおれ伏ふした。




ＧＭ：「くはっ……まあいいさ。また甦って……もっともっともっと、殺し尽つくしてやるからよ……」と、エンザンは倒れます。

ドラン：アベルは私たちが倒すナリ。お前はここで終わりナリ。三度目は絶対にないナリよ。

ＧＭ：「やれるもんならな……」とつぶやき、エンザンは黒い砂となり、消えていきます。しかし、エンザンはけっこうがんばった！　《アニマルパクト》でダメージを与あたえられたからよしとしましょう。

ギィ：というよりは、オレがへたれてただけだけどな……とほほ……（笑）。

ＧＭ：エンザンが倒れたのでフィンブルヴェトルが三度、歓喜の咆ほう吼こうを上げる。オリジナルエネミーパワー《狼おおかみの冬》が発動します。




《狼の冬》

　オリジナルエネミーパワー。誰かが戦闘不能になった時に使用する。《剣の冬》の効果を解除する。さらにシーン内で行なわれるすべての判定に＋１Ｄ。この効果は、シーン終了まで持続する。《剣の冬》の効果中のみ使用可能。




ＧＭ：武器に込こめられた力が失われ、代わりに皆さんの身体を後あと押おしするように風が吹ふきます。《剣の冬》の効果が解除され、以後このシーンで行なわれるすべての判定に＋１Ｄ。これは敵てき味み方かた関係なく影えい響きようし、シーン終了まで持続します。

マルセル：なかなか面めん倒どうだな。

ドラン：それはそれとして、《ダブルキャスト》二発目ナリ！　《エアリアルスラッシュ》を、ゴルドレイに撃うつナリよ！




　この《エアリアルスラッシュ》をゴルドレイは回避できず、命中。

　しかし、クリティカルでの命中ではなかったため、その威力は本ほん領りようを発揮できず、90点の魔法ダメージを【魔法防御力】無視で与えるのみに留とどまった。




ＧＭ：90点程度なら、ゴルドレイは健けん在ざい！　「おやおや、整せい備びする金が足りないのかな？　たいしたダメージだねぇ」と、嫌いやみを言います。
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ドラン：くっ、お前なんか再生怪人のクセにナリ!!

アキナ：やっぱりゴルドレイさんは嫌な人ですっ!!

ＧＭ：では、そんなアキナに向けて「ふふふ。私は『キミを金の力で屈服させる』という宣言は忘れていないのだよ」と、イヤらしい目でゴルドレイはつぶやきます。では次、アキナの行動となります。

アキナ：むかっ！　ゴルドレイを殴りに生きたいけど……。

マルセル：お、おい、アキナ。

アキナ：ここは我慢！　まずはアベルを倒さないとですよね（笑）。そうだ……アベルに聞きたいことが……。

ＧＭ：「なんだ？」

アキナ：なぜ、グリンダのクローンを作って、利用なんかしたんですか？　あなたの望む世界は、彼女の理想とはかけ離れているというのに……。

ドラン：アキナさんは、グリンダに思い入れがあるナリねぇ。

アキナ：トラウマになるぐらい、嫌いでしたけど……ライバルでしたから。

ＧＭ：「ふん、確かにグリンダクローンは、服従を拒んだな。だが、救世主に逆らうことなど許されん。ヴェイラス博士に心をいじってもらったよ。くくくっ！　ひゃははははっ！」

アキナ：やっぱり……。

ＧＭ：「あぁ？」

アキナ：あなたは許せません！　ここで倒します！




　アベルの狂気に満ちた独善が、アキナの怒りに火をつけた――。




アキナ：ムーブアクションでアベルとアベルの影にエンゲージ！　マイナーアクションで《フルスイング》、メジャーアクションで《ストラグルクラッシュ》！　アベルの影を攻撃しますっ！

ＧＭ：影を狙ねらっているのを知って、アベルが焦あせります。「くっ!?　こ、こっちに来るな！」

アキナ：嫌ですっ！　フェイトを２点使用。クリティカルしますように……えいやーっ!!（ダイスを振る）……来たっ！　クリティカル!!

マルセル：《シーリィ》＋ケセドの杖だ。

ＧＭ：（ダイスを振る）……アベルの影は回避失敗！　アベルの本体が《カバーリング》！

アキナ：むっ……でも、これで二回目は直撃するはず！　えーいっ!!（ダイスを振る）……う、低いかも……[image: 202]点の【物理防御力】無視ですっ！

ＧＭ：惜しい、２点オーバーで耐えられなかった！　アベルの本体は戦闘不能になり、《不死身の肉体》で復活します。「ぶ、無礼者っ!?」

アキナ：あなたに礼をつくす必要なんてないっ！　二回目の攻撃します！　《ボルテクスアタック》も使いますよっ！（ダイスを振る）……出たーっ！　クリティカルーっ!!


一同：おおー!!

マルセル：いい流れだ。《シーリィ》＋ケセドの杖で、ダメージを＋50してくれ。

ＧＭ：「やっ……や、やめろ、やめろーっ!?」と叫さけびつつ、影はへたれた避けかたをします。（ダイスを振る）……クリティカルしない！　出目10で回避失敗です！

アキナ：よぉーしっ……！　ダメージは、16Ｄ＋[image: 352]点ですっ！　おりゃーっ!!（ダイスを振る）今度は出目がいい♪　54点だから、[image: 406]点の防御力無視ダメージですっ!!

ＧＭ：[image: 406]点!?（笑）




　アキナの剛ごう剣けんがアベルの影に向けて迫せまる。

　慌ててアベル自身が割って入り、その身を半ばまで裂かれつつも受け止める。

　だが、それはアキナの想定内。

　寸分違たがわぬ剣筋で二撃目を放ち、肉体ごとアベルの影を貫いた。
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ＧＭ：アベルの影はここで倒れる。アキナが剣を影に突き入れると、剣の半ばほどまで影の中に潜もぐり込こみ、なにかを貫く手て応ごたえを感じます。

アキナ：ここまでです、アベルさん。

ＧＭ：影の中から絶ぜつ叫きようが響ひびき、次いでアベルの声が響きます。「人とは欲望に忠ちゆう実じつな生き物だ。アキナ・ブルックス、お前にも欲望があるだろう。なのに、なぜ僕を否ひ定ていする!?」

アキナ：……もしかしたら、あなたの言うように、あたしも欲望に目が眩くらむかも知れません。でも……そんなときは、きっと大切な仲間が、あたしの目を覚まさせてくれるはず！　そういう未来を選択して、あたしは生きますっ!!

ＧＭ：「馬鹿な……そんなことは無理だ。よしんばお前ができたとしても、他の者はどうだ？　欲望に負け、第二第三のバルムンクが登場するのは間ま違ちがいない！」

ドラン：…………む。

アキナ：難むずかしいことは、よくわからないですけど……でも、誰もが他人を不幸にしてまで、欲望を選んで生きていく世界になんて、あたしがさせませんっ!!

ＧＭ：それを聞いて、アベルは高らかに笑います。「ハハハハハ……たいした大たい言げん壮そう語ごだ。だが、それもすべては無駄だ。僕が死ねば、フィンブルヴェトルはコントロールを失う」

ドラン：つまり？

アベル：「世界は滅び、すべての命は死し滅めつする！　貴き様さまらは世界滅めつ亡ぼうの引き金を引いたのだ。あの世で、世界が滅ほろびゆく様を、じっくりと見させてもらうぞ。ハハハハハ……」そして、影ごと魂たましいは黒い砂となり、ゆっくりと消しよう滅めつしていきます。

アキナ：アベル――。何度も死の苦痛を感じてまで望んだのはそんなことなんですか!?




　もはや、返事はなかった。

　魂が消えたことにより、その肉体も倒れ伏し、地面に溶とけ込こむように消えていった……。




アキナ：…………。

ドラン：…………なるほどねぇ。

ギィ：どうした？

ドラン：いや、先日の話だけど、ＧＭが「このシナリオで他シリーズのラスボスにも負けない真の敵を用意した」みたいなことを、いっていたナリがその正体が分かったナリ。

アキナ：…………真の敵？　それはなんですか？

ドラン：それは人の〝欲望〟ナリね。

ＧＭ：…………（頷く）。

マルセル：…………そうか。人の心に欲望があるかぎり、第二、第三のバルムンクが登場する。アベルの台詞に、この敵のやっかいさが集約されているわけか。

ギィ：その真の敵〝欲望〟のおかげで呼び出されたフィンブルヴェトルと、オレたちはこれから、命がけで戦わなきゃいけねぇはめになったしな。

アキナ：だとしても……。バルムンクが何度甦っても。あたしが必ず倒します！

ドラン：さすがエンジェルファイヤーのリーダーナリ！

ギィ：いい覚悟だぜ……。……そりゃそうと、ゴルドレイはどうするんだ？

一同：…………あ。

ＧＭ：「おやおや、私の時代が来たようだね！」

ギィ：お前は残るのかよ――っ!?（一同爆笑）

ＧＭ：ええ、消えませんよ？（笑）　ゴルドレイさんはいい気になって「ふふん、このフィンブルヴェトルを、私のものにするとしよう！」とか言い出しやがります（笑）。

ドラン：え、お前は操あやつれるナリか？

ＧＭ：「……。いや実は無理。金の力ではどうにもならないこともある」と哀しげにかぶりを振るゴルドレイ。

マルセル：操れないんかいっ！（一同爆笑）

アキナ：やっぱり、あなたの「お金がすべて」って欲望は間違いですよ――っ!?（笑）

ＧＭ：さて、アベルが倒れたので再びフィンブルヴェトルがオリジナルパワー《黄昏たそがれの始まり》を使用します。




《黄昏の始まり》

　オリジナルエネミーパワー。誰かが戦闘不能になった時に使用する。《狼の冬》の効果を解除する。さらにシーン内で行なわれる攻撃のダメージロールに＋10Ｄする。この効果は、シーン終了まで持続する。《狼の冬》の効果中のみ使用可能。




　アベルの肉体と魂の消滅を言こと祝はぐように、フィンブルヴェトルが再さい度ど、咆吼を上げる。

　その瞬しゆん間かん、周囲があかね色に染そまった。

　終わりの始まりを告げる、黄昏時たそがれどきの世界だ。




ドラン：ダメージ＋10Ｄ!?

マルセル：約35点ほどダメージが上がるのか。

アキナ：ダメージがすごくなりますね！

ＧＭ：さて、次はゴルドレイの行動です。ムーブアクションはなし、マイナーアクションで《黄金魔弾》、［威圧］と［放心］が入ります。

ドラン：うう、相変わらず、イヤらしい攻撃ナリ。

ＧＭ：メジャーアクションは《ダブルショット》！　既に弾たま切ぎれとなっているため、血晶弾はもう使えません。一発目、はっ！（ダイスを振る）……クリティカル!!

ドラン：ぶーっ!?

マルセル：あと一歩で倒せそうな敵にクリティカルされると、かえって腹立たしい（笑）。




　この黄金の銃撃を、ドランは回避失敗。マルセルの《プロテクション》＋ケセドの杖で堪え忍び……。




ドラン：これで30点ダメージ。残り【ＨＰ】26点！　ぎりぎり残ったナリ！

アキナ：危なかった～！




　続いて《ダブルショット》の二撃目を放つ、ゴルドレイだったが、それは徒と労ろうに終わる。　ダメージが上がる《ダブルショット》の二撃目はアキナが《カバーリング》し、マルセルのプロテクションと合わせて、ダメージを完封してのけたからだ。




ＧＭ：アキナの鎧に銃弾がカキーンとはじかれたっ!!　くそー、硬い！

アキナ：あなたの弾丸なんて、すべて防いで見せます！

ドラン：アキナさん、助かったナリ。しかし、また［威圧］と［放心］を受けたナリよ……。

ＧＭ：さて、これでゴルドレイの行動は終了。最後はマルセルの行動となります。




　マルセルはこの行動で、アキナへ《ヒール》を使用。アキナを全ぜん快かいさせる。




　そしてクリンナッププロセス。ドランの［放心］がここで回復。

　また、ギィは《バーサタイル》で《アデンダム》の使用回数を、アキナは《バイオレントアタック》で、《ボルテクスアタック》を回復させる。




　以上で、第一ラウンドが終了。決戦の第二ラウンドが始まる……。




●第二ラウンド




ＧＭ：さて、第二ラウンドのセットアッププロセスの前にひとつイベントが発生します。




　フィンブルヴェトルを召喚する魔法陣の一画が光となり砕くだけ散ちる。

　その途と端たん、戦場にいた者全員が、背せ筋すじが寒くなるような悪お寒かんを感じた。

　強きよう制せい的てきに目の前の魔ま獣じゆうが、世の理ことわりからかけ離はなれた存そん在ざいだと理り解かいさせられる。




　異い界かいより来たりし最悪の魔獣、フィンブルヴェトルとの決戦が始まろうとしていた……。
















ＧＭ：というわけで、フィンブルヴェトルが戦闘に本ほん格かく的てきに参戦します。「こ、これは……」と、ゴルドレイが実体化したフィンブルヴェトルの気配に呑のまれています。

ドラン：で、食われるナリか？（笑）

ＧＭ：ええ（笑）。硬こう直ちよくしているところへフィンブルヴェトルが食らいつき、ゴルドレイは驚愕の表ひよう情じようを浮うかべ「金の価値も分からぬ獣けだものめ！」と悲鳴をあげて砂になってしまいました。するとフィンブルヴェトルは不満そうに唸うなります。

マルセル：食ったのになにも起きないから、か？

ギィ：そうか、ゴルドレイは英えい雄ゆうじゃないから、死んでもフィンブルヴェトル召喚の儀ぎ式しきは進まないんだな。

ＧＭ：そういうことです。で、フィンブルヴェトルは続いて皆さんの方を見て、雄お叫たけびを上げる。

ドラン：ワタシたちを倒して、自らを完全体にするつもりナリね。

アキナ：……負けません。フィンブルヴェトルはここで倒します！




行こう動どう値ち

フィンブルヴェトル　　　　　35

ギィ　　　　　　　　　　　　31

ドラン　　　　　　　　　　　22

アキナ　　　　　　　　　　　21

マルセル　　　　　　　　　　20
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ＧＭ：というところで第二ラウンドのセットアッププロセス。まずはフィンブルヴェトルですが、なにもありません。

マルセル：他の三人は動かないから、次は私の番だ。《スピリチュアルウェポン》をギィに。

ギィ：オレ？　ああ、攻撃回数が多いからか。

マルセル：そういうことだ。魔術判定（ダイスを振る）……成功。ケセドの杖も使って、以後ギィはダメージに＋20。さらにここで《陣形》も使おう。アキナ、承認を。

アキナ：《陣形》、承認ですっ！




　これにより、アキナがフィンブルヴェトルのエンゲージに突とつ入にゆう。

　他の三人はその場に留まることを選せん択たくしました。




ＧＭ：これでセットアッププロセスは終了。なにもなければフィンブルヴェトルが行動しますが……。

ギィ：ここでオレが《アデンダム》で割わり込こむぜ！

ＧＭ：お、了解しました。

ギィ：ムーブアクションで《ホークアイ》、マイナーアクションで《ブルズアイ》、メジャーアクションで《ダブルショット》！　一撃目には温存しておいた《デュアルアロー》でリンメルの矢を二本使う。目元を狙って二連射だ！

ＧＭ：では、命中をどうぞ。

ギィ：フェイトがもうほとんど残ってねぇし、このまま振るぜ。えい！（ダイスを振る）……うわっ、全然駄目だ！　フェイトを使って振り直すぜ。（ダイスを振る）……よ、よかった！　出た！　なんと６が三つでクリティカル！
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一同：おおおーっ!!


マルセル：でかしたぞ。《シーリィ》＋ケセドの杖、ダメージに＋50だ。

ＧＭ：フィンブルヴェトルは回避します。はっ！（ダイスを振る）……出目は７、クリティカルしなかったので回避失敗です。ダメージどうぞ！

ギィ：《ピアシングストライク》を使用するぜ。距きよ離りが20メートル離れてるから、ダメージが＋２Ｄ、《黄昏の始まり》の効果で＋10Ｄ。合計でダメージは21Ｄ＋[image: 189]！　いつものオレらしくなくて、違い和わ感かんがあるな（笑）。

アキナ：ギィさん、がんばれー（笑）。

ギィ：いくぞ、えい！（ダイスを振る）……[image: 264]点の魔法ダメージだ。

ドラン：おおっ、かなりダメージが大きいナリ！

ギィ：10Ｄ増ふえてるのが効いているな！

ＧＭ：フィンブルヴェトルは、周囲に吹雪ふぶきを展てん開かいして身を守りますが、ギィの矢は吹雪の壁かべを突つき破やぶり、目元に二本とも突つき刺ささります。しかし、フィンブルヴェトルはひるんだ様子もなく、ぎろりとギィをにらみ、「貴様を破は壊かいする」と思念をぶつけてきます。

マルセル：こいつ、しゃべるのか！

ドラン：知ち性せいの高い魔獣もいるし、人の言葉を解しても不思議じゃないナリよ！

ギィ：二撃目行くぜ。《デュアルアロー》は使いきったから一本だけリンメルの矢を使う。（ダイスを振る）クリティカルしないから、最後のフェイトを突っ込んで振り直す！（ダイスを振る）……よし、もういっちょクリティカルだ！

マルセル：よし！　《シーリィ》＋ケセドの杖、ダメージに＋50だ。

ＧＭ：では回避します。たあ！（ダイスを振る）……出目が６、５、５。達成値は29！

ギィ：危ねえ!?

アキナ：どきっとしました！　相変わらずダイス目がいいですね（笑）。

ＧＭ：ですが、惜しいけどクリティカルしなきゃ意味がない。命中です!!

マルセル：ダメージロール前に《チェックメイト》＋ケセドの杖！（ダイスを振る）48点足してくれ。

ギィ：《ピアシングストライク》を使用。おら！（ダイスを振る）……[image: 248]点！　《チェックメイト》と合計して、[image: 296]点の魔法ダメージ！　すげぇ、こんなダメージが出るなんて、オレじゃないみたーい！（笑）

ＧＭ：【魔法防御力】は20点なので、ＨＰダメージは[image: 276]点。累るい計けいダメージは[image: 520]点！

アキナ：すご～い！　ギィさん、すごいですっ!!

ギィ：でも、もう何も残ってないぜー（笑）。

ドラン：まだ命があるナリ！（笑）

ギィ：いままではそうなんだけどな。今回は倒れると敵が強くなるから、そう簡単に命は使えないんだ（笑）。

ドラン：しまった、そうだったナリ！

アキナ：ダメージが50点増ふえるんですよね。かなり危き険けんです！

マルセル：……ちなみに、ここで我々が負けたら、フィンブルヴェトルが『無印』に出ることになるな。

ドラン：はっはっは、そいつはすばらしいナリな……ってやめて！　面倒なことになるから！（←『無印』のＧＭ）

アキナ：そうならないようにがんばりましょう！（笑）

ＧＭ：これでギィの《アデンダム》が終了。改めてフィンブルヴェトルのメインプロセスに入ります。ムーブアクションはなし、マイナーアクションでオリジナルエネミーパワー《大いなる冬》を使用。




《大いなる冬》

　オリジナルエネミーパワー。マイナーアクションで使用する。そのメインプロセスに行なう《複ふく合ごうブレス》の対象を「射程：シーン」「対象：場面（選択）」に変更する。１ラウンドに１回使用可能。




ギィ：シーン全体攻撃か！

ＧＭ：自分の周囲に展開していた吹雪を戦場全体に広げ、そこへブレスを吐はきかけるとこの場一帯が凍とう結けつしていきます。メジャーアクションで《複合ブレス：水、風》。（ダイスを振る）……よし、クリティカル!!

マルセル：ここは《パトロナイズ》する場面だな。そのために《パリペイティア》だ。振り直せ。

ＧＭ：うう、せっかくのクリティカルがっ!!（笑）

ギィ：でも、かわたなだからまたクリティカル出そうだな……。

マルセル：さすがにもう出ないだろう。

ＧＭ：よっ！（ダイスを振る）……クリティカル!!

アキナ：あああーっ!?（笑）

ギィ：出しやがったーっ!!（笑）

ドラン：しかも６が三つになったナリ!?（笑）

ＧＭ：《パリペイティア》をありがとう!!（笑）

マルセル：裏目った……（笑）。
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　裏目軍師の面めん目もく躍やく如じよである。




マルセル：なんにせよ、《パトロナイズ》だ。フェイトを５点入れて７Ｄで振る！

アキナ：《結束》しまーす！　１点使ってください！　残り７点です。

ドラン：ワタシも１点供出ナリ。残り３点。

マルセル：助かる。これで９Ｄ……これでクリティカルが出れば！（ダイスを振る）……くっ、６はひとつだけ！　フェイトを使って振り直す!!

ギィ：がんばれマルセル！

アキナ：がんばってー！

マルセル：いくぞ……!!（ダイスを振る）……よし、６が四つでクリティカルだ!!
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一同：やったあ――っ!!（拍はく手しゆ）

ギィ：マルセルすげ――!!

アキナ：すばらしい！　マルセルさんすごーい！

ドラン：マルセル、さすがナリ!!




　フィンブルヴェトルを中心に空気が凍こおりついていく。

　すべてが静止する死の世界が広がり、エンジェルファイヤーも呑のみ込こまれ……。

　カ――――ン。

　マルセルが杖の石いし突づきで床ゆかを叩たたき、音すらも凍りついた世界に甲かん高だかい音を響ひびかせる。

　凍結した空気は木っ端みじんに砕くだけ散ちり、世界は元の姿すがたを取とり戻もどす。

　祈りに応えた神の加護が顕けん現げんしたのだ。




ＧＭ：自分の力があっけなく打うち破やぶられ、フィンブルヴェトルが戸惑うように身体を振ふるわせます。

マルセル：ふう……さすがに少々、疲つかれたな。

アキナ：大丈夫ですか？　フェイトもすごい使っちゃってますし……。

マルセル：いや、大丈夫だ。こういったところでサポートするのが、私の仕事だからな。

ＧＭ：フィンブルヴェトルは怒いかりにその巨体をよじらせます。さて、続いてギィの行動です。

ギィ：んじゃ、ま、せっかくもらった《スピリチュアルウェポン》を無駄にしないように、攻撃するわ。ムーブアクションはなし、マイナーアクションで《ブルズアイ》、メジャーアクションで《ダブルショット》だ！




《ダブルショット》によるギィの二回攻撃は、二撃目のみ命中判定にクリティカル。

　マルセルからの《シーリィ》＋ケセドの杖の支援を含め、合計[image: 375]点のダメージをフィンブルヴェトルへ与えた。




ＧＭ：これで累計[image: 895]点ダメージ。まだまだ！

ギィ：これでもう、オレの役目は終わりだな……あとは頼たのんだ……（笑）。

アキナ：ギィ、まだ終わってないよ！

ＧＭ：次のイニシアチブキャラクターはドランです。

ドラン：ムーブアクションで《ランニングセット》＋《クラッシュバリア》、マイナーアクションで［威圧］を解除。メジャーアクションで最後の《ダブルキャスト》！　【ＭＰ】が心こころ許もとない……《祝福》がほしいナリ～。

アキナ：はーい！　《祝福》ーっ！　全員【ＭＰ】満タンでーす！

ドラン：フレッシュな気分になったナリ～。一発目の《エアリアルスラッシュ》に《リゼントメント》を使用するナリ！　真理の書を使って、命中は７Ｄ！　フェイトは１点入れるナリよ。

アキナ：《結束》～！　ドランさんに１点あげます！

マルセル：すまん、私はちょっと厳しい。

ドラン：問題ないナリよ。これで命中判定９Ｄ。クリティカル、出ろーっ！（ダイスを振る）……おおっ！　出た出た、６が四つ出てるナリ～！（突とつ然ぜん野太い声になって）今日のワタクシ、絶ぜつ好こう調ちようでござる（一同爆笑）。

マルセル：お前は誰だ。

アキナ：口調が変わっちゃってる！（笑）

ギィ：それにしても、今日の菊池さんはやばい！　一生分の６出しちゃったんじゃない？（一同笑）

ドラン：だから、少なすぎるから!?（笑）

マルセル：では、ドランに《シーリィ》＋ケセドの杖だ。

ＧＭ：さて、フィンブルヴェトル、回避します！（ダイスを振る）……６は出るのにクリティカルしない。回避失敗です。

ギィ：（真面目な顔で）やっぱり回避判定３Ｄとか、よくないよ。

ＧＭ：いやいや、３Ｄでもそんなに避けないですよ？

ギィ：お前はクリティカル出しそうだからダメなんだよ！（一同笑）

ＧＭ：ええー!?（笑）

アキナ：でも、ＧＭは２Ｄでもクリティカル出すから変わらない気がします（笑）。

マルセル：確かにな（笑）。

ドラン：ともあれ、ダメージ出すナリ。クリティカルで＋４Ｄ、《マーダースキル》で＋６Ｄ、《シーリィ》で＋50、《モータルマジック》で＋40、《リゼントメント》で＋[image: 190]ナリ。合計27Ｄ＋[image: 342]！

ＧＭ：なんじゃそりゃー！（笑）

ドラン：ふっふっふ。では、ダメージロールをいくナリよ。どりゃー！（ダイスを振る）……すごいナリ、出目だけで[image: 113]点出てるナリよ!?

アキナ：すごいすごーい！

ギィ：期待値だと90点くらいだから、かなり上回ってるな。

ドラン：固定値分を足して……[image: 455]点の、【魔法防御力】無視のダメージナリ！

ＧＭ：何度も言うけど、何そのダメージ!?　え、えーと、【魔法防御力】が適てき用ようされないから、そのまま食らいます。累計ダメージが一気に１３５０点！　しかし、まだ健在です！

ドラン：続いて二発目の《エアリアルスラッシュ》ナリ。真理の書とフェイトを１点使用するナリよ。

マルセル：すまん、《結束》はもう使えん。

アキナ：あたしもです……。

ドラン：仕方ないナリ。おりゃっ！（ダイスを振る）……６が一個しか出てないナリ。《シークレットアーツ》！　三個振り直すナリ。（ダイスを振る）……出た！　クリティカルッ！

マルセル：《シーリィ》＋ケセドの杖だ。

ＧＭ：回避！（ダイスを振る）……出目が６、２、１、回避失敗。

ドラン：（ダイスを振る）……合計[image: 248]点の【魔法防御力】無視ダメージ！




　ドランは無数の風の刃を産み出した。

　もっとも重要な局面と判断したドランは、自身最大の奥おう義ぎをもって魔獣を駆く逐ちくせんと思い定めた。

　打ち出される圧あつ倒とう的てきな数の風の刃を前に、吹雪の防ぼう壁へきなどなんの意味もない。

　ドランの魔術は文字どおり、フィンブルヴェトルの全身を余あまさず切きり刻きざんだ。
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ＧＭ：無数の刃に切り刻まれ、フィンブルヴェトルもたまらず苦く悶もんの叫び上げる。これで累計ダメージ１５９８点。しかし、まだ倒れない！

アキナ：ドランさん、がんばりましたね！

ドラン：その代わり、ワタシはもうからっけつナリ……ぷしゅー。

ＧＭ：さて、次はアキナがイニシアチブキャラクターですが……ここでフィンブルヴェトルが《終末の前まえ触ぶれ》というオリジナルエネミーパワーを使います！

ギィ：このタイミングで使うということは、メインプロセスを行なうパワーだな。




《終末の前触れ》

　オリジナルエネミーパワー。イニシアチブプロセスで使用する。このエネミーは即座にメインプロセスを行なう。未行動でも使用可能。そのメインプロセスで行なうメジャーアクションに対してはリアクション不ふ可か。１シーンに１回使用可能。




ＧＭ：正せい解かい！　というわけで、ムーブ、マイナーなし、メジャーアクションで《三回攻撃》！　エンゲージしているのがアキナだけなので、三回連続でアキナに白兵攻撃を行ないます！

アキナ：にゃっ!?　三回攻撃!?　よ、よし……来いっ！

ＧＭ：巨きよ大だいなかぎ爪づめが振り上げられ、アキナに振り下ろされます！　なお、《終末の前触れ》の効果により、このメインプロセスで行なう攻撃に対するリアクションは行えません！

マルセル：素す直なおに攻撃を受けるしかないわけか。

ＧＭ：そういうことです！




　吹雪の防壁がアキナを包つつみ込こみ、動きを封ふうじた。

　間髪入れず、フィンブルヴェトルのかぎ爪が振るわれる。




ＧＭ：では一発目！（ダイスを振る）……クリティカル！

一同：またかっ!!

アキナ：クリティカルしちゃやだー!?

ＧＭ：そういわれても、出るんだからしょうがない。ダメージは、クリティカル分を足して24Ｄ＋[image: 160]。（ダイスを振る）……出目が88点、[image: 248]点の物理ダメージです！

アキナ：《ウェポンガード》！

マルセル：さらに《プロテクション》。ケセドの杖の効果を乗せる！　いくぞ！（ダイスを振る）……くっ、低い……70点軽減だ。

アキナ：ありがとうございます！　[image: 124]点ダメージを受けましたが、残り【ＨＰ】96点で立ってます！




　真横から襲いかかる一撃目を、アキナは剣を盾たてにしてなんとか直撃を防ふせぐ。

　剣の上から激しい衝しよう撃げきが叩たたきつけられ、アキナの体力がごっそりと奪うばわれる。




　……残り、二撃。




ＧＭ：続けて二撃目！（ダイスを振る）……クリティカルはしない。

アキナ：でも回避判定できないんですよね……っ！

ＧＭ：そのとおり。なので、そのままダメージロールに入ります。（ダイスを振る）……次は[image: 240]点ぴったり！

アキナ：【物理防御力】が41点なので、このままだと[image: 199]点受けて倒れちゃいます！

マルセル：《プロテクション》……で耐たえるのは厳しいな。ここは《アフェクション》を使ってダメージ０だ！




　一撃目とは逆ぎやく方ほう向こうから振るわれた二撃目は剣による防御が間に合わなかった。

　そのまま直撃すれば、致ち命めい傷しようを受けて行動不能は間ま違ちがいない。

　しかし、当たる寸すん前ぜんにマルセルが光の障しよう壁へきを展開し、フィンブルヴェトルのかぎ爪をあらぬ方向へ逸そらした。




　……残り、一撃。




ＧＭ：では最後、三回目の攻撃です！（ダイスを振る）……出目は低いが、リアクション不可なので、ファンブルじゃなければ問題ない！

アキナ：さあ、来い！

ＧＭ：（ダイスを振る）……79点、[image: 239]点の物理！

マルセル：ケセドの杖込こみの《プロテクション》！（ダイスを振る）……出目がいい。85点止めるぞ！

ギィ：それはすごい！

アキナ：ううっ、それでも耐えられない～！　【ＨＰ】０で倒れます。




　そして、頭上より叩たたき付つけるように振るわれた三撃目。

　マルセルの魔術を超こえて、刃のごとき鋭いかぎ爪がアキナの身体を引ひき裂さく。
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　派は手でに血が噴ふき出だし、ぐらりとアキナの身体がよろける。
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マルセル：アキナ、《蘇そ生せい》を使え！

アキナ：了解！　《蘇生》しますっ！　【ＨＰ】全快！　そこから[image: 113]点減へって【ＨＰ】[image: 107]点で立ってますっ！




　だが、アキナは倒れなかった。

　ボロボロの体でなお、足を踏ふん張ばり、上体を起こす。

　傷きずだらけの体でなお、顔を上げ、剣を構かまえる。

　燃える瞳は、まだ戦えると、全力で主しゆ張ちようしていた――。

　フィンブルヴェトルはなにか恐ろしいものを見たかのように、アキナから距離を取ろうと身じろぎした。




ＧＭ：そして……アキナのメインプロセス。

マルセル：アキナ、ここは待機してくれ。私が《ブレッシング》をかける。

アキナ：はっ、はい！　わかりました！　待機します！

ＧＭ：では、マルセルの行動となります。

マルセル：《ブレッシング》《グローリー》をアキナに。（ダイスを振る）……発動は成功。判定に＋１Ｄだ。

ドラン：アキナさん、やっちゃうナリよ！

ギィ：いけ、アキナ！

マルセル：これで終わりにしろ！

ＧＭ：それでは……改めて、アキナの行動です！

アキナ：いっくぞーっ!!　《ファストセット》《フルスイング》に《スマッシュ》、《ストラグルクラッシュ》！　一撃目に《ボルテクスアタック》、全力攻撃ですっ!!　フェイトも２点使用します！

マルセル：《結束》で最後のフェイトを供出する。

ドラン：ワタシからも１点あげるナリよ！

アキナ：ありがとうございます！（ダイスを振る）……あっ、６が一個出ました！　《グレートバースト》を使って、クリティカルにします！

マルセル：《シーリィ》＋ケセドの杖だ。思い切りやってしまえ！

ＧＭ：では、回避します！

ギィ：クリティカル出すなよ！

ＧＭ：はっ！（ダイスを振る）５、１、２、残念。回避失敗です。

アキナ：やった！　ダメージが合計が22Ｄ＋[image: 366]！　めっちゃ攻撃するぞぉ――っ！　とりゃー!!（ダイスを振る）……70点だから、[image: 436]点の防御無視です！

一同：おお――っ!!

ＧＭ：【ＨＰ】がごっそり減った！　ですが、まだ耐えています！

アキナ：なら、二撃目っ！　フェイトを一気に３点入れて……８Ｄで振ふります！（ダイスを振る）……いけたーっ！　６が二個でクリティカル！

一同：おおおおおお――――っ!!

マルセル：フィンブルヴェトルに次の行動を回したくない。《グレートバースト》も使って少しでもダメージをあげよう。

アキナ：わかりました！　《グレートバースト》を使って、６を三つにします！

ＧＭ：フィンブルヴェトルも回避します！（ダイスを振る）……くそぉ、出目が６、２、３。回避失敗！

アキナ：ダメージ、いきますっ……！　えーいっ!!（ダイスを振る）……97点、[image: 273]点の防御無視ダメージ!!




「どうだぁぁぁぁぁっ――っ!!」




　アキナは剣を振り上あげる。
















　その瞬間「行け！」と声が聞こえた気がした。




　それは、とても懐かしく。

　だが、誰とはいえず。

　あえていうなら自分をいつも支えてくれた人々の声が重なって聞こえたようであった。




　そんな声たちに押されるように、アキナは思いっきり地面を蹴り、宙に舞い上がる――。




　自分の意志と、

　背負った多くの思いを胸に、




　アキナは剣を振り抜ぬいた――。

























ＧＭ：累計ダメージ２３０７点。…………（データを確認するＧＭ）。

ギィ：これで倒しきってくれよ……。

アキナ：…………。

ＧＭ：魔獣の【ＨＰ】は２２００点。

ドラン：おおっ！

ＧＭ：アキナは、文句なしの一撃で、フィンブルヴェトルを討うちとりました。

アキナ：やった！　倒したぁ――――っ!!




　アキナの剣によって命脈を絶たたれたフィンブルヴェトルは、地を震ふるわず咆吼をあげながら、闇やみとなって散っていった――。




アキナ：では、消えていく魔獣に言います。あなたを召喚させるわけにはいきません。この世界は、わたしたちエンジェルファイヤーが守ります！

マルセル：……やったな、アキナ。




　フィンブルヴェトルが異世界に追いやられたことにより、ごうごうと吹ふいていた冬の嵐あらしはいつしか止んでいた。

　夜を徹した戦いが終わった今、

　周囲は、穏やかな朝の空気に包まれていた。




ＧＭ：というわけで、戦いが終わり、夜が明けます。フィンブルヴェトルの嵐の効果でトリシューラの大聖堂は激しく損傷していますが、戦闘が終わったことにより、周囲は噓のように静まり帰っています。

アキナ：ふぅ――――！　とへたりこみます。もう、全力を出し切ってすっからかんですよ――っ！（一同爆笑）

マルセル：違いない（笑）。

ドラン：とりあえず、この船から出て、朝日でも拝みに行かないかナリ？

ギィ：ビルベリ側の首尾も知りたいしな。

アキナ：ですねぇ。

マルセル：では、疲れきったアキナに肩を貸そう。

アキナ：ありがとうございます。マルセルさんは…………やっぱり優しいですね！

マルセル：（照れたように）ん！　褒めても何も出んぞ！（一同爆笑）




　こうして、エンジェルファイヤーは戦いの場を後にした――。











ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ









◆Ending 01◆その瞳ひとみは明日を見る――




　万ばん能のう戦せん艦かんトリシューラから外に出たアキナたちは、エストネルの大地を渡る風に吹かれる。

　ビルベリが向かった都市、エル・ウルフリック・ミンスターの空を見れば、

　そこには、神秘的な光景が拡がっていた……。




ＧＭ：いよいよエンディングです。シーンプレイヤーはアキナ、ＰＣは全員登場です。

アキナ：とうとうエンディング、ですね……。

ドラン：これで終わりと思うと、感かん慨がい深ぶかいナリなぁ。

ＧＭ：さて、傷ついたトリシューラから外にでたエンジェルファイヤー。戦場の方を見れば、うっすらと煙がたなびいているのが見えます。少々遠いので結果はわかりませんが……。

アキナ：戦いはどうなったんだろう……。

ＧＭ：そんな時、皆さんは、近づいてくる兵士たちの影を目にします。

ドラン：兵士？

ＧＭ：どうやら、連合軍が妖よう魔まを打うち破やぶったらしく、移動力の早い面々で構成された援軍が送られたようです。その中には、イルファやゴノレゴの姿も見えます。

アキナ：おおっ！

ＧＭ：さらに遠くに目を向けると、ビルベリの目的地――エル・ウルフリック・ミンスターのある方角を見れば、その上空で不思議な現象が生じていることに気づきます。




　そこには、早朝の群ぐん青じよう色の空を貫つらぬいて真っ直ぐ立ち上る光の柱があった。

　柔らかな緑色に輝くその柱は、神々しくあたりを照らし出していた。




アキナ：あっ！　あの光の柱は何でしょう？

マルセル：どうやら、ヒルダ殿どのたちは目的を果たしたようだな。

アキナ：ということは……チコちゃんたち、ヒースの芽を無事に植えられたんですか？

ＧＭ：はい。『ゲッタウェイ』で、〝偉大なるヒースの植樹〟が成し遂げられた結果、生じた現象がこの光の柱です。

ギィ：これでピアニィ陛下も解かい放ほうされるってもんだな。

ＧＭ：はい。エル・ウィン・フリットのピアニィ陛下もついに、氷の柱から解き放たれます。

ドラン：ま、ここからが『無印』の本番ナリ（←『無印』のＧＭ）。

アキナ：……アル兄様やピアニィさんたちの最後の戦いが始まるんですね。

ＧＭ：さて、そうこうしていると、イルファたちがやってきます。「アキナ、無事だったか！」「助太刀に来たけど、その必要はなかったみたいですね！」

ギィ：よぉ、遅おそかったな。とっくの昔に片かたがついちまったぜ！

ドラン：けっこうひやひやだったのに、よく言うナリ（笑）。

アキナ：なんとか、無事バルムンクの陰謀を防げました！

ＧＭ：「さすがはエンジェルファイヤーだぜぇ！　俺おれたちにできねぇことを、いとも簡かん単たんにやってのけるぜぇ！　ひゃっはー!!」と、ギンブリーたち髑どく髏ろ騎き士し団だんは感かん嘆たんの声を上げます。

アキナ：えへへ（笑）。でも、最悪の状じよう態たいを免まぬがれたのも、皆さんのおかげですよ！

マルセル：そうだな。お前たちの力がなければ、四人の王の暗殺は食い止められなかった。

ＧＭ：「……俺はただ、与あたえられた任にん務むを果たしたまでだ」ゴノレゴは低い声でつぶやき、ニャール・ラタンは「お役に立てたみたいでよかったですにゃ～」と満面の笑顔です。

ドラン：ゴノレゴはいつも渋いナリなぁ～！

ギィ：ニャールの情じよう報ほうも助かったぜ。

マルセル：これは、ここにいる人間全員の協力があったからこそ、摑めた勝利だ。

アキナ：皆さん、本当にありがとうございました！　あたしたち、勝ちましたよ!!
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　アキナの言葉に、駆かけつけた人々が歓かん声せいをあげる。

　皆みな、ボロボロに傷きずついている。

　だが――誰だれもがみんな、とても晴れやかな笑顔だった。




アキナ：みんな、とっても素す敵てきな笑顔ですね。

ドラン：うむうむ、いい顔してるナリよ。

ギィ：ヒースも復活したし、魔獣も倒たおした。オレたちがやれることは、全部終わったな。

マルセル：だが……本当の戦いは、まだ終わっていない。

ドラン：これからピアニィ様たちは、強大な敵てきに立ち向かわなければならないナリからな。

マルセル：これまでとは桁けた違ちがいの存そん在ざいと戦うことになるだろうな。

アキナ：……あたしも、何か力になれればいいんですけど……。




　アキナは、遠くエル・ウィン・フリットの空を見上げる。

　その下には、戦いに臨のぞもうとする、アルやピアニィがいるはずだ……。

「今すぐにでも駆けつけたい！」

　マルセルには、アキナの背中が、そう語っているように見えて……。




マルセル：（少し考え）……アキナ。

アキナ：は、はいっ。

マルセル：お前ならば、ピアニィ様の力になることができるだろう。

アキナ：えっ……！　ほ、本当ですか！

マルセル：あとのことは私わたしたちに任せろ。アキナはピアニィ様たちをお助けしてくれ。

アキナ：はいっ！　……って、『無印』一二巻にアキナがＮＰＣとして参加するってことですよね。九巻みたいに。

ドラン：あ、実は本当に酒井さんに、アキナで参加して欲しいと思ってたんですよ。小暮さんにも『ブレイク』のナーシアで、参加依頼中でして……。

アキナ：……マジですか？

ドラン：……マジで。…………正式なオファーは後ほど（笑）。

アキナ：やったぁ――――っ!?　アル兄様と冒険！　アキナがんばります！

ＧＭ：よかったですね――。あ、そうだ菊池さん。

ドラン：なにかね。

ＧＭ：面白い無茶振りを思いつきました。

ドラン：やめろ――っ!?（笑）

ＧＭ：アキナとナーシアが参加するんです。ここはぜひ、ラブコメシーンを入れてください。

ドラン：ラブコメ…………いーやーだぁ――っ!!　せっかくアルとピアニィがカップルっぽくなってるところで、波乱を増やすなぁ！

ギィ：むしろ、面白いでしょ？　あとさ、マルセルやギィの今後も、〝ゲッタウェイ〟の面面のように『無印』でフォローしてよ（笑）。

ドラン：とーほーほー（一同爆笑）。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：ということで、話を戻してアキナはウィンドホークで旅立つことになります。

ギィ：じゃあアキナに声をかけるぜ。ま、無理はするなよ？（笑）

ドラン：ピアニィ様たちによろしくお伝えしてほしいナリ。

アキナ：はいっ！

ＧＭ：イルファを始め、周囲にいた人々も、次々にアキナに駆かけ寄より、「アキナ、気をつけて！　待ってるから！」「ご武ぶ運うんを！」と言葉をかけてくれます。

アキナ：ありがとう、みんな……！　あたし、絶ぜつ対たい勝って帰ってきますから！

マルセル：……行ってこい。そして、フェリタニア第一の騎き士しの務つとめを果たすといい。

ギィ：オレたちはここでのんびり待ってるからよ。派は手でな土産話、期待してるぜ？

ドラン：アキナにならできるナリ。

アキナ：（涙なみだぐんで）ありがとうございます……！　がんばりますね……！




　かすかに合がつ衆しゆう国こく軍師は微笑んだ。




　眼がん帯たいの射しや手しゆは拳こぶしを掲かかげ、励ましてくれた。




　機械仕じ掛かけの魔ま術じゆつ師しは大きく手を振り回す。




　大切な仲間たちに、満面の笑みで応えてから、彼かの女じよはウィンドホークに乗のり込こんだ。




アキナ：フェリタニア合衆国、第一の騎士！　高速機動部隊〝エンジェルファイヤー〟ギルドマスター、アキナ・ブルックス!!　行ってきますっ!!
















　まるで自分を鼓こ舞ぶするように、アキナは凛りんと声を張はった。

　蒼あおい瞳に宿るのは、どんな困こん難なんにも打ち勝つ、強い意い志しと希望の灯とも火しび。




　そして……勇気の赤をまとう少女騎士は、一いち条じようの矢となり空を駆かける。




　人知を超こえた戦いに挑いどむ、〝彼かれら〟の力となるために。




　――帝てい紀き八一六年、一月。

　最終決戦の時は、もうそこまで迫せまっていた。





『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』

第一五話「永遠のデスマーチ」

―ＦＩＮ―













あとがき






　永えい遠えんのデスマーチ――。

　第一五話のシナリオタイトルです。

　セッション収しゆう録ろく時に、これを今回予告で読み上げた時のプレイヤーの皆みなさんの表ひよう情じようは、中々に味わい深いものがありました。

　きっと、これまでの過か酷こくな戦いの記き憶おくが脳のう裏りをよぎったのではないでしょうか？

　私わたしも、全方位的に苦労しながら制せい作さくした本シリーズへの愛着を再さい認にん識しきしました。

　ハプニングや手間が多いほど、作品が可愛かわいく思えてくるのはいったいなぜなのか？

　人の心とは不思議なものですね（笑）。




●第一五話　永遠のデスマーチ

『アリアンロッド・サガ』シリーズの終しゆう幕まくを飾かざる三ヶ月連続刊かん行こうの最さい終しゆう巻かん、第二弾だんにあたるのが本作『デスマーチ』第一〇巻『伸のるか反そるかの大バクチ!!』となります。

　既すでに第一弾『ゲッタウェイ』第五巻をお読みの方は、ご存ぞんじでしょう。

　アルディオン大陸は現げん在ざい大ピンチ。メインシリーズ『無印』の主人公ピアニィが、力を振ふり絞しぼってアルディオン大陸を世界につなぎ止めているという状じよう況きようなのです。

　彼かの女じよと大陸を救うために、人類国家が団だん結けつして、魔ま族ぞく・妖よう魔ま軍ぐん団だんとの決戦を行うという大きな歴史的イベントが描えがかれます。

〝ゲッタウェイ〟が古代兵器ビルベリで敵てき地ちに乗のり込こみ、〝偉大なるヒースの植樹〟という、冒ぼう険けんに挑いどむ一方で、『デスマーチ』は密ひそかに進むバルムンクの陰いん謀ぼうを暴あばき、人知れずそれと対決するという構こう造ぞうとなります。

　思えば、第一巻でもアキナたちは、メルトランド戦役の陰かげで進んでいた陰謀と対決しました。第三巻でも、竜りゆう輝き石せき戦争の裏うらで巡めぐらされていたグリンダの計画を粉ふん砕さいしています。

　その他、エンジェルファイヤーが、バルムンクの陰謀を叩たたき潰つぶした例は数知れず。

　これまでの軌き跡せきを思い返し、最終巻も初しよ志し貫かん徹てつ。『デスマーチ』らしいシナリオ――人知れず進む世界の危き機きとの対決――にこだわりました。

『デスマーチ』らしさで、もうひとつこだわったのは読者投とう稿こうＮＰＣ。

　今回も多くの読者投稿ＮＰＣを採さい用ようさせていただきました。

　また、ラスボスは前回のグリンダと同様に、読者ＮＰＣのアベル・クリードが大活躍。

　こういっては何ですが、アベルというキャラの原動力は執しゆう念ねんと――あとは欲よく望ぼうだけ。

　その思いの強さでどこまで行けるのか――様々なパワーアップの可か能のう性せいを模も索さくしたうえで、作り上げた今回のクライマックス。

　お楽しみいただければ幸いです。




　また、思いもよらぬドラマが『サガ』シリーズでは数えきれぬほど、生まれてきました。

　ＴＲＰＧの魅み力りよくである、予想外のドラマが生じるという現げん象しよう。

　それが頻ひん繁ぱんに現げん出しゆつする可か能のう性せいが、このクロスオーバーの戦記物語には多分に含ふくまれていたように思います。

　このようなクロスオーバーのセッションが大変なのは事実です。

　ですが、その面白さのエッセンスを応おう用ようし、読者の皆みな様さまがそれぞれのプレイ仲間と、独どく自じのクロスオーバー的なセッションを楽しんでいただければ、これに勝る喜びはありません。

　あと。個こ人じん的てきには、一巻のあとがきで存そん在ざいを示し唆さしたヴェイラス博士を登場させることができて満足です（笑）。戦せん闘とうには不向きというキャラ性が幸いして、こっそり生き残っております。未来のアルディオンを舞ぶ台たいで遊ぶ時など、皆様のセッションで活用ください。




●お知らせ

　さて、『サガ』シリーズも残すところあと一巻。一二月発売予定の『アリアンロッド・サガ・リプレイ⑫　悠ゆう久きゆうのラストクイーン』で完結となります。

　そちらには、『ブレイク』のナーシアに加えて、本作『デスマーチ』の主人公、アキナもゲストＰＣとして参戦します。アキナの最後の勇ゆう姿しを、どうか見み届とどけてください。

　また冒頭で触ふれましたゲーマーズ・フィールドコンベンションは、毎月一回、秋葉原で開かい催さいしております。弊へい社しや社員を始めとしたプロのゲームマスターがお相手するので、初心者でも安心。詳しよう細さいは弊社公式サイト（http://www.fear.co.jp/）にて。そちらから申もうし込こみも可能です。ふるってご参加ください！




●最後に

　既に述のべたとおり、最終回の本作でもたくさんの投稿を採用させていただきました。

『デスマーチ』のみならす、他のシリーズでも登場し活かつ躍やくしてきた投稿ＮＰＣたち。

　彼かれらこそが、アルディオン大陸の〝色〟を形成してきた存在です。魅み力りよく的てきな世界の造ぞう成せいに参戦してくれた〝戦友〟の皆様――。

　本当にどうもありがとうございます。




　いつも最高のプレイをしてくれたプレイヤーの皆様にも感かん謝しやの言葉を。

　その中でもやはりアキナ役の酒さか井い香か奈な子こさんのプレイは傑けつ出しゆつした輝かがやきがありました。

　プレイの途と中ちゆうアキナの髪かみ型がたに直した酒井さんを見て、その感かん情じよう移い入にゆうぶりに、その熱量に、本当にこの方にアキナを演えんじていただいて良かった――。そう再認識した最終回でした！

　もちろん他の三名のプレイヤーの皆様も存ぞん分ぶんに本ほん領りようを発はつ揮きしていただきました。マルセルの裏うら目め力。ドランの破は天てん荒こうな機き能のう。ギィの渋しぶさとマムへの弱さ。

　そのすべてがエンジェルファイヤーの魅力です。このうえなく貴き重ちような体験の連続でした。




　イラストの猫猫猫ねこびよう・ねこ先生。最終回とあって、その気合いの入りぶりには圧あつ倒とうされるものがありました。アベルの顔芸（笑）、フィンブルヴェトルの迫はく力りよく、戦場描びよう写しやの豪ごう快かいさ。

　そして魅力的なＰＣたちの活躍の数々――。

　思えば、無茶振りばかりの発注を最高の仕事で応こたえていただきました。ただただ感かん激げきです。




　望外の幸運もあり、全一〇巻にも及およぶ長ちよう編へんリプレイとなりましたが、最後までおつきあいいただきました読者の皆様、ありがとうございます。皆様あっての『デスマーチ』でした。

　いずれまた、新しい物語でお会いしましょう。





二〇一三年一〇月二二日

田中信二
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